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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　跡あと継つぎ騒そう動どう



　森林レンジャー［前編］








　小川のせせらぎ。梢こずえを渡わたる風のささやき。


　山あいは、夏とはいえど、日ひ陰かげに入るだけでおどろくほど涼すずしい。


　街かい道どうからすこし離はなれた渓流で、川かわ面もに釣つりの糸を垂たれ、釣れた魚を糧かてとする。


　のんびり気ままな一人ひとり旅たびだと、こーいうこともできるのがうれしい。


　ぴくんっ！　と、浮うきがわりの小こ枝えだが水面で跳はねる。


　おしヒットっ！　タイミングを合わせ、木の枝でつくった釣り竿ざおを操あやつって、大ぶりのヤマメを釣り上げる。


　よーしこれで十二匹ひき目。かるいお昼ごはん用としてはこんなもんだろう。


　あたしは針はりから魚を外すと、釣った魚をほうり出しておいた方をふり向き──


　硬こう直ちよくした。


　そこには。


　一体いつの間にやって来たのか。見知らぬ女が佇たたずんで、あたしの魚をぱくぱく食ってやがったのだ。


　ちなみに、生で。
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『……………………』


　虚こ空くうでぶつかる視し線せんと視線。


　しばし時間が凍とう結けつした。


　見たところあたしより少し上。赤い髪かみに気の強そうな顔立ち。


　猟りよう師しか何かなのだろうか。動きやすそうな服ふく装そうに革かわ鎧よろい。そばには弓ゆみ矢やが転ころがっており、手にしたナイフで魚をさばいて食べている。


　それがさもとーぜんのよーに。


　……ええっと……


「……あ……」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　口を開きかけたあたしをさえぎって。


　彼かの女じよは何やら自信たっぷりにうなずくと、


「新しん鮮せんだから生でもオッケー」


「何がオッケーだぁぁぁぁっ！」





　どぎりゅぅぅぅっ！





　あたしのコークスクリューキックは、悲ひ鳴めいを上げることすら許ゆるさず彼女を河原かわらへと這はわせた。


　彼女はしばしケーレンしてから、いきなり、がばぁっ！　と身みを起おこし、


「いっきなり何するかなこの人は！　全まつたくもって非ひ常じよう識しきな！」


「こっちのセリフぢゃあぁぁぁっ！」


　間かん髪はつ入れず言い返すあたし。


「ひとの釣った魚勝手に食べまくったあげくになんつー言いぐさよっ!?


　盗ぬすっ人となら盗っ人らしく、ぷるぷるふるえて命いのち乞ごいするとか、黙だまって川をうつぶせに流れてくとかすればいーのよっ！」


「どういう盗っ人像ぞうよそれは。


　いや、根こん本ぽん的てきに、わたしは盗っ人なんかじゃないって！　人聞きの悪いこと言わないでよね！」


「盗っ人でしょーが立りつ派ぱにっ！　あたしの魚食べたでしょーがっ！　今、現げんに！」


「おーおー。視し野やが狭せまいこと狭いこと。


　いい、見なさい！　この広い世界を！」


　なんかえらそーなセリフを吐はくと、彼女は大きく手をひろげ、空を、森を、世界をぐるりと見渡して、


「森に実みのる果か実じつ。川を泳およぐ魚たち。それは誰だれのものでもない、まさしく万ばん人にんに与あたえられた大自然の恵めぐみ！」


「だからってあたしの釣った魚食っていいってりくつにはならんっ！」


「……ちっ！　気づかれた……！」


　確かく信しん犯はんかオイ。


　……はぁ……


　あたしは深いため息ついて、


「……まあいいわ……


　とにかく、攻こう撃げき呪じゆ文もんで心ゆくまで吹ふっ飛とばす、ってところでかんべんしたげるから」


「ま……待った！


　ということはあんたやっぱり、旅たびの魔ま道どう士しとかなの？」


「……見りゃわかるでしょーが。あたしの格かつ好こうを」


　言ってあたしは、マントの端はしを持ち上げてみせる。


　こんなものを夏場に着ているのは、魔道士くらいのものである。


　はたから見れば暑あつそーだが、これで全身を包つつみ、中で弱じやく冷れい気きの呪文をかけておけば、実はけっこー涼しいのだ。


「なら、魚を食べたかわり、ってわけでもないけど、仕事を一つ依い頼らいしてあげるわよ。


　それでいいでしょ？」


「……あははははははは[image: ]


　あたし、恩おん着せがましいものの言い方されるのって大っきらいだし。


　とゆーわけで爆ばく滅めつ決定[image: ]」


「まま待った待った！　言っとくけど報ほう酬しゆう大きいって！　成せい功こう報酬でオリハルコン鉱こう脈みやくの場所、っていうのはどうっ!?」


「オ……!?」


　いきなり出されたとてつもない条じよう件けんに、あたしは思わず、唱となえかけていた竜破斬ドラグ・スレイブの呪文詠えい唱しようを中ちゆう断だんした。


　オリハルコン鉱脈……って……ンないきなり本気で大きい話を……


　ちなみにオリハルコンというのは、金の数倍の値ねがつく希き少しよう金きん属ぞくである。


　そんなものの鉱脈、となると、一体どれほどの価か値ちになるか……


「──まさかとは思うけど──


『ずいぶん前に掘ほり尽つくされた鉱脈跡あとでした』なんてオチじゃあないでしょーね？」


「まさか。


　少し離はなれたところで、父さんが森林警備隊レンジヤーをやっているんで、わたしも山には詳くわしいってわけ。


　それで見つけたのよ」


「レンジャー……ねぇ……」


　レンジャーというのは、国王やら領主ロードやらが持っている森や山を管かん理りし、密みつ猟りよう者しやなどを取り締しまるのがしごとである。


　言われてみれば、たしかに彼女はそれっぽい装そう備びをしている。


「……それじゃあまあとりあえず……


　魚でも食べながら、話だけでも聞いてみましょーか」


　あたしのことばに、彼女は静しずかにうなずいたのだった。





　森の風にまざり漂ただよう、魚の焼やける香こうばしいにおい。


　あたしの釣り上げたお魚さんたちは、呪文で熱ねつした岩いわの上で、じゅうじゅうとおいしそーな音を立てていた。


　とりあえず、せっかく釣ったお魚さんをほったらかしにしておくのはもったいないので、焼きながら話をはじめたのだった。


「わたしの名前はカミーラよ。カミーラ＝クレッシェンド」


　魚をちらちら横よこ目めで見つつ、彼女はそう名乗った。


「あたしはリナよ。リナ＝インバース」


「この近くに、アランタイズって領主ロードがいるでしょ。父とうさんはそこのお抱かかえで、レンジャーの仕事をしてんのよ。


　けど父さんもイイ年だし、山や森を走り回るのは、さすがにそろそろ辛つらくなってきてるみたいなの。


　となればいずれ、わたしか弟があとを継つぐ、って話になるんだけど──」


「……レンジャーって世せ襲しゆう制せいなの？」


「うちの領りよう地ちではね。


　隊たい員いんは、家か族ぞくといっしょに管理地に移うつり住すんで、その子こ供どもは小さな頃ころから管理地に慣なれ親したしんで暮くらすきまりなの。


　だから、跡あとを継いだ時点ですでに、そこは自じ分ぶんの庭にわも同どう然ぜんってわけ。


　……で……父さんは、弟に跡を継がせようと思っているらしいんだけど……」


　彼女は表か情おを曇くもらせて、焼けた魚に手を伸のばし──ぺし、とあたしにはたかれる。


「テリウス……弟の奴やつ……小さい頃ころから体弱くてね……


　正しよう直じきわたしの目から見たら、レンジャーなんてやっていけないんじゃないか、って思うくらい。


　で、父さんに、わたしが跡を継ぐ、って言ったわけよ。


　けど父さんは納なつ得とくしない。


　たぶん、女に跡は継がせられない、とでも思ってるんじゃない？」


「……よくいるわよねー。そーいう時代遅おくれな考え方する奴」


　焼けた魚をほおばりながら、あたしはあいづちをうつ。


「それでも父さんを説せつ得とくし続けて……


　そのうち、わかってくれたのか、それとも単たんにあきらめさせようと思ったのか、わたしをテストする、って言い出したのよ。


　この山で、五日の間に百の獲え物ものを狩かり取ること。


　それができれば──」


「ちょっと待てちょっと待てちょっと待て」


　あたしはぱたぱた手を振ふって、


「森を守るレンジャーが、ンな理り由ゆうで森の動物狩っていーわけ？」


「ええっ!?」


　あたしのことばに、カミーラは、さぁっ、と顔色を変えて、


「じ……じゃあまさか……人間を狩れとでも!?」


「誰だれもンなこと言うとらんっ！


　領りよう主しゆサマの土地で、勝手に動物狩っていーのか、って聞いてんのよっ！」


「別にうちの管理区く域いきじゃないから」


「……いーのかそれで……？」


「それに第一、狩るのは動物じゃなくてゴブリンよ。ゴ・ブ・リ・ン。


　なんか、しばらく前、南の方から群むれで移い動どうしてきたらしくって、この山に住すみ着ついて荒あらしてるのよ。


　そこで、テストを兼かねてゴブリン狩り、というわけ」


「……そ……そぉ……ゴブリンね。なぁぁぁんだ」


　あいづちをうってそっぽを向くあたし。


　……なんか……しばらく前、南の方で、あたしのおひるごはん盗ぬすんだゴブリンたちの集しゆう落らくを、攻撃呪文で壊かい滅めつさせて、以い降こうしばらくゴブリンと見ればやつあたりしまくったよーなおぼえがあったりするのだが……


　きっと単なる偶ぐう然ぜんである。うん。この件けんとは無む関かん係けいに違ちがいない。


　気を取りなおし、あたしは言う。


「……ま……まあだいたいの事じ情じようはわかったけど……


　それであたしに、何をどう手て伝つだってほしいの？」


「ほら、わたしの装そう備びって」


　彼女は弓ゆみ矢やを目で指さして、


「普ふ通つうの動物狩ったり、密猟者二、三人を脅おどかして追い返したりするのには十分だけど、ゴブリンの群れを相手するには、ちょっと頼たよりないし」


　たしかに──弓矢とナイフ程てい度どでは、こちらの居い場ば所しよを気づかれれば、矢をつがえている間に一気に間ま合あいを詰つめられ、数にまかせて押おし切きられるだろう。


「つまり、もしもの時の護ご衛えい、ってわけね」


「んー、むしろ手っ取り早く、あなたが呪文でゴブリンたちを眠ねむらせて、無む抵てい抗こうになったところを、わたしが弓矢で、片かたっ端ぱしから、ぴすぴすっ！　と……」


「ちょい待てぃ」


「何なのよ？」


「なんか……いくら相手がゴブリンっつったって、えらくヒキョーっぽいんだけど」


「あぁぁ。もう。何言ってんだかこの人は」


　彼女は片手で、頭をがしがし搔かきながら、


「いい？　わたしの目的は、体の弱い弟に無む茶ちやな仕事をさせないことなわけ。


　五日でゴブリン百匹っていうのは、そのための単なるテスト。


　自分の受けるただのテストを、わざわざむずかしくする必要なんてないじゃない」


「……ま……たしかにそりゃそーね。


　わかったわ。


　ただしそのかわり、オリハルコン鉱こう脈みやくの話、忘わすれないでね」


「もちろん」


　あたしのことばに、彼女は力強くうなずいたのだった。





　疑ぎ問もんに思うひとはいるかもしれない。


　鉱脈の場所なんぞ教えてもらったところで、個こ人じんで何ができるというのか、と。


　実は魔ま道どう士しになら、なんとかできてしまうのである。これが。


　あたしの知っている術じゆつの中に、地精道ベフイス・ブリングというのがある。


　大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようし、トンネル掘ほりをする術で、これを地面にかけてやると、ぽっこりと穴が開くのだ。


　トンネルが開いたぶんの土はどこに行くのか──正しよう直じきなところ、よくわかっていないのだが、まあ、それはこの際さいどーでもいい。


　重じゆう要ようなのは、オリハルコンという金属が、呪文の干渉を受けにくい、という点である。


　つまり。


　オリハルコン鉱脈のある地点に地精道ベフイス・ブリングの呪文をかけまくる。ただそれだけで、余よ計けいな土ど砂しやはどこかに消えて、呪文の干渉をほとんど受けないオリハルコンだけが、勝手に精せい製せいされてその場に残るのだ。


　実じつ際さいオリハルコン鉱脈の採さい掘くつ場じようでは、この方ほう法ほうが採とられているとか。


　これならば、あたし一人でもなんとか可か能のうな作さ業ぎようである。


　……とまあ、それはいいのだが……


「……で？　どこにいるのよ？　そのゴブリンたちって？」


　山の中、道なき道を歩あゆみつつ、あたしは数歩先ゆくカミーラの背せ中なかに、いくど目かの同じ問といを投げかけた。


「だから、すぐに見つけだしてみせるって」


　返って来るのも、やはり同じ答こたえ。


　話がまとまり、魚を食べて、出発してからえんえんと、あたしたち二人は山の中を歩き回まわっていた。
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　カミーラは、何やら自じ信しんありげな調ちよう子しでずんずん進んでいるが、あたしの目には、無む目もく的てきにうろついているようにしか見えない。


　だが──


　先をゆく彼女の足が、ひた、と止まったのは、まさにそんな時だった。


「……どしたの？」


「見つけた」


　ぼそりっ、と小さくつぶやくと、いきなりその歩ほ調ちようを早める。


　しかし行く手に目をやれど、ゴブリンらしきものの影かげも形も見えはしない。


「……本当に……」


「しっ」


　カミーラの小さな叱しつ責せきが、あたしの問いを遮さえぎった。


　そのまま彼女は小さな声で、


「静しずかに。


　ゴブリンが最さい近きん通とおった跡あとを見つけたってこと。それも一匹ぴきや二匹じゃない奴やつ。


　それを今追ってるわけ。


　そんなに遠とおくないし、音がするとあっちに気づかれるから、静かに」


「………………」


　言われてあたしは口をつぐんだ。


　んーむ。ここいらへんはさすがに、『弟のかわりに自分が』とか言い出すだけのことはある。シロウト目にはさっぱりわからないその痕こん跡せきを、いともあっさり見つけるとは。


　耳をそばだててみれば、カミーラは、下した生ばえの中を進んでいるというのに、ほとんど足音も立てていない。


　やがてほどなく、彼女の言う通り──


　ゲギィッ！　グ、グケッ──


　風に乗のって聞こえてきたのは、まごうことなくゴブリンたちの鳴なき声だった。


　ををっ！　すごひっ！


　あたしたちは一いつ層そう慎しん重ちような足取りで、そちらに向かって進んでゆく。


　そして。


　森の木々がすこしひらけたその場所には、数十匹のゴブリンたちの姿すがた！


　やや離はなれた場所に身を潜ひそめ、カミーラが、こちらに向かって無む言ごんでうなずく。


　あたしも小さくうなずくと、口の中で眠りのスリーピング呪文を唱となえ──


「──見つけたぞ！　姉ねえさんっ！」


　木々の間に男の声がこだましたのは、まさにその時だった。


　──ギッ!?


　驚おどろきの鳴き声を上げるゴブリンたち。


　あたしと、そしてカミーラも、声の方へと視し線せんを送り──


　そこには。


　やや離れた小こ高だかい場所からこちらを見下ろす、大おお柄がらな男の姿があった。


　並なみの男より、頭一つぶんはデカい。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、といった感じの体たい格かくに、似に合あった四角くゴツい顔、短みじかく刈かった黒い髪かみ。


　身につけているのは革かわの軽けい装そう鎧よろいに弓矢。


　つくりがゴツいせいで、けっこぉトシを食っているようにも見えるのだが……


　問題はこの男が今、『姉さん』とか言っていた、ということである。
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「ちっ！」


　カミーラの小さな舌した打うち。


　……って……あの……やっぱし……


「……あれって……ひょっとして……」


「弟のテリウスよ」


　いまいましげに吐はき捨すてたりする。


「……あの……テリウスって顔じゃないし、体弱そーに見えないんですけど……」


「見かけで判はん断だんしちゃだめだってば！


　それに……


　弱くないのが不ふ満まんなら、弱くしてやれば問題解かい決けつ？


　ということでリナ、目もく標ひよう変へん更こう、攻撃呪文ゴーっ！」


「ちょっと待てちょっと待てっ！」


「何が不満よっ!?」


「すべての面でいろいろとっ！」


　言い合うあたしたちの方に男は歩み来る。


　カミーラは、その彼かれを、きっ！　とにらみつけ、


「何しに来たのよあんたはっ!?」


「……うっ……！」


　彼は一いつ瞬しゆんひるんでから、


「……止とめに来たんだよ姉さん。


　事じ情じようは父さんから聞いたよ。


　けど、五日でゴブリン百匹なんて、いくら姉さんでも絶対無む茶ちやだ。


　……そんなことやめて、一いつ緒しよに帰ろう。


　レンジャーの仕事は、僕ぼくがなんとか頑がん張ばってみるから」


「何言ってるかな!?　わたしは、体弱いあんたじゃあ、レンジャーの仕事なんて勤つとまらないって思ったから……！


　それで父さんわざわざ説せつ得とくしてあげたのよっ！　それを何!?　無理だから帰ってこい!?


　あんまり勝かつ手てなこと言ってるといくら弟でも勘かん弁べんしないわよ！」


「……ううっ……！」


　テリウスくんはやはりひるんでから、


「……た……確たしかに僕は、あんまり体が強いとは言えない……姉さんの手て料りよう理りを食べたあとには必かならず体が痺しびれて動けなくなるし……」


「でしょ？


　土ど台だい無理なのよ。あんたには」


「……あの……もしもし……」


　姉し弟ていの会話に、あたしは横よこから口をはさむ。


「……それって……カミーラが一いつ服ぷく盛もってるんじゃあ……？」


　意い見けんと同時に、二人の表ひよう情じようが同時に変わる。


　テリウスは何かを悟さとった驚きよう愕がくの顔に。カミーラは顔がん面めん蒼そう白はくに。


　……って、やっぱし図ず星ぼしかい。


「……そ……そういえば……！」


　テリウスは頰ほおに汗あせして、


「姉さんが物置小屋で麻痺茸パラライマツシユなんて栽さい培ばいしているのは何のためだろう、と、ずっと疑ぎ問もんだったんだが……


　まさかそれのため!?」


　気づけ。そーいうことは。とっとと。


　しかしカミーラは往おう生じよう際ぎわ悪わるくぱたぱたと手を振ふり、


「な……何言ってるかな!?　この子は！


　ほら！　あれは……あれよ、あれ！


　そうそう！　密みつ猟りよう者しやとかをやっつける時に使うのよ！


　ほら！　これで納なつ得とく！」


「……姉さん密猟者なんてやっつけた事ないじゃないか。


　なのにキノコは減へっていってるし……」


「くっ……！


　そんな細こまかいところにまでチェック入れてるなんて……


　そんなに姉さんが信しんじられないのっ!?」


「……いや……それはじゅーぶんに信じられないと思うけど……」


　思わずぽつりとつぶやくあたし。


「えぇい、こうなったらっ！」


　カミーラは、テリウスを、びしっ！　と指ゆびさして、


「リナ！　いいからやっちゃって！」


「ちょい待ち」


　言う彼女の肩かたに、あたしは、ぽんっ、と手を置おいて、


「なんか……聞いてたのとだいぶ話が違ちがうみたいだけど……？」


「そ……それはっ……！　だからそのっ！


　……えぇいっ！　とにかく、わたしがあんたを雇やとってることは確かなんだから、言うことを聞きなさいっ！」


「その依い頼らいの件けんなんだけど……


　ここまで噓うそが続きまくると、あんたの言ってる『オリハルコン鉱こう脈みやくの場所を教える』っていうのも、かなり噓っぽく聞こえてくるんだけど……？」


「あ……あれは本当よっ！」


「……まさか姉さん……」


　横からテリウスが口をはさむ。


「ロードの管理してるオリハルコン鉱脈の位い置ちとか教えるつもりじゃあ……？」


　びくっ。


　むろんあたしは──見み逃のがさなかった。


　テリウスの指し摘てきに、カミーラの体が、小さく──しかし確かにふるえたのを。


「……ほほぉぉぉぉぉう……」


「……そ……それはっ……」


　痛いたいほどの、しばしの沈ちん黙もく。


　それをうち破やぶったのは──


　──ゲギィーッ！


　ゴブリンたちの鳴き声だった！


　見れば木々の間をかきわけて、こっちに向かって突つっ込んで来る、数十匹のゴブリンたち！


「ああっ！　そー言えばこいつらのことすっかり忘れてたっ！」


　あたしはあわてて呪じゆ文もんを唱となえ、テリウスは弓に矢をつがえ──


　──しばらく後。


　ゴブリンの群れを蹴け散ちらし、追い返した時には。


　カミーラの姿すがたは、すでに消えていたのだった──





「…そういえば姉さんは、ずいぶんと、レンジャーになりたがっていました……」


　ゴブリンたちを追い散らして場所を変え。


　すこし離はなれた山やま小ご屋やに落ち着いて、テリウスは、思い出したかのようにぽつりと言った。


　山の中には、山仕事をする人間が一いち夜やの宿やどを取れるように、こういった小屋が点てん在ざいしている。


　むろんそれゆえに、家か具ぐなどというものは一いつ切さいない。本気で単たんなる小屋、である。


「なんでレンジャーに？


　なんか、キツいしごとだ、みたいなこと言ってたけど……」


　木の箱はこと大たい差さない簡かん易いベッドに腰こしを下ろしてあたしは言う。


「まあ、真ま面じ目めにやれば、ですけどね」


　言って彼かれは、その背を戸と口ぐちにあずけたまま、気の弱そーな笑えみを浮うかべた。


「……よく言ってましたよ。姉さんは。


　レンジャーっていうのは、手を抜ぬこうと思えばいくらでも手を抜ける仕事だ、って。


　ちゃんと見回りとかをやるのなら、もちろん大たい変へんな仕事なんですが……


　パトロールと称しようして外へ出て、そのあたりで休んでいても、誰にもわからない。


　なおかつ、うちの領りようでは家か族ぞくごと暮くらす、という条じよう件けんが付いているせいで、給きゆう金きんはいいらしいんですよ。


　だから……」


「なるほど、ね……


　弟があとを継つげば、自分は家を出て、別の生き方を探さがさなくちゃあいけなくなるかもしれない。


　その点自分があとを継げば、手を抜いて給きゆう料りようはそれなり……


　それであんたにしびれ薬ぐすり盛もったりお父さん説せつ得とくしたりして、自分がレンジャーになろうとした。


　つまりはそういうことね」


「……たぶん……


　姉さんがいろいろとご迷めい惑わくをおかけしたようで……申もうし訳わけありません。


　……それでその……


　厚あつかましいお願いだとは思うのですが、姉さんの心こころ根ねを入いれ替かえさせるのに、なんとか手を貸かしていただけないでしょうか」


「いや無理それ無理絶対無理」


　即そく座ざにぱたぱた手を振ふるあたし。


「ええっ!?　でも女の人同士、男じゃあわからない気持ちというものが……」


「あのねぇ。


　男とか女とかゆー問題じゃなくて。


　楽らくしてもうけたいから、弟にしびれ薬盛ろう、なんて、ある意味でき上がっちゃった人間、今さらどーしよーもないでしょーが。


　もし反はん省せいして改かい心しんする可か能のう性せいがあるとするなら……そうね……


　あなたがちゃんとレンジャーになって、姉さんきっちり追い出して、世の中の苦く労ろうっつーもんを知れば、あるいは……ってこともあるかもしんないけど」


「……そうですか……」


　つぶやいて、彼はしばし沈黙し──


　やがて顔を上げると、真しん剣けんなまなざしをあたしに向けて、


「わかりました。


　なら僕ぼくが、立りつ派ぱに跡を継いでみせます」


「そうそう。それで結けつ構こう」


「けどその前に、なんとか姉さんを止めなければなりません」


「……止める……って？」


「父さんは、一度口にした約やく束そくは必かならず守る人です。


　どういういきさつがあったにせよ、姉さんが五日でゴブリン百匹を退たい治じできればあとを継がせる、と約束した以上、それは必ず守るでしょう。


　そして姉さんは、目的のためなら、一いつ見けん無理そうなことでもやってしまう人なんです。


　ですから……」


「ここで止めないと、彼女の思おも惑わく通どおりになっちゃう、ってことね……」


「けど……


　もしも力ずくででも、などということになった時……


　僕にはたぶん、姉さんに手を出すことなんてできないでしょう。


　……お願いです。


　勝かつ手てな話とは思いますが、どうかお力を貸していただけませんでしょうか？


　さしたるお礼れいはできませんが……」


　言って彼は、自分のえりもとを探さぐり、赤い石のついたペンダントを取り出すと、そばに寄よって来てあたしに手て渡わたす。


「……これ……ルビーの原石!?」


「子供の頃ころ、山の中で見つけたんです。


　どれくらいの値ね打うちがあるかは知りませんけど、僕にできることはこの程度しか……」


「……ふむ……」


　あたしはしばし考えて──


「そこまで正しよう面めん切ってまっすぐに頼たのまれちゃあしかたないわね。


　いーわ。この件、引き受けましょ」


「本当ですか!?　ありがとうございます！」


「……くっくっくっくっ……


　見てなさいよカミーラ。


　ひとの魚取った上にあたしをだまそうとしたことの愚おろかさ……


　その身にたぁぁぁっぷりと思い知らせてあげるわっ！」


「……いやあの……止めてもらうだけで結けつ構こうですから……」


　燃えるあたしのすぐそばで、テリウスはなぜか、気の弱そーな声で言ったのだった。





　明けて翌よく朝あさ。


　あたしたちは早そう々そうに、カミーラの追つい撃げきを開かい始ししたのだった。


　ちなみに昨さく夜やは結けつ局きよく、山小屋に泊とまったのだが、テリウスは、『年とし頃ごろの女じよ性せいと雑ざ魚こ寝ねするのは失しつ礼れい』とか言って、わざわざ山小屋の外で寝ねていた。


　んーむ。性せい格かくヒネた姉に比くらべて、実に紳しん士し的てきである。


　いつもこーいうまっとうな人間からの依い頼らいばかりだと、あたしとしてもヤル気が出るというものなのだが。


「……姉さんはたぶん、近くにあるゴブリンたちの集落を探さがすはずです」


　山あいの、道とも言えないような道を行きながらテリウスは言う。


「近く？　あなたが止めに来たって知ってるのに？


　ひょっとして──こちらの裏うらをかいて、って奴？」


　あたしの問いに、彼は左右に首くびを振り、


「いえ。姉さんのことですから、『ここで駄だ目めだったら近くで』という考え方をするに違いありません」


「……なるほど……まあ……手て抜ぬきできそうだから、なんて理り由ゆうでレンジャーになりたがるよーなひとだし……」


「姉さんも山歩きの経けい験けんは豊ほう富ふです。


　どういったところがどんな地形になっていそうか。ゴブリンはどんな場所を好このみたがるか。


　大だい体たいのカンは働はたらくはずです。


　僕もそれくらいはなんとか──」


　テリウスのことばを遮さえぎって。


　づどぉんっ！


　こだましたのは爆ばく発はつ音おん！


　ま近、というわけではないが、それほど離れた場所からでもない。


　二人は顔を見合わせて──


「──行くわよっ！」


　言ってあたしは駆かけ出した。


「……けど今のって……爆発の音でしたよ」


　並ならんで駆けつつテリウスが言う。


「……あんたの姉さんって、目もく的てきのためには手しゆ段だん選えらばないタイプみたいだしねー。


　ゴブリン倒たおすのに、攻撃呪文とかぶっ放ぱなしてるんじゃないの？


　お父さんには『ゴブリンを倒せとは言われたが、弓ゆみ矢やで、とは言われなかった』とか言うつもりで」


「いや……姉さんも僕も、呪文といえば、父さんに習ならった明りライテイングか浄水結アクア・クリエイトくらいしか知りませんよ」


「……へ……？


　じゃあ、今のって……？」


　疑ぎ問もんの答えは、向こうの方からやって来た。


「ほーっほっほっほ！　やはり現あらわれたわねリナ＝インバースっ！」


　くそやかましくもけたたましくも、木々の間に響ひびき渡わたるは、どこぞの誰だれかのバカ笑い！


「ちっ……！　やっぱり出たわねっ！」


「な……何ですかこの声!?」


　足を止め、吐はき捨すてるあたし。ビビるテリウス。


　そして声の主ぬしは──あたしたちの行く手、木々の間からその姿を現した。


　ヤブ蚊かへのサービスとしか思えないほど、むやみに露ろ出しゆつ度どの高いコスチューム！　トゲトゲ付きのショルダーガードに首にはドクロのネックレス！


　やはり生きてたか白蛇サーペントのナーガ！


　むやみにえらそーに立ちはだかる彼女を、あたしは、ひた、とにらみすえ、


「こーゆー状じよう況きよう下かでこーゆー出現するってことは……！


　さてはあんたっ！　カミーラの味み方かたについたわねっ！」


「ふっ！　その通りよリナ＝インバース！


　きのうの夜、わたしの釣つっていた魚を勝手に食べた縁えんで出会ったのよっ！」


　出会い方あたしと同じかオイ。


「……で？　ひょっとして、弟思いの彼女にほんのちょっと手を貸かすだけで、今ならオリハルコン鉱こう脈みやくの場所を教える、とか言われたりしたわけ？」


「ふっ！　少しはやるわねリナ！　出会い頭がしらにそこまで読むとはっ！


　……ってリナ、何をいきなり落ち込んでるのよ？」


「……いや……ちょっと……」


　首を振り振り立ち上がるあたし。


　……こいつといっしょのウソでだまされたというのは……さすがに人としてどーかと自じ分ぶんでも思ったのだが……


「聞いてください！


　姉さんの言ってるオリハルコン鉱脈というのは、ロード・アランタイズが管かん理りしているものなんですよ！」


　すかさず言いつのるテリウス。


　しかしナーガは、動どう揺ようの色さえ見せずに、


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね！　そんな噓うそがこの白蛇サーペントのナーガに通用すると思っているの!?


　あなたがカミーラの妨ぼう害がいをもくろむ密猟者だっていうことは、彼女からちゃぁぁぁんと聞いているのよっ！」


「……み……密猟者……」


　ウソつき密猟者呼ばわりされて、さすがに顔色を変えるテリウス。


　あたしは一歩、前に出て、


「彼は密猟者なんかじゃなくて、カミーラの弟のテリウスくんよっ！」


「ふっ！　ウソならもう少しうまくつくことね！　リナ＝インバースっ！


　体の弱い弟が、そんなゴツい体格しているわけがないじゃないっ！


　第一そのルックスのどこが『テリウス』なのよっ!?」


「……いやそんなこと言われても……僕だって別に好きでゴツくなったわけじゃあ……」


「そこまでよ」


　一いち応おう気にしているのか、何やらつぶやくテリウスのことばをあたしはさえぎった。


「……あぶないあぶない……


　もーちょっとで、おーまちがいを犯おかすところだったわ……」


「大おお間ま違ちがい、ですか？」


　眉まゆをひそめてテリウスが問とう。


「そうっ！」


　言ってあたしは、ぴしぃっ！　と、真まっ向こうからナーガを指ゆびさして、


「こいつを理り屈くつとかで説得しようとすること、それこそが致ち命めい的な間違いなのよっ！


　それこそまさに、体力気力、時間の浪ろう費ひ！


　ナーガを前にした時には、ただ暴ぼう力りよくをもって語かたるのみっ！」


「……そ……そぉいう人間関係なんですか？」


「その通りっ！」


　言い放はなつあたしとナーガ、二人の視線が、虚こ空くうで熱あつい火花を散ちらす。


「ふっ。


　なんだかよくわからないけれど、結けつ論ろんは出たようね。リナ」


「まあね」


　答えがはじまりの合あい図ずとなった。


　あたしとナーガ、二人の呪文が木々の間を流れゆく！
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（跡あと継つぎ騒そう動どう　森林レンジャー：つづくっ！）





　次回予告




　ついにはじまったリナとナーガとの戦たたかい！


　たぶんそっちは十五行くらいで終わると思うけど！


　そんなことより、リナとテリウスの二人は、カミーラの野や望ぼうを阻そ止しできるのか!?


　それとも、カミーラが世よにのさばることになるのか!?


　次回、「跡継騒動　森林レンジャー」後こう編へん


　夏カゼに気をつけて待まて！






　跡継騒動



　森林レンジャー［後編］





　あらすじ




　ある日ある時山の中。リナが釣つり上げた川魚を、ばくばく食ってる女が一人。


　彼女──カミーラは、体の弱い弟にかわり、森レ林ン警ジ備ヤ兵ーの跡あと継つぎを目め指ざしていた。


　そのためには、父親から出された課か題だい、五日でゴブリン百匹ぴき狩がりをクリアする必ひつ要ようがあった。


　なりゆきで手を貸かすリナ。しかしそんな二人の前に、カミーラの弟、体弱いはずのテリウスが現あらわれる！


　自分がカミーラにだまされていることに気づいたリナは、テリウスと手を組んで、カミーラの阻そ止しを決意した！


　かくて活かつ動どうを開かい始しした二人の前に、どこかで聞いたバカ笑いが響ひびくのだった！







『氷の矢フリーズ・アロー！』


　放はなたれた二つの声は、全く同どう時じ。


　魔ま力りよくによって生み出された、冷れい気きの矢と矢が交こう錯さくし、大地を、草木を凍こおりつかせた。


　その時にはすでに、あたしもナーガも、もとの位い置ちから移い動どうして、互たがいの攻こう撃げきから身をかわしている。


　一いち撃げきがかわされたと知るや、間かん髪はつ入れず次の呪じゆ文もんを唱となえつつ、二人は木々の間あいだを駆かけ抜ぬける！


「援えん護ごをっ！」


　そこに横から飛とび出すテリウス！


　駆けつつ弓ゆみに矢をつがえ、ナーガに向かってかまえて──


　びょいんっ。


　手もとを狂くるわせ、矢はあさっての方向に。


「くっ！　外はずしたか！」


「それ以い前ぜんの問題でしょーがっ！」


　思わずあたしは呪文を中ちゆう止しし、容よう赦しやのないツッコミを入れる。


　……って！　しまった！　ツッコミ入れてる場合じゃなかった！


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　かきぃぃぃんっ！


　ナーガの放はなった冷気の呪じゆ文もんが、あたりの草木を凍りつかせて──


　ツッコミに気を取られ、一いつ瞬しゆん回かい避ひの遅おくれたあたしのマントの端はしもまた、氷の中に閉とざされていた。


「──くっ！」


「ほーっほっほっほ！


　あなたらしくもないミスね、リナ＝インバース！」


　呻うめくあたしに、響ひびくナーガの高笑い！


「ツッコミに気を取られて、動きがおろそかになるとは。


　……それとも……


　この上なくあなたらしい、と言った方がいいのかしらねっ!?


　とにかく、覚かく悟ごするのね！　リナ！」


　言ってナーガは呪文を唱となえ、


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　こきぃぃぃぃんっ！


　放たれた呪文はあたりを氷に閉ざす。


　むろんのこと。


　すでにあたしは、その時には、とっとと横によけている。


　羽は織おっていたマントをあっさり外して。


「……へ……！」


　よけられるとは思っていなかったらしく、間まの抜ぬけた声を上げるナーガ。


　そこにすかさず──


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　こかきぃぃぃんっ！


　飛ひ来らいしたあたしの呪文が、彼女をまともに氷づけにした。


　おーし。これでオッケー。


　テリウスは、深い安あん堵どの息いきをつき、びっしり浮うかんだ額ひたいの汗あせをぬぐいつつ、


「なんとかなりましたね。リナさん」


「あんたは何もしてないでしょーがっ！」


「こ……これは緊きん張ちようの脂あぶら汗あせなんですよっ！」


「……あ……そう……


　まあいいわ。


　とにかく、とっととカミーラのところに向かうわよっ！」


「はいっ！」


　言って駆かけ出すあたしとテリウス。草をかきわけ木々の間を縫ぬい──


　しかしほどなく。


　あたしたちがたどり着いたのは、何かの爆ばく発はつがあった跡あと。


　カミーラはむろん、ゴブリンの姿すがたも何もない。


「……これは……」


「しまった！　陽よう動どうよ！」


　思わず歯がみするあたし。


　ゴブリンがいそうな場所から、やや離はなれたところで、ナーガに攻こう撃げき呪文をぶっ放ぱなさせる。


　そちらにあたしたちの注ちゆう意いを向けて、なおかつナーガを待たい機きさせ、その間に自分は離れた場所でゴブリン狩がり。


「テリウス！　このあたりでゴブリンの群むれがいそうな場所に案あん内ないして！　急いで！」


「わ……わかりました！」


　答えてあたりを見回してから、一方に向かって迷まよわず駆け出す。


　そしてほどなく。


　あたしたちが目にしたのは──





「……どうしましょう……リナさん……」


　たき火の炎ほのおを眺ながめつつ、テリウスが情けない声を上げたのは、山の端はに陽ひが沈しずみゆく頃ころのことだった。


　ちなみに今夜の宿は山小屋その二。夕食は現げん地ち調ちよう達たつした山さん菜さいと鳥さん（合がつ掌しよう）である。




[image: ]


「そんなに思いつめないの」


　しかし、そう言うあたしの声も、決して軽かろやかとは言えなかった。


　今日一日で、カミーラは、三十近い数のゴブリンを狩ってのけたのだ。


　対たいするこちらは、一日歩き回って、見つけたのは、ナーガと、狩られたゴブリンたちだけ。カミーラの姿は一度たりとも目にしていない。


　完かん全ぜんに、先を越こされている。


　どうやら、レンジャーとしての能のう力りよくそのものは、テリウスよりカミーラの方に分ぶがあるようである。


　弓矢とナイフでゴブリン数十匹を狩るなど、むろん普ふ通つうはできない。


　しかし、ナーガが起おこした──いや、カミーラが起こさせた呪文による爆ばく音おんは、あたしたちをおびき寄せることの他に、ゴブリンたちを驚おどろかせて誘ゆう導どうするという意い味みもあったらしい。


　そして、ゴブリンたちを誘導した先には、彼女がしかけておいた罠わなの数々が、口を開けて待っていたのだ。


　つまり、彼女が使った武ぶ器きは、弓矢ではなく、地の利りとゴブリンの習しゆう性せいへの理り解かい、そして罠──つまりは知ち識しきと知ち恵え、というわけである。


　この手て際ぎわのよさからすれば、父親から切られた期き日じつ──あと三日のうちに、本当に、ゴブリン百匹狩りかねない。


「姉さんの腕うでは、僕ぼくもよく知っています。


　鼻はな歌うた混まじりに僕の相手をするような……その姉さんが、今回は本気を出してます。


　……このままじゃあ……」


「だぁぁぁぁからっ！


　このままじゃあマズい、っていうんなら、なおのこと、ただ落ち込んでるだけじゃあなくて、どーいう手を打うてばいいのか！　それを考えるのが大だい事じなんでしょーが！」


「……それはそうなんですけど……


　そもそも、姉さんの姿さえ見つけられないんじゃあ、手の打ちようが……」


「あるでしょーがっ！　いろいろと！」


「どんな、です？」


「……え……？」


　問われてあたしは一いつ瞬しゆん、口ごもる。


　……いや……単たんに、何かあるんじゃないかなー、とか思ったんで言ってただけなんですけど……


　とはいえここで正直ににそう言えば、テリウスくんのことだから、『あぁぁ。やっぱり』などと沈しずみまくるに違いない。


　となれば……えーっと……


「カミーラの出された条じよう件けんは、この山で、五日以内にゴブリン百匹ぴき、でしょ」


　言いながら考えるあたしの脳のう裏りに、刹せつ那な、スバラしいアイデアがひらめいた！


「たとえばっ！


　あたしの攻撃呪文でこの山そのものを吹ふっ飛とばせばっ！」


「無む茶ちや言わないでくださいっ！」


「んぬう。


　なら、火か炎えん呪じゆ文もんでこの山丸々燃もやしちゃえば、カミーラの狩るべきゴブリンがいなくなるわけだから……」


「却きやつ下かですっ」


「んーむ……」


　あたしはしばし首をかしげて、


「……今のプランのどこに問題が……？」


「山を丸ごと吹ふっ飛とばしたり燃やしたりするののどこに問題がないんですかっ!?」


「……なるほど……山小屋を建たてたひととかが怒おこって、弁べん償しようを求めてくる、って危き険けんはあるわね……」


「いや……弁償とかそういう……」


　言いかけて。いきなりテリウスはことばを切った。


　そのままじっと、考えるように、たき火の明りにしばし見入って──


「使えるかもしれませんね。その手」


「吹っ飛ばす方？　燃やす方？」


「そうじゃなくてっ！


　大だい規き模ぼ破は壊かいから離はなれてくださいっ！


　つまり、姉さんの狩るゴブリンの数を減へらす、という手ですよ。


　この山に何匹のゴブリンがいるのか知りませんけど、仮かりにその数を二百として……


　姉さんは、その半分だけを狩れば条件をクリアしたことになりますよね」


「あ。なるほどね」


　彼の言わんとすることを察さつし、あたしはうなずいた。


「そういうことです。


　もし僕たちもゴブリンを狩り、百匹を倒たおせば、姉さんは、残りのゴブリンを一匹残らず倒さなければならないことになります。


　これは、さすがに姉さんでもまず無む理りでしょう。


　そしてもし僕たちが、百と一匹を倒すことができれば……」


「自じ動どう的てきにカミーラは、試し験けんクリア不ふ可か能のう、ってことね！」


「その通りですっ！」


「おっしゃぁぁぁぁっ！　ならあたしたちも明日あしたから、早さつ速そくゴブリン退たい治じ開かい始しよっ！」





　条件は、確かく実じつにこちらが有ゆう利りだった。


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づどぉぉぉんっ！





『グギャゲェェェェェェッ!?』


　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんに、まともに吹ふっ飛とび、逃にげまどうゴブリンたち。
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　方法は、こうである。


　テリウスがあたりを見回し、ゴブリンたちがたむろしていそうな場所を、あたしに指し示じする。


　あたしは高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつで、指示されたあたりまでひとっ飛び。


　ゴブリンたちを見つけたら、離れた木の上にでも陣じん取どって、攻撃呪文をぶっ放す！


　倒たおしてもよし。単にこの山から追い出すだけでもよし。


　これを何度かくり返すだけで、山からはみるみるうちにゴブリンの姿は消えてなくなってゆく！


　はずなのだが……


「……ちょっと……


　この山……一体どれだけゴブリンがいるのよ……」


　げんなりと、あたしがそう問いかけたのは、昼をまわった頃ころのことだった。


　倒しても。


　倒しても倒しても倒しても倒しても、しばらく探さがせばまた新たなゴブリンの一いち団だんと出会い、また倒さねばならなくなる。


　朝から今までに、二十を越こえるゴブリンたちを、あるいは退たい治じし、あるいは呪文で追い散らしているのだが。


　それに。


「……あと……何なのよ？　この山のデカさは？


　カミーラはカルく『この山』って言ってるけど……やたらと面めん積せき大きくない？」


「大きいですよ」


　さらりと肯こう定ていするテリウスくん。


「あまり高い山じゃあありませんけど、すそ野がひろがるような感じで、広さはやたらとありますからね」


「いや……『ありますからね』じゃなくって……


　どーすんのよ!?　こんなにくそ広い上にゴブリンも掃はいて捨すてるほどいてっ！


　あたしたちもゴブリン退治して、カミーラの野や望ぼう達たつ成せいを妨ぼう害がいする、ってこの計画、この山にいるゴブリンの数がせいぜい二百とかならまだとにかく、五百とか千とかいたら、焼け石に水にしかなんないわよっ！」


「……た……たしかにそれはそうなんですけど……他ほかに手の打ちようがないじゃあないですか。


　山を丸ごと吹っ飛ばす、とかいうのは問もん答どう無む用ようで却きやつ下かとして」


　言うテリウスくんの肩かたを、あたしは、ぽんぽんっ、と叩たたき、


「代だい価かなくして何かを成なし遂とげることなんて不ふ可か能のうなのよ」


「姉さんの阻そ止しに山丸ごとは代価が大きすぎるって言ってるんですっ！」


　むうっ！　なかなかちゃんとした反はん論ろんのできる奴やつっ！


「……けれどそれじゃあ……」


「他に方法がない以上、今のやりかたを続けるしかありません」


　道なき道を行きながら、きっぱりと言うテリウスくん。


　……うーみゅ……カミーラへの恨うらみといきおいで、このしごと受けちゃったけど……なかなかめんどくさそーな……


　これが普ふ通つうの相手なら、あたしが空から探し出し、攻撃呪文でへち倒し、期き日じつが過すぎるまで寝ねていてもらう、というのもテなのだが──相手は森しん林りん活かつ動どうのプロ。たぶんあのナーガをいっしょに連れていながら、あたしたちに、自分の居い場ば所しよを決して悟さとらせないでいる。


　ざっ……


　先をゆくテリウスくんの足が止まったのは、あたしが、そんなことを考えていた時のことだった。


「……こ……これは……！」


　その口から洩もれるのは驚きよう愕がくのつぶやき。


　あたしは足を早めて追いついて──


　そこで見たのは。


　狩り、倒されたゴブリンの群むれ。


　ざっと見たところ、十匹程てい度どといったところか。


「……やってるわね……カミーラ……」


「違います」


　頭を搔かいてつぶやくあたしに、しかしテリウスくんは、視し線せんも向けずにそう言った。


「違う？」


「ええ。このやり口は、姉さんのものじゃあありません。


　これはたぶん……父さんの仕し業わざ」


「お父さんの!?」


　あたしは、思わずすっとんきょうな声を上げた。


「……って……その……どこかでレンジャーやってるお父さん!?」


「ええ」


　彼はふり向き、力強くうなずくと、


「たぶん、僕たちと同じ事を考えて、ゴブリン狩がりをはじめたに違ちがいありません！


　もしそうなら、姉さんを止めることができるかもしれません！　父さんのウデは姉さん以上ですから！」


「へぇぇ……って、けどそうなると、カミーラのことだから、『邪じや魔まするなんて卑ひ怯きようだ』とか文もん句く言うわよ。絶ぜつ対たいに」


「大だい丈じよう夫ぶです！　父さんは、一度した約やく束そくは必ず守る人ですが、『わしが邪魔しないとは言っとらん』などというへりくつも堂どう々どうと言える人ですから！」


「……いや……じまんだか何だか知んないけど、さすがにそれは人としてどーかと思ったりも……って……


　ま、いーか！　とにかく今は作さく戦せん継けい続ぞく、カミーラの妨ぼう害がいが最さい優ゆう先せんねっ！」


「その通りですっ！」


　言ってあたしとテリウスは、次のゴブリンたちを倒たおすべく、新たな一歩を踏ふみ出し──かけたその瞬しゆん間かん。


「──あぶないっ！」


　あたしは彼のえりの後ろをひっ摑つかみ、そのまま大きく横に跳とぶ。


　直ちよく後ご。





　ごぅんっ！





　天から降ふり来た火か球きゆうは大地に落ち、はじけ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまき散らす。


　これは──


「ナーガ！」


「ほーっほっほっほ！　待っていたわよリナ＝インバース！」


　朗ろう々ろうと森に響ひびいたのは、毎まい度どおなじみバカ笑い！


　見上げれば、はるか頭上の木の枝えだに、すっくと立ったナーガの姿！


「……待っていた？」


　なるほど、昨日きのうと同じく、ナーガに時間かせぎをさせておき、その間に自分はゴブリンたちを狩ろうという魂こん胆たんか。


　そうはさせないっ！


「テリウス！　こっちはあたしに任まかせて、あなたは作戦を続けて！」


　ナーガから視し線せんをはずさぬままに言う。


「……け……けれど……」


「いいから！


　カミーラの野望、くじかなくちゃいけないんでしょ？」


「……わ……わかりました！」


　答えて遠ざかるテリウスの気け配はい。


　そしてあたしは、笑えみを浮うかべる。


「……さぁてナーガ……あたしがたっぷりと相手してあげるわよ」





　テリウスは駆かける。木々の間を。


　風のにおい。草木の、大地の語る声無きことば。


　幼おさない頃ころから山で育った経けい験けんとカンは、考える必ひつ要ようすらなく、彼の足を、獲え物ものの潜ひそむ場所へと導みちびく。


　だが彼が、獲物のもとにたどり着くより早く──


　その足を止めさせたのは、ゆらりっ、と木こ陰かげから現あらわれた人ひと影かげだった。


　テリウスの顔に動どう揺ようの色が走る。


「──姉さん……！」


　そう。彼の前に現れたのは、他でもないカミーラだった。


　テリウスが自分の妨害をはじめたことを悟さとり、それを阻そ止しするために、直ちよく接せつ対たい決けつに踏み切ったのだろう。


「ずいぶんいろいろとやってるみたいね。


　そんなにわたしが嫌きらい？」


「そうじゃない！　僕はただ……」


「まあ、理り由ゆうなんてどうでもいいけど」


　カミーラは髪かみをかき上げて、


「あんたはわたしの邪魔をしたがっている。それだけで十分。


　──弓、構かまえなさい。勝負よ」


「……え……？


　し……勝負……って……？」


　言われてテリウスは鼻しな白じろむ。


「決まってっでしょ。


　お互たがいこのままずるずるやるのはウザくない？　だからここで、ケリをつけるの。


　わたしが負けたら、レンジャーになるのはあきらめて、あんたといっしょに帰ってやってもいいけど。


　そのかわり、あんたが負けたら、もうわたしのジャマなんてしないで、とっとと家に帰るの。わかった？」


　言いながらカミーラは、退さがってテリウスと間ま合あいを取り、


「武器は弓矢とナイフ。相手の弓矢を使えなくしたら勝ち。矢や筒づつを射い抜ぬくのもアリ。


　わかったらはじめるわよ」


　言うとテリウスの答えも待たず、手にした弓に矢をつがえた。


「ちょっ……！　姉さん……！」


　うろたえる弟にはかまわず、カミーラは弓を引きしぼり、テリウス目がけて解とき放はなつ！


「うわっ!?」


　身をかわす彼のすぐそばを、一いち条じようの矢は虚こ空くうを裂さいて通り過すぎ、後ろの木こ立だちに突つき刺ささる。


「……本気……なんだね……姉さん……」


　答えずカミーラは二本目の矢を。


「なら僕も……！　心を決める！」


　言って矢筒から一本の矢を抜き放ち、弓につがえる！


「たとえ姉さんを倒たおしてでも止める！」


　ぶつかる二つの視し線せん。


　刹せつ那な、矢は放たれた。


　カミーラの放つ矢は、紙かみ一ひと重えでテリウスの頰ほおをかすめ、テリウスの矢は、ぱびょんっ、と、緊きん迫ぱく感かんのない音を立て、あさっての方に飛んでゆく。
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「くっ！　外れたか!?」


「だから当たり外れ以前だっつってるでしょーがっ！」


　ごがずっ！


「ぎふっ!?」


　あたしの放った跳とび蹴げりは、テリウスのうしろあたまをまともに直ちよく撃げきした。


「リ、リナさんっ？」


「リナ!?」


　テリウスとカミーラ、驚きよう愕がくの声を上げる二人。


「いつの間にここにいらっしゃったんです」


「いや、いつ、って……最初から」


　ごく当たり前のように言うあたしに、むしろカミーラの方が憮ぶ然ぜんと、


「ちょ……ちょっと待って！


　最初から、って……ナーガは？」


「ああ。あれね」


　あたしは小さく肩をすくめて、


「木から飛とび降おりる途と中ちゆうで枝に引っかかったところを、呪文で氷づけにしたのよ」


「……つ……使えない……」


「当たり前じゃない。ナーガだし。


　──それより」


　あたしは、のんきに頭などさすっているテリウスくんに目をやって、


「カミーラとの決けつ着ちやくは、あなたの手でつけた方がいーかなー、って思ったんで、木の陰かげから見てたんだけど……


　何なのよ!?　今のへろへろした一発は!?


　僕も心を決める、とかまで言っといて」


「……いやぁ……その……僕……本番に弱いタイプなもので……」


「そんなんでレンジャーがつとまるかぁぁぁぁっ！」


「全くよね。それに関かんしてはリナの言うとおりよね」


「つとめようとさえしてない奴やつがいばるなぁぁぁっ！」


　ああああ。こいつらはあああああ。


　腕うではいいがもともと怠なまけまくるつもりの姉と、真ま面じ目めだが、本番にめちゃめちゃ弱い弟と。どっちがあとを継ついだところで、見通し暗いよーな気はするのだが……


　…………………………


　……ま、いーか。そこまではあたしの知ったことじゃなし。


　どっちをぶち倒すかといえば、やはりここは考えるまでもなく、あたしの魚をパクった上に、だまそうとしたカミーラの方！


「とゆーわけでカミーラっ！」


　あたしは彼女を、ぴしぃっ！　と指さし、


「攻こう撃げき呪じゆ文もんで吹っ飛んでもらうんでよろしくっ！」


「ちょっ……！　ちょっと待った！


　わたし今、弟と勝負してる最さい中ちゆうで……！」


「ぅやかましいっ！


　勝負の規き定ていに、横からあたしが攻撃呪文ぶっ放ぱなしちゃあいけない、ってとりきめなんてなかったでしょーがっ！」


「なら今作る！」


「却きやつ下かっ！」


　あたしが言ったそのとたん。


　殺さつ気きは背はい後ごに生まれ出た。


「──！」


　とっさに横に跳とぶあたし。


　背後から飛び来た青い光は、虚こ空くうを貫つらぬきマントを揺ゆらし、カミーラのそばをかすめゆき、先の木立を凍こおりつかせる。


　ふり向いた先には黒い影かげ。


「ふっ……


　ということは当とう然ぜん、このわたしが後ろから攻撃呪文をぶちかましてもかまわない、ということよね!?　リナ＝インバース！」


　言ったのは、氷づけから完かん全ぜん復ふつ活かつしたナーガ。


　どうやらこれで、役やく者しやは揃そろったようである。


　つまり──今こそが決着の時！


　あたしとナーガが、そしてテリウスとカミーラがそれぞれにらみ合う！


　生まれ出た静せい寂じやくは、どちらかの破は滅めつへの前ぜん奏そう曲きよく。


　あたしは──そしておそらくナーガもまた──口の中で小さく呪文を唱となえ──


　最初に動いたのはカミーラだった。


　一いつ瞬しゆんの遅ち滞たいすらないなめらかな動きで、矢を抜き、つがえ、テリウスにその狙ねらいを定める。


　テリウスもまた、狙いが固定される直前に、回かい避ひ移い動どうを開始した。


　狙う矢の切っ先が、その動きをなぞるように移動する。


　そして。


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　ナーガがあたしに向かって、なんとかの一つおぼえで呪文を放つ。


「魔風デイム・ウインっ！」


　予よ想そう通どおりの攻撃を、あたしは唱えておいた強きよう風ふうの呪文で吹ふき散ちらした。


　その瞬しゆん間かん。


　カミーラが、いきなり狙いをあたしに移うつし、矢を解とき放はなつ！


　フェイントのつもりか!?　だが甘あまいっ！


　あたしは二歩ほど移動して、あっさり矢から身をかわした。


　そこに突つっ込んでくるナーガ！　接せつ近きん戦せんをしかける気か!?


　思った瞬間。


　ナーガはいきなり身をかがめ、たむっ！　と地面に手をつくと、


「氷窟蔦ヴアン・レイル！」


　その手を起き点てんに、何本もの白い筋すじが大だい地ちを疾はしった！


　これに触さわれば氷づけ。だが逆ぎやくに、触らなければいいだけの話。


　あたしはきびすを返して、一瞬硬こう直ちよくした。


　逃げようとしていたその場所が、すでに氷に包つつまれていたのだ。


　これは……ナーガが最初に放った氷の矢フリーズ・アローのせい!?　まさか、ただのワンパターンに見えたあの一いち撃げきは、あたしの術じゆつで吹き散らされるのを計算の上で、こちらの退たい路ろを断たつためのもの!?


　うかつに動けば氷に足を取られる。しかしこのまま待てば確かく実じつに氷づけ。ならば取るべき手しゆ段だんは一つ！


　刹せつ那なの判はん断だんの後、あたしは大きく地を蹴けった！


　着ちやく地ちと同どう時じに足がすべる。


「のわわわわわわわわっ!?」


　へたに抵てい抗こうしようとすれば確実に転ぶ。あたしは凍った地面の上を滑すべりつつ、なんとかバランスを取った。


　ひゅんっ！


　目の前を通り過すぎたのは、撃うち合うテリウスとカミーラの、どちらかが放った流れ矢。


　うわ、危あぶなっ！


　そばにある一本の木に片手をかけて、そこを支し点てんにターンすると、凍っていないしげみの中へと突つっ込んだ。


　かきわけ、抜けた背はい後ごでしげみが凍りつき、術はようやくその進しん行こうを止めた。


　そのしげみを回り込み、飛び出して、あたしはふたたびナーガと対たい峙じした。


「ふっ。スケートはたっぷり楽しんでくれたかしら？　リナ！」


「……くっ……


　やるわね、ナーガ。


　どうやらあんたのことを、ちょっと甘く見てたみたいね……」


　あたしは大マジメな表ひよう情じようで言い、じりっ、と後ろに退さがってみせる。


　つられてナーガも足を踏ふみ出し──


　づるっ。





　ごぢ。





　自分の生んだ氷に足をすべらせて、ひっくりこけてうしろあたまを強きよう打だし、そのまま動かなくなった。


　おっしゃ狙ねらい通どおり！
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　……ま……多少小こ手て先さきの技わざがうまくなったからといっても、しょせんナーガはナーガだし……


　こうなれば、あと残ったのはカミーラのみ。


　テリウスとカミーラの二人は、矢の応おう酬しゆうをくり返している。


　状じよう況きようはテリウスの方が不ふ利りだった。


　カミーラの放つ矢は、的てき確かくに、テリウスの弓を、矢や筒づつを狙い、身をかわし続ける彼は、あちこちにすり傷きずをつくっている。


　しかし、本番に弱いテリウスの放った矢は、カミーラにかするそぶりすら見せない。


　むろんあたしが正面きって参さん戦せんすれば、カミーラは不利を悟さとって逃にげだすだろう。そうなってはめんどうである。


　となればここは──相手が逃げだす前に一発で決める！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ、地面に手をつき、


「地精道ベフイス・ブリングっ！」


　あたしの声に反はん応のうし、はじけるようにふり向くカミーラ。しかし見た目には何の変へん化かもない。


　だがその瞬しゆん間かん。


　ぼぐっ。


　間の抜けた音とともに、カミーラの下半身が地面に埋うまった。


　あたしが今かけたのは、トンネル掘ほりの術じゆつである。出入り口のないトンネルを、彼女の足の下からその向こうへと延のばしたのだ。


　そしてカミーラの足下が、彼女の体たい重じゆうを支ささえきれずに陥かん没ぼつしたのだ。


　つまりは、術で作った落とし穴。


「……こんな子供だましっ……！」


　はい上がろうと、カミーラは穴あなの端はしに両手をつく。


「子供だましよ。落とし穴の方は、ね」


「え？」


　あたしのことばに彼女の動きが一瞬止まり──そしてようやく気がついた。


　背はい後ごに迫せまる、その音に。


　ふり向く彼女が見たものは。


　あたしの術で、根もとの土をごっそり消し去られ、カミーラに向かって倒たおれゆく一本の立たち木きだった。





　かくて、戦たたかいは終わった。


　ナーガはひっくりかえって頭を打ち、カミーラは倒れた木に直ちよく撃げきされて、下した敷じきになったまま動かない。


「……終わったんですか……？」


「ええ。終わったわ」


　問うテリウスに答えるあたし。


　彼は肩の力を抜いて、こちらの方へと歩み寄る。


「……ま、あとはいちおー念ねんのため、あんたがカミーラの弓矢とナイフを──」


　あたしのことばも終わらぬうちに。


「ひゅっ！」


　突とつ如じよカミーラが半身を起こし、呼こ気きとともに右手を閃ひらめかせた！


　こいつ！　気を失ったフリをしていただけかっ!?


　放たれたナイフはまっすぐテリウスに！


　よけられるタイミングではない！


　思ったその瞬間。


　かっ！


　飛びゆく光を、飛び来た影かげが虚こ空くうで撃げき墜ついした。


　ともに力を失なくして大地に落ちたのは、カミーラの放ったナイフと──そして、一本の矢。


「──っ!?」


　焦あせりの色をにじませて、カミーラが木々の奥おくへと視し線せんを送る。


　そこからゆっくりと歩み出たのは、壮そう年ねんの男が一人。


　半なかば白いものの混まじった黒い蓬ほう髪はつと、やはり白黒二色のひげが、きびしく引きしまった顔をふち取どっている。


　テリウスやカミーラと似にた、弓矢に革かわ鎧よろいというレンジャーの装そう備びである。


　だが、二人とは、その身に纏まとった経けい験けんの重み──すなわち貫かん禄ろくが違ちがう。


「と──父さん」


　男を目にしてつぶやくテリウス。


　と、いうことはこの人が──


「──終わりだ。カミーラ」


　姉し弟ていの父親は、深く、重い声でカミーラに宣せん告こくした。


「……な……


　なんで!?　まだゼンゼン終わってなんてないって！


　まだ日数だって……」


　木の下からはい出しながら、焦あせって抗こう議ぎするカミーラ。しかしその声には今までと違い、こころもち勢いきおいがない。


「………………」


「も……もし、わたしがテリウスを攻こう撃げきしたから跡あとは継つがせない、なんて言うつもりならおかどちがいだって！」


　父親の無む言ごんの視線を受けて、あわててとりつくろうように、彼女はことばを続けた。


「今のナイフ、狙ったのはテリウスの持ってた弓だし、そもそもは、わたしの邪魔したこの子が悪いのよ！


　この子がそんなことしなければ、わたしだって別に……」


「カミーラ」


　呼ばれて、びくりっ、と身をふるわせて、カミーラは沈ちん黙もくする。


　んーむ。こんなアホ娘むすめでも、この親父おやじさんはコワいと見える。


「もう一度言う。


　もう、終わったのだ」


「どうして!?」


　カミーラの悲ひ痛つうな声。


「わたしのことはとにかくとして、この子に……テリウスにレンジャーなんてつとまるわけがないってこと、父さんならわかってんでしょ!?


　こんなに本番に弱くちゃあ、レンジャーになったとたん、密みつ猟りよう者しやにかえりうちに遭あうのがせいぜいよ！


　もしそんなことになったら……いくらなんでもわたし、耐たえられないよ！」


「……姉さん……」


「なら最初っからわたしがレンジャーになって、もらうモノだけもらって木こ陰かげにでも隠かくれてのんびり過すごしてた方が百倍マシ！」


「そんなわけあるかぁぁぁっ！」


　思わず横からツッコむあたし。


　だが、二人の父親は、ため息混まじりに左右に首を振ふり、


「……そうではない。


　そうではないのだよ。カミーラ。


　二人がそれぞれどんなレンジャーに成せい長ちようするか、などということは、もはやこの際さい関係ないことなのだ」


「あるわ！」


「いや。ない。


　わしの話をよく聞け。


　──テリウス、お前もだ」


　注ちゆう目もくする二人に、彼は真しん摯しなまなざしを送り、重おも々おもしい口く調ちようで、


「二日前。


　実は、儂わしが資し金きん横おう領りようしてたのがバレて、レンジャーをクビになってな。


　これでは跡あと継つぎも何も……」


『待てやおやぢぃぃぃぃぃっ！』


　どすごすっ！


「はうっ！」


　テリウスとカミーラ、二人の一いつ斉せい投とう石せきを受けて、おやぢ殿どのは地に這はったのだった。


　……うーむ……カミーラの性格って、実はこいつ譲ゆずりだったか……


「何よそれ!?　横領!?　クビ!?　聞いてないわよそんな話！」


「なんだか妙みように暮くらしが楽だと思ってたけど……！　そんなことしてたのか父さん!?」


　姉弟が非ひ難なんの声を浴びせても、白目をむいたおっちゃんは、むろん何も答えない。


　……ふぅ……


　二人は同時に息をつき、どちらからともなく顔を見合わせて、


「……どうする？　姉さん？」


「……どうする……ったって……


　クビになっちゃったものはどうしようもないでしょ」


「じゃあ、僕たちがいろいろやっていたのも全然意い味みがなかった、ってこと？」


「……まあ……仕し方かたないからこのおやじ、家に連れて帰ってとっちめてやりましょ」


「じゃ、リナさん、そういうことで」


「邪じや魔ましたわね」


　姉弟は、いきなりあっさり話をまとめ、軽く手を上げ、あいさつすると、倒れたおっちゃんを引きずって、ずるずると、森の中へと消えて行ったのだった。


　………………えーっと………………


　あとはただ。


　やり場のない虚むなしさを抱かかえたあたしと、倒れたままのナーガだけが残された。





　──山の陽ひざしが目にしみる、とある日のできごとだった──







（跡あと継つぎ騒そう動どう　森林レンジャー：おしまい）







　送り狼おおかみたちの午後［前編］







「娘むすめが、さらわれた」


　うつむいて言うロードの声には、苦く悩のうの色が満ちていた。


　その場に居い並ならぶ側そつ近きんたちも、焦あせりと怒いかりと困こん惑わくが、複ふく雑ざつにブレンドされた表ひよう情じようを浮うかべていた。


「……犯はん人にんは……セルゲイ＝アンドレアス……大だい臣じんの一人として私を支ささえてくれていた男だ……」


「……なん……ですって……？」


　思わず漏もらしたその声は、自分でもはっきりとわかるほどかすれていた。


　──ウィンボウ・シティ。


　ラルティーグ王国の一いつ端たんに位い置ちする、さして大きくもない町である。


　大きな町ではないのだが、そこには小さな城があり、魔ま道どう士し協きよう会かいもあった。


　旅の途と中ちゆうで立ち寄よった、そこの魔道士協会で、あいさつがてらに名な乗のるなり、城へ行くように頼たのまれたのだ。


　でもって城に来たとたん、いきなり領主ロードベリーウッズに引き会わされて──


　会ったとたんの会話が、これである。


「……奴やつは娘と引き替かえに、領主ロードの地位を譲ゆずれ、と要よう求きゆうしてきておる。


　王より拝はいしたこの地位を、脅おどしに屈くつして謀む反ほん人にんに譲り渡わたすようなことはできん！


　……とはいえ……わしにはあの子しかおらん。たった一人の娘を見み捨すてるわけにもいかん……」


　言うロードの黒くろ髪かみに、白いものが混まじりはじめているのは、年ねん齢れいのせいか、はたまた心しん労ろうのせいなのか。


　身にした仕し立たてのいい服も、どこかくたびれて見える。


「魔道士協会からは、頼たよりになる人物だと聞いた。かくいうわしも、貴き公こうのお名前くらいは耳にしておる。


　リナ＝インバース殿どの。


　大臣のもとには数人の魔道士もおる。


　貴公の助じよ勢せいなくしては、娘の……リュスティーナの救きゆう出しゆつは無し得えん。


　頼たのむ！　手を貸かしてくれ！


　礼は十分にする！　この通りだ！」


　言ってロードは、深ふか々ぶかと頭を下げた。


　──むろんのこと──


「言われるまでもありません」


　あたしのことばに、ロードは、はっ！　と顔を上げ、


「──それでは──」


「もちろんっ！」


　あたしは、ぐぐいっ！　と拳こぶしをにぎりしめ、


「大臣っ！　お姫ひめ様さまをさらうっ！　なおかつ領主ロードの座ざを狙ねらう！


　こぉぉぉんなワンパターン三さん連れん打だみたいな事件を起こす奴、ほうっておくわけにはいかないわっ！　人としてっ！」


「……そ……そういう理り由ゆうで許せんのか？」


「他ほかに理由がありますかっ!?


　とにかくご安心をっ！


　たとえどんな犠ぎ牲せいを払はらっても、大臣は必ず倒たおしてみせますっ！」
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「……いや……あの……


　大臣を倒すことじゃなく、娘の救出を優ゆう先せんしてほしいのだが……」


「前向きに検けん討とうしますっ！」


「……な……何か今ひとつ不安だが……


　いや、手を貸してくださるなら、文もん句くを言えるすじあいではないな。


　ともかく、ならば話は早い。


　うちの騎き士しをつける。リュスティーナの顔はそやつらが知っておる。


　では早さつ速そくですまんが、早そう々そうに発たってもらえるか」


「──と。その前に──」


「何か？」


「……で、結けつ局きよく依い頼らい料りようの額がくは？」





　森は平へい穏おんに満ちていた。


　緑なす木々。吹ふきすぎる風。どこかでさえずる小鳥たち。


「……静か……ですね……」


　金きん髪ぱつの若い騎士──ユーリィは、あたりを見回し、つぶやいた。


「むぅ。静かすぎるの」


　言ったのはもう一人──銀ぎん髪ぱつなのか白はく髪はつなのか、老騎士ラインツ。


　この二人が、あたしにつけられたお供ともの騎士だった。


　ロードは最初、完かん全ぜん武ぶ装そうの騎士を十人ほどつける、と言ってきたのだが、それはあたしが断ことわった。


　救きゆう出しゆつ作さく戦せんである以上、敵てきに気づかれないことが最さい優ゆう先せん。


　それを、十人以上も騎士連れて、鎧よろいがちゃがちゃ鳴ならせつつ進んだのでは目立ってしかたない。


　そこで人数を二人に絞しぼり、装そう備びも深ふか緑みどり色いろの動きやすい服と剣けん、鎧はなし、といういでたちである。


　三人が向かうは、町から外れた森の奥おく。


　かつては、とある貴き族ぞくの別べつ荘そうとして使われていた屋や敷しきに、大臣は、手下の魔道士ともどもたてこもっているという。


　つまり、ここはもう敵のテリトリー。


「あやつらが、どこで待ち伏ぶせをしておるかもわからん。くれぐれもご注ちゆう意いなされ」


　おそらくあたしに向かって、だろう。老騎士ラインツは言う。


　とりあえず待ち伏せの気け配はいはないが、ブービートラップが仕し掛かけられている可か能のう性せいはある。注意するに越こしたことはない。


「しかし……姫はご無ぶ事じでしょうか……？」


　ユーリィの声には不安の色が宿やどっていた。


　二十代の半なかば、ということだったが、童どう顔がんのせいか、あたしより少し上にしか見えない。


「まさか……セルゲイたちによからぬことでもされているのでは……？」


「よ……よからぬことッ!?」


　彼のことばに、すっとんきょうな声を上げるラインツ。


「そう！　具ぐ体たい的てきに言うと……」


「言わんでいいッ！」





　がづっ！





「げはぁっ!?」


　あたしの蹴けりを顔がん面めんに受け、ユーリィはまともにひっくり返る。


「……な……なにをするんですかリナ殿っ！　せっかくいろいろと想そう像ぞうして、一人で興こう奮ふんしてたのにっ！」


「どやかましいっ！


　今はンな妄もう想そうふくらませてる場ば合あいじゃないでしょっ！」


「……そ……それもそうですね」


　ユーリィは、鼻をおさえつつ立ち上がり、


「つまり、こんな時じゃあなく、落ち着ける時にゆっくり妄想してほしい、とおっしゃりたいわけですね」


「……いや……あたしは別に妄想をおすすめしてるわけじゃないんだけど……って……まあ、どーでもいいけど……」


「のああああああっ！　姫様っ！」


　あたしのつぶやきを遮さえぎったのは、ラインツの上げた声だった。


　シワの刻きざまれた眉み間けんに一いつ層そうシワ寄よせて、


「もし……もしそのようなことになったら……このラインツはッ……！」


　ユーリィのことばを聞いて不安になったらしく、頭を抱かかえて声を上げる。


「くうッ！　さぞやお苦しみのことでしょう姫様っ！　こうなれば、いっそわしがこの手にかけて、一気に楽に！」


「何が『こうなれば』よぉぉぉぉっ！」





　ごすっ！





「はうっ!?」


　そっちのうしろあたまも蹴け飛とばして、


「まだどーにもなってないでしょーがっ！


　そもそもっ！


　何も確たしかめないうちから、いきなり手にかけること検けん討とうしてどーすんのよっ!?」


「おおっ！　言われなければ気づかぬところであったわ！」


「気づけ！　言わなくてもっ！　自分の頭で考えてっ！」


　……まあ……


　確たしかに世の中には、女のこと以外何も考えてないような男もいる。


　悲ひ観かん主しゆ義ぎで、思い詰つめるタイプの人もいる。


　──しかし、ンなもんがダブルでついて来た日には、一体どーしていーものやら。


　しかも、よりにもよってこんな時に。


　お姫様救出に選えらばれたのが、欲よつ求きゆう不ふ満まん妄もう想そう男おとこと早とちり悲観老人って……人じん材ざいいないのか。ここの騎士団には。
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　あたしはなんとなく空を見上げると、まだ顔も知らぬリュスティーナに向かい、心の中で、そっと語りかけたのだった。


　──ごめん。救出、無む理りかもしんない──


　と。





　かつてそこは、何人もの人たちが出入りした、瀟しよう洒しやな邸てい宅たくだったのだろう。


　だが今は。


　庭には伸のび放ほう題だいの雑ざつ草そう。窓まどはところどころが朽くち落ちて、壁かべや低い塀へいには苔こけがその版はん図とをひろげている。


　だが。


　扉とびらのない門から玄げん関かんまで。そこだけ草がないことが、ここが決して無む人じんではないと物もの語がたっていた。


「──ここね──」


　距きよ離りを置き、門と、その奥の建たて物ものを見つめ、あたしはつぶやいた。


「ここです」


　あたしのことばにユーリィはうなずき、


「ここでリュスティーナ姫が、大臣やとりまきたちに、無む理り矢や理りあんなことやらこんなことやら……」


「そこっ！　変な妄想しないっ！　鼻血出さないっ！」


「……そ……そんな難むずかしいこと言われても困こまりますよ……」


「むずかしいのかっ!?」


「私にとっては難しいことですっ！」


　胸むね張はり、鼻血を流しつつ、ユーリィはきっぱりと言い切った。


　……こ……こいつは……


「ご安心くだされ姫様」


　そのかたわらでは老騎士が、決けつ意いを秘ひめたまなざしを、アジトの方へと送っている。


「お辛つらい目に遭あわれたでしょうが……今すぐこのラインツが楽らくぅにしてさしあげますぞ……くくくくく……」


「殺すなぁぁぁぁぁっ！」


「……な……何をおっしゃるリナ殿！　わしはそのようなこと一言たりとも……


　今のはあくまで、お救すくいする、という意味で言っただけで……」


「なら目ェ血走らせて剣けんの柄つかにぎって言うなっ！　まぎらわしいのよっ！」


　……なんかこいつら二人……リュスティーナに出会う前に、敵の罠わなとかにひっかけて、どーにかしておいた方がいいよーな気もするのだが……


「……そ……それでリナ殿、これからどういたします？


　大臣──いや、セルゲイめの手下の数は不ふ明めい。


　正面から行って、姫を人ひと質じちにでも取られれば、それこそいっそ、この手にかけるより他ほかになくなるのでは？」


「くどいよーだけど手にかけないでね。


　……そうね……なら……」


　あたしはしばし考えて、


「あたしがここから攻こう撃げき呪じゆ文もんで、あの屋や敷しき丸ごと吹ふっ飛とばして、あとでお姫様だけ掘ほり出す、ってのは？」


「おおっ！　それじゃっ！」


　あたしの冗じよう談だんにラインツは手を打つ。


　……このじーさんの場合、冗談で言ってるよーに見えないのだが……


「却きやつ下かッ！


　それ、ラインツさんの意見とどう違うんですかっ!?」


　目くじら立てて異い議ぎを唱となえたのはユーリィだった。


「……どう違う……って、そんなの決まってるじゃない」


　あたしは、ぴっ！　と一本指を立て、


「あたしのプランなら、運がよければ無ぶ事じなのよ」


　くどいよーだが冗談である。念ねんのため。


　報ほう酬しゆうが、成せい功こう報酬じゃなくて前まえ払ばらいだったら、実じつ行こうしてたかもしんないけど。


　まあここは妥だ当とうに、夜を待っての潜せん入にゆう、というところだろう。


　しかしユーリィはあたしのことばを真まに受けて、ますます目ん玉ひんむいて、


「運うん任まかせっ!?


　駄だ目めですそんなこと！


　私たちに課かせられた使し命めいは、姫を救出することですよっ！


　悪の大臣とその手下どもを退たい治じして、私と姫は、ラインツ殿とリナ殿の尊とうとい犠ぎ牲せいの上になんとか脱だつ出しゆつ」


「……をい。」


「窮きゆう地ちを切り抜けた二人の間にはいつしか淡あわい想おもいが芽め生ばえる。


　そして二人は帰り道にある宿屋で……くうッ！　想そう像ぞうしただけで鼻血がッ！」


「……えーっと……」


　あたしはラインツの方をふり向いて、


「どーする？　この妄想男？」


「むう……とりあえず、騎き士し団だんの名を汚けがされる前に、いっそこの手で」


「あ。それ賛さん成せい」


　だがしかし。一いつ致ちした二人の意見が、実行に移うつされるより早く。


　ざあっ！


　突とつ如じよ。あたりの木々から鳥たちが飛び立つ。


『!?』


　三人は、息を殺して立ち上がる。


　あたりはさきほどと変わらぬ風ふう景けい。他に人ひと影かげはどこにもなく──ただ、気配だけがあった。


　あたしたちへと向けられた、強きよう烈れつな、敵てき意い。


　ユーリィとラインツ、二人の手が剣の柄にかかる。


　風が木の葉を小さく鳴ならせ──


『──ニオウゾ──』


　声が聞こえた。


『血ノ──ニオイダ──』


　何かを口にくわえてしゃべっているかのような、くぐもった声。


　二人の騎士の頰ほおに、それぞれ流れる汗あせひと筋すじ。


　沈ちん黙もくと、はりつめた空気が時間を埋うめる。


　そして。


　──キィッ！


　どこかで何かの鳥が鳴いた。


　刹せつ那な！


　ざっ！


　すぐそばの下した生ばえを割わって黒い影が飛び出す！


「炎の槍フレア・ランス」


　ぼびゅっ！


　ぎゃんっ！


　でもってすぐさま、唱となえておいたあたしの呪文の直ちよく撃げき食らって地に落ちる！


　……あー……弱いし。


　倒たおれてぴくぴくしている物体に、数歩近ちか寄より見てみると、それは一人の狼人間ワーウルフ。


　まだ意い識しきはあるらしく、ワーウルフはなんとか顔を上げ、あたしを見すえて、


「……な……なぜ……わかった……オレが……ここにいると……？」


「なぜも何も。においがする、って言うからには風かざ下しもかな、って思っただけよ」


「……し……しまったぁっ……！」


「後こう悔かいついでにもう一つ」


　あたしはユーリィをしぐさで指して、


「あんたが嗅かいだ血のにおい、って、たぶんあのひとの鼻血のにおいよ」


「……………………」


　獣じゆう人じんは、しばし無む言ごんでユーリィの顔を眺ながめやり──


「──はうっ……」


　小さな吐と息いきとともに、ぽてっ、と頭を地に落とす。


「……死んだのですか？」


　問うラインツに、あたしは左右に首を振ふり、


「気を失っただけよ。


　けど心配はいらないわ。


　かりにまた気がついたとしても、こいつにはもう、戦う力は残ってないわ」


　男の鼻血のにおいを嗅ぎつけ、格かつ好こうつけて現あらわれて、おまけに瞬しゆん時じに倒たおされる。


　あまりといえばあまりのかっこ悪さ。そりゃあもぉ気き絶ぜつしたくもなろうというもんである。


「そうすると、やはりこやつも大臣の手下なのでしょうか？


　もしもそうなら、締しめ上げて連れん中ちゆうの人数や姫様の居い場ば所しよを白はく状じようさせますか」


「その時間はないわ」


　言ってあたしは屋や敷しきに目をやり、


「たぶん、こいつが口を割わるより早く、敵てきの誰だれかが異い常じように気がつくわ。


　見はりの獣人が姿すがたを消した、ってね。


　そうなれば、こっちの存こ在とは気づかれて、敵は対たい応おう策さくを練ねる。手に入れた情じよう報ほうを逆さか手てに取られる。つまりは不ふ利りになるばかり、よ。


　なら、そうなる前に突とつ入にゆうよ！　いいわね！」


　あたしのことばにうなずく二人。


　気を失った獣人を、しばり倒たおしてさるぐつわかまし、茂しげみの奥おくへほうり込み。


　かくてあたしたちは、突入作戦を開かい始ししたのだった！





　湿しめり、朽くちかけた土つち壁かべのにおい。外はまだ陽ひも高いが、窓のない廊ろう下かはただ暗かった。


　壁に並ならんだ燭しよく台だいは、光を失ってから、もうどれくらい経たつのだろうか。


　その中に、人の暮くらしている気配はない。


　あたしたち三人が入り込んだのは、屋敷の裏うら口ぐちからだった。


　まず遠まきに、屋敷をぐるりとひとまわり。


　見はりらしき者の姿はなく、誰だれかの潜ひそむ気け配はいもなし。


　敵の警けい戒かいが甘あまいのか。それとも気配を消せるレベルの敵がいるのか。


　ここはアジトでもなんでもなくて、さっきの獣人のねぐらでした、という一番悲しい可か能のう性せいは、あえて考えないことにする。


　こうなると、玄げん関かんから入ろうが裏口から入ろうが大たい差さはないような気もしたのだが、一いち応おうセオリーに則のつとって、裏口のひとつから侵しん入にゆうしたのだ。


　先頭はあたし。後ろにラインツ、ユーリィの順で続く。


　まっすぐに延のびる廊下。左右にいくつもの扉とびらが並ならび、つき当たりは右に曲がっている。


　あたしたちが入ってきた戸口──時と風ふう雨うに耐たえきれず、半分外れた扉からさしこむ光だけが光こう源げん。


　屋敷は、こんな山の中にあるにしてはかなり大きい。


　見た目は三階建だてだが、屋根の一部は崩くずれている。となれば実じつ際さいに使えるのは二階までだろう。


　それと、考えに入れておかなければならないのは地下の存そん在ざい。


　果はたして敵は、リュスティーナをどこに捕とらえているのか。


　今のところ、外で出会った獣人以外、敵の気配は全まつたくない。


　あたしたちはそのまま何なに事ごともなく、つき当たりまで進み──


「……これは……ちょっとやっかいね……」


　その先の様よう子すを見て、あたしは小さくつぶやいた。


　人ひと影かげは、ない。


　廊下の先には、装そう飾しよく用ようの全身鎧フル・プレートが佇たたずみ、その先はひらけた場所になっている。おそらく中央ホールとかにつながっているのだろう。


　そのホールは廊下と違ちがい、明りが灯ともり、手入れはなされている。


　やはりここにいるのだ。敵が。


「……やっかい……と言いますと？」


　声をひそめたラインツの問いに、あたしは佇む鎧を目で指して、


「屋敷がけっこういたんでるのに、あの鎧にはサビもない。


　たぶんあれ、動く鎧リビング・メイルか何かよ。


　大臣の部下に魔道士がいる、って話だし。


　目の前を通る者がいたら攻こう撃げきしろ、とかなんとかいう命めい令れいを受けてるはずよ」


「手て強ごわい相手なんですか」


　背はい後ごからのユーリィの声。


「攻撃魔ま法ほうを使えばそうでもないわ。


　ただし──戦せん闘とうになれば、鎧のがちゃつく音が、敵に襲しゆう撃げきを知らせる。


　つまりあいつらは、番ばん人にんと防ぼう犯はんベルを兼かねてるのよ」


「……つまり……気づかれずに通り過すぎるのは無む理り、ということですか？」


　あたしは一いつ瞬しゆん考えて、


「……なんとか……


　できるかもしんないわね。任まかせて」


　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ──


「覇王氷河烈ダイナスト・ブレスっ！」


　ぎんっ！


　あたしの放はなった一いち撃げきは、佇む鎧を厚あつい氷の奥へと閉とざす。


　本来ならこの術じゆつは、目もく標ひようを氷づけにしたあげく粉ふん砕さいする術なのだが、砕くだける音というのがそれなりにやかましい。


　そこであたしは呪文にアレンジをくわえ、氷づけにするだけにしたのだ。


「……これで……たぶんだいじょうぶよ」


　言ってあたしは進みはじめる。


　精せい霊れい魔法で生み出した、普ふ通つうの氷に閉ざしただけなら、動く鎧リビング・メイルのパワー次し第だいで砕かれることもあるのだが、今あたしが生み出したのは魔力の氷。力ちから押おしで破やぶれるものではない。


　あたしの後ろに二人が続き──


　ホールへとたどり着くその直ちよく前ぜん。


　気配は、後ろに出しゆつ現げんした。


　同どう時じだった。


　マントに風を孕はらませてあたしがふり向いたのと。


　廊下の角に出現した男が、攻撃呪文を放はなったのとは。


「炎の槍フレア・ランス！」


　紅ぐ蓮れんの光が虚こ空くうを裂さく。


　さして広くもない廊下で、中ちゆう距きよ離りの、後ろからの不ふ意い打うち。


　戦い慣なれしていない者にとっては、かわすこともむずかしい攻撃を、しかし、あたしはむろん、ユーリィも、そしてラインツもあっさりと、その攻撃から身をかわしてのける。


　……ごんっ！


　炎ほのおの槍やりは、虚こ空くうだけを灼やいて通り過ぎ、どこか彼方かなたに衝しよう突とつした。


　その時にはもうすでに、ユーリィとラインツの二人は動いていた。


　無む言ごんのままに剣けんを抜ぬき、魔道士目がけてダッシュをかける！


　しかし。


　二人が魔道士を、剣の間ま合あいに捕とらえるその直前。


　廊下の陰かげから獣人二人が現あらわれ、魔道士のカバーに入る！


　こうなれば、もはや隠おん密みつ行こう動どうは不ふ可か能のう。


「こっちよ！」




[image: ]


　あたしの声に従したがって、二人の騎士は転てん進しんし、三人いっしょにホールへ抜ける。


　かつて赤かっただろうじゅうたんは、時間の汚よごれを吸すって黒ずみ、ホールを照てらし出しているのも、いまやクモの集しゆう合ごう住じゆう宅たくと化したシャンデリアではなく、誰だれかが虚空に放はなった魔力の明り。


　そしてそこには、先客がいた。


　魔道士一人と獣人二人。


　後ろと同じチーム編へん成せいである。


　あたしたちはホールの中央で、二つのチームにはさまれる形になった。


「ロードの手の者か」


　後ろ──廊下から姿すがたを現した魔道士が口を開く。


「しかし……ロードもよくこんな三流どもを寄こしたものだ。


　自分の娘むすめが人ひと質じちだというのに」


「へえ……あたしたちが三流なら、あんたたちは一体何流なの」


　あたしの挑ちよう発はつ返しを、魔道士は嘲ちよう笑しようで受け止めて、


「おやおや……ずいぶん勝ち気なお嬢じようさんだな。


　表の獣ヤ人ツを仕し留とめていい気になっているのかな？


　しかし……それで自分の仲なか間まが傷きずを負おったことにさえ気づかぬとは。


　それで大きな口を叩たたけるのだから、いやはや、たいした自信だ」


「……傷？」


　眉まゆをひそめてつぶやくあたし。


　あの、戦いとも言えないよーな戦いで、誰だれが何をどぉやったらケガなどするとゆーのだろーか。


「そうとも」


　魔道士は、こちらを馬ば鹿かにしきった表ひよう情じようで、


「裏うら口ぐちや廊下に血ちの跡あとが続いていたぞ。


　その程てい度どのことにも気づかなかったか？」


　……血……


　……って……まさか……？


　あたしは、ぎぎぃっ、と首をめぐらせて、ユーリィの方に視し線せんを送る。


　あわてて目をそらし、やや気まずげに頭を搔かく彼。


　……って……


　やっぱりかぁぁぁぁぁぁぁっ!?


　こいつ、廊下を進んでいるうちに、またぞろ一人で妄もう想そうモードに突とつ入にゆうし、鼻血を垂たらしやがったのだ。


　それを見回りの連中に見つけられた、というわけである。


　これでは確たしかに……三流呼ばわりも否ひ定ていできない。


「えぇいこーなったら強きよう行こう突とつ破ぱよっ！」


　気まずさ隠かくし半分ヤケクソ半分のあたしの宣せん言げん。


　それにまっ先に反はん応のうしたのは、もう片方の魔道士だった。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　唱えていた呪文を迷まようことなく解とき放はなつ！


　だが、そっちが何かの呪文詠えい唱しようをしていたことはとっくに承しよう知ち。あたしは大きく跳とんで逃のがれる！　残り二人はやられてオッケー！





　ぐばぁんっ！





　炎ほのおと熱ねつ気きと轟ごう音おんが、颶ぐ風ふうに乗って、ホールの中を荒あれ狂くるう。


　ユーリィとラインツもまた、今の一いち撃げきからは身をかわしていた。


　ちっ。


　熱気も消えぬそのうちに。揺ゆれる大気をはぜ割わって、獣人二人が押おし迫せまる！


　しかし彼らが、剣の間ま合あいにあたしを捕らえるより早く。


　ざざんっ！


　横から飛び出た影かげひとつ。


　銀しろがねの刃やいばに紅ぐ蓮れんを照てり返し、いともあっさり獣人たちを斬きり倒たおす。


　まだ消えぬ炎を背にして立つは──ラインツ。


　惜おしいっ！　これが若くて美び形けいのにーちゃんとかなら、かなり絵になるシーンなのだが。


　などと言ってる場合じゃなくて。


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　あたしは唱えた呪文を解き放つ！


　一撃は、ラインツのそばをかすめて、熱気にゆらぐ大気を貫つらぬき──


「──がっ!?」


　その向こうから聞こえる苦く鳴めい。


　気け配はいを頼たよりに放った一撃が、どうやら命めい中ちゆうしたようである。


　が、倒せたかどうかまではわからない。


　いずれにしても、残りは最さい低ていでも三人。うちの一人は魔道士である。あたりをざっと見み渡わたしても、その姿はない。


　炎の向こうか、物もの陰かげにでも潜ひそんだか。


　あたしとラインツは、油ゆ断だんなくあたりに視し線せんを走らせる。


　やがて炎は、小さくなって消えてゆき──


『──!?』


　二人は思わず、声にならない声を上げていた。


　消えた炎の向こうには、氷づけになって気を失った魔道士が一人。


　これはまあ、予よ想そうのうちである。


　が。


　さらにその向こうには、魔道士一人と獣人二人が斬きり倒たおされて転ころがっている。


「……ユーリィめがやったのか？　しかしそれにしては……そのユーリィの姿がない、というのはどういうことじゃ？」


　眉まゆをひそめてつぶやくラインツ。


　そう。ユーリィの姿はどこにも見あたらない。倒されたのならあたりに転がっているはずだし、そうでないなら、彼が単たん独どく行こう動どうをする理由など……


　……………………あるし。


「……まずいっ……！」


　あたしは思わず声を上げていた。


「どうなされた？　リナ殿」


　問うラインツにふり向いて、


「あいつ！　一人でお姫様助け出して、自分の妄もう想そう実じつ行こうに移すつもりよ！


　彼女が危あぶないわっ！」


　ざあっ！　と音すら立てるいきおいで、ラインツの顔から血ちの気けが引く。


「そそそそそんないくらなんでも栄はえある騎士団の一員たるものが」


「ユーリィならやりかねないわ！


　いややるきっとやる絶ぜつ対たいやる！


　それともあなた、『彼は絶対そんなことはしない』って言い切れる？』


　ラインツはしばし硬こう直ちよくし、がくがく左右に首を振ふりつつ、


「……こ……こうしてはおられんっ！


　万が一にもそのようなことになれば我わが騎士団の名な折おれ！　となればそのようなことになる前に！


　いっそこの手でユーリィと姫様をたたっ斬るしかっ！」


　叫さけんでくるりとまわれ右。ホールの奥へと走りだす！


「ちょっと待てっ！　別に……！」


　──別に姫様までたたっ斬る必ひつ要ようないでしょーが──


　そう言いかけたあたしの後ろで殺さつ気きが生まれた！


　とっさに大きく横に跳とぶ。


　迫せまり来た数本の炎の矢は、結けつ局きよく、虚こ空くうへ消えただけ。


「……く……くそっ……！」


　ユーリィに斬られ、それでも最後の力をふり絞しぼった魔道士は、小さな呻うめきだけを残すと、床ゆかの上に力つき、動かなくなる。


　……はっ！


　気づいてふり向いたその時には。


　老騎士ラインツの姿は、すでに見えなくなっていた。


　……やばい……


　やばいやばいやばいやばいッ！


　あたしは無む言ごんの悲ひ鳴めいを上げて、頭を抱かかえた。


　大臣とやらの性せい格かくを、あたしは知らない。


　だが、リュスティーナをロードとの取とり引ひき材ざい料りようにする以上、不ふ用よう意いに彼女に危き害がいを加えたりはしないだろう。


　しかし。


　ユーリィとラインツ。この二人は違う。


　思いこみでつっ走り、何をしでかすかわからない。


　今の状じよう況きようは言うなれば、タヌキに捕つかまったウサギを助け出すために、餓うえたトラと狼おおかみを放はなったようなもんである。


　こうなれば、なんとかあの二人より先にリュスティーナを見つけだし、あたしの手で救きゆう出しゆつするしかない。


　でなければ、彼女の人生おしまいである。


　残された時間はあまりない。それにあたしは、彼女の顔さえも知らない。


　それでも──やらねばならない。なんとしてでも。


　あたしはカンと運とを頼たよりに、ホールの奥に並んだドアの一つへダッシュした。


　その奥は、延のびる通つう路ろ。人の気配はあたりにないが、一いち応おうの掃そう除じはなされている。


　そのままダッシュで駆かけだそうとして──


　足が止まった。


　……ぎ……


　扉が開く。


　やや奥の方にある、通路に面した扉の一枚が。


　その奥から。


　ゆっくりとした足取りで、歩み出たのは人ひと影かげひとつ。


　歳としは、あたしよりやや上だろうか。


　ゆるやかなウェーブのかかったショートの金髪ブロンドに碧あおい瞳ひとみ。


　みごとなそのプロポーションを赤い鎧よろいに包つつみ込み、その右手には、すでに抜ぬき放たれたひとふりの細剣レイピア。
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　端たん正せいなその顔には、何の表情も浮うかんではいない。


　あたしは腰こしのショート・ソードに手をかけて、口の中で呪文を──


　唱えかけて。


　ふと、ある可か能のう性せいに思い至いたった。


「──まさか──」


　呪しゆを紡つむぐかわりにあたしの口をついて出たのは、問いかけのことば。


「あなたが、リュスティーナ？」


「──ダトシタラ、ドウスル」


　返ってきたのは抑よく揚ようのない声。


　──やはり──そうか──


　人ひと質じちを、術じゆつを使って操あやつり、こちらと戦わせる──


　敵ながら──悪くない策さくである。助たすけに来たこちらがわとしては、まさか倒してしまうわけにもいかない。


　となれば手かげんが必ひつ要ようなぶん、こちらが不ふ利りになる。


　あたしとリュスティーナ。わずかの距きよ離りを置いたまま、二人はしばし対たい峙じして──


「──ユクゾ」


　リュスティーナが、剣を構かまえて床ゆかを蹴ける！







（送り狼おおかみたちの午後：つづくっ！）





　次回予告




　リナは果たしてリュスティーナを、無ぶ事じに救い出すことができるのだろうか!?


　迫せまるユーリィとラインツの魔まの手から、彼女を守りきれるのか!?


　…………え？　大臣？


　そういえばいたなぁ。そんな奴やつ。（遠とおい目）


　いいじゃないか。もう過すぎちまったことなんて。


　時には、忘れてやるのが思いやりになることだってあるのさ。


　そんなこんなで次回「送り狼たちの午後」後編。


　人生いろいろありながら待て！






　送り狼たちの午後［後編］




　あらすじ




　ウィンボウ・シティで起こった誘ゆう拐かい事じ件けん。さらわれたのは領主の娘むすめリュスティーナ姫ひめ、そしてさらったのは大だい臣じんのセルゲイ！


　あまりにもパターン化された陰いん謀ぼうに、リナの怒いかりが爆ばく発はつする！


　お供ともの騎き士し──姫とラヴラヴの妄もう想そうを始し終じゆう暴ぼう走そうさせているユーリィと、何か事件になる前にいっそ自分の手で関かん係けい者しやを亡なきものにしようとするラインツ、二人とともに、リナは山さん中ちゆうにある大臣のアジトに突とつ入にゆうした！


　しかし戦せん闘とうのその途と中ちゆう、リナは二人の暴走騎士たちとはぐれてしまう！


　リュスティーナが彼らに見つけられてしまうと危あぶない！


　単たん独どくで探たん索さくをはじめたリナの前に、一人の女性が現あらわれる！


　──リュスティーナ!?


　リナのその呼よびかけに、しかし彼女は剣けんを抜ぬいた！







「てゆーことで火炎球フアイアー・ボール」





　づどぐわぁぁぅん！





「きゅにやぁぁぁあぁっ!?」


　炎ほのおと閃せん光こうまき散ちらし、あたしの放はなった一いち撃げきは、リュスティーナをまともに吹ふっ飛とばしたのだった。


　威い力りよくは抑おさえたつもりだが、廊ろう下かとかで使うとさすがに音がやかましい。


　残ざん響きようがいまだ鼓こ膜まくにこびりつく耳を、くにくに指で揉もみながら、あたしは倒たおれたリュスティーナの方へと歩いていった。


　むろん直ちよく撃げきはさせていない。彼女のやや後ろの壁かべにぶち当てて、爆ばく風ふうで失しつ神しんさせたのだ。


　なおかつ彼女の体がタテとなり、あたしへの爆風は軽けい減げんされる！　完かん璧ぺき無む比ひな着ちやく弾だん地ち点てんと言えるだろうっ！


　彼女は剣けんをとり落とし、完かん全ぜんに気を失っていた。


　ちょっぴりあちこちコゲたりしているが、ユーリィの毒どく牙がやラインツの魔まの手にかかることを思えば百七十五倍ばいくらいはマシというもんである。たぶん。


　何はともあれリュスティーナゲット！　あとは連つれ帰るのみなのだが、あたしの腕わん力りよくで彼女を抱かかえて歩くのはちとつらい。


　となれば──


　口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「浮遊レビテーシヨン」


　彼女を抱えて空くう中ちゆう浮ふ揚ようの術じゆつを使い、あたしは建たて物ものをあとにしたのだった。





「……う……ん……」


　彼女が意い識しきをとり戻もどしたのは、屋や敷しきを抜ぬけ出し、森の上をふよふよ漂ただよっていた時のことだった。


「あ。気がついた」


　つぶやいてあたしは高こう度どを下げる。


　さっきのショックで、彼女が正しよう気きをとり戻していればよし。そうでなければ、空中であばれだすおそれもあった。


「……う……ひっ!?」


　自分が空中にいることに気がつくと、彼女は小さく悲ひ鳴めいを上げて、全ぜん身しんをこわばらせる。


「落おち着ついて。リュスティーナ。


　あたしは敵てきじゃあないわ。助たすけに来たのよ。あなたを」


　相あい手てを安心させるため、落ち着いた口く調ちようでゆっくりと言う。


　ぴく。


　あたしのことばに、なぜか彼女は小さく身をふるわせて、肩かたごしに視し線せんを送った。


　そのまなざしは、操あやつられる者のそれではない。が、瞳ひとみの奥おくに宿やどった色は、安あん堵どではなくおびえの翳かげり。


「……あ……あの……」


「どうしたの？　リュスティーナ？」


　おびえた声で問といかけるのに、優やさしい声で応こたえると、なぜか彼女はふたたび身をすくませて、


「……あ……あの……お願いですから怒おこらないでくださいね……」


「ばかねぇ。あたしがなんで怒るのよ」


「……あたし……その……実じつは……リュスティーナじゃあないんですけど」


　ひたっ。


　あたしの動きが一いつ瞬しゆん、止とまる。


　彼女が吐はいた言葉の意い味みを、脳のうミソが理り解かいするのに、ほんのわずかな時じ間かんを要ようした。


　次ついでいきなり、術を制せい御ぎよして急きゆう上じよう昇しよう。


　地ち上じようがぐんぐん遠とおざかる。


「いやだって出会い頭がしらにあなたがあたしのことを『リュスティーナね』なんて言うもんだからっ！　そのカン違ちがいを利り用ようした方が戦たたかいやすいかな、なんて考えちゃったんですごめんなさいすいません！」
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　あたしのやろうとしていることを察さつしてか、彼女は早はや口くちにまくし立てる。


「大だい臣じんさんに雇やとわれただけのしがない旅の傭よう兵へいなんです本ほん物ものの居い場ば所しよ教えますからどーかこの高さからぽてくり落とすのだけは勘かん弁べんしてくださいおねがいしますっ！」


「……………………」


　あたしはしばし、無む言ごんのままで、彼女の瞳をじっと見つめて、


「本当ね？」


「本当です本当です！　ってゆーかリュスティーナだと思っていながらも迷まよわず攻こう撃げき呪じゆ文もんぶっ放ぱなすひとに噓うそなんてつく度ど胸きようないですあたし！」


　まっ青さおになってぷるぷる左右に首を振ふり、涙なみだ目めになったその表ひよう情じようは、噓をついているようには思えない。


「……わかったわ。それならまあ、命だけは助けてあげる」


「『だけは』っていやあの、他にもいろいろ助けてもらいたいものがあるような気はするんですけど」


「そのへんはあなたの態たい度ど次し第だいね」


　言いながらあたしは降こう下かして、ほどなく森の中ゆく道に着ちやく地ちした。


　腰こしの後ろに手を回し、ロープを取り出す。


「あなたが自分のことば通りに、ちゃんと本ほん物もののリュスティーナのところに案あん内ないしてくれるなら、サイフの中なか身み以外は見み逃のがしてあげるわよ」


「……サイフの中身は見逃してもらえないんですね……」


「とーぜんよ。


　……っていうか、あんたも傭兵なら、戦いに負けることは死ぬことと同どう義ぎ語ごだ、ってくらいの覚かく悟ごはできてるんでしょ？　それがサイフの中身だけで済すむんなら安いもんよ」


「……そ……そぉですね……あきらめます……ところでこれって……」


　彼女は自分の手て首くびを上げて、たった今あたしが結むすびつけたロープの端はしを目で指さして、


「……絶ぜつ対たい逃にがさない、ってことなんでしょうか？　あ。いえ。もちろん逃げるような真ま似ね絶対しませんけど」


「何言ってんの。違ちがうわよ」


　あたしはにこやかに首を振り、


「死ヌ気でついてきてね[image: ]　ってこと[image: ]」


「……へ？」


　時間がない。まだ何やら言いたげな彼女にはそれ以上かまわず、あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


「ぬきゃあぁぁぁあぁぁぁぁっ!?」


　高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつを使って、叫さけぶ彼女を引きずりながら、もと来た道をまっしぐらに引き返かえしたのだった。





「これは……一体……？」


　その光こう景けいに、ニセリュスティーナの口から出たのは、ため息いきにすら似にた力無いつぶやき。


　大臣たちのアジトの奥おく。


　隠かくし扉とびらから地下へと降おりたその場ば所しよには、累るい々るいと倒たおれた人・人・人……


　魔ま道どう士しもいる。戦せん士しもいる。中には獣じゆう人じんも倒れている。


　大臣の手のものたちだった。


　そのすべてが、ただの一いち撃げきでうち倒されている。


　おそらくは──ユーリィかラインツ、そのうちいずれかの仕し業わざ。


　となれば、うろたえているヒマはない。


　あたしはニセに視し線せんを送り、


「で？　本物は？」


「……あ……え……こ……ここをまっすぐ行って……っきゃっ!?」


　皆みなまで聞かずに手を引っ張ぱって、あたしは通つう路ろを奥へと駆かける。


「角を右に曲まがって……！　右みぎ側がわの、最初から二番目の扉……！」


　言われるまでもなく。


　あたしは、その前で足を止めていた。


　石いし造づくりの一いつ室しつ。当とう然ぜんだが窓まどはない。


　敷しかれた赤いじゅうたんと、決して高こう級きゆう品ひんではないが質しつのいいベッドは、あきらかに、建たて物ものの古さからすれば浮ういていた。


　あたしがここで足を止めた理り由ゆうは簡かん単たん。


　切きり裂さかれていたのだ。扉が。


　けっこうぶ厚あつい樫かしの扉。それが外そと側がわから、刃は物もの──おそらく剣で切りつけられて、戸口に散ちらばっている。


「……ここが……その部へ屋や……でした」


　あたしのそばに佇たたずんで、ニセが過か去こ形けいで言う。


　そう。部屋の中には、もはや誰だれの姿すがたも見あたらなかった。


　ということは、先にたどり着ついたのはユーリィか。


　もしも先にラインツが来たならば、中にいたリュスティーナは、この場でばっさりやられていた可か能のう性せいが高い。


　対するユーリィの野や望ぼうは妄もう想そうの成じよう就じゆ。となればリュスティーナをここから連つれ出したはずである。


　ならばまだ、奪だつ回かいのチャンスはあるっ！


「行くわよ！　ニセ！」


「ちょっと待まって！　あたしは『ニセ』なんて名前じゃなくて……！」


「んっふっふっふっ……」


　何やら言いかけたニセの肩かたに、あたしは、ぽんっ、と手を置おいて、


「急いでるあたしに、命を賭かけてまで呼よび名のことで抗こう議ぎするなんて、なかなかの覚かく悟ごね。


　それに免めんじて最期に本名くらいは聞いといてあげるわよ」


「あぁぁぁあいえいえあたしの呼び名なんてもぉ本ほん当とうにどうでもよくってニセとかでも十分ですけど……えっと……その……えっと……そうだ！　本物さんがどこへ行ったかわからない以い上じよう、あたしなんかがくっついていても邪じや魔まだから郷く里ににでも帰らせてもらえるとうれしいかなー、なんて愚ぐ考こうする次第だったりする今日きようの良よき日」


　なにやら混こん乱らんした様よう子すでまくし立てる彼女に、あたしはなぐさめのことばをかける。


「邪魔だなんて、そんなことないわよ。


　きっとそのうち役やくに立たつこともあるわよ。盾たてとか身み代がわりとか」


「……いや……あの……できればなんというか……五体満まん足ぞくでクリアできる役立ち方の方がいいかな、って」


「ま、そんなナンセンスギャグは置いといて、とっとと行くわよ」


「ナンセンスって……いやあのあたし限かぎりなく本気で言ってるんですけど」


　なにやら抗議の声を上げる彼女を引っぱって、あたしはもと来た通路を引き返し──


「ぬどぅわぁぁぁぁっ！」


　突とつ然ぜんの悲ひ鳴めいは、その先から聞こえてきた。


　倒れた連れん中ちゆう飛とび越こして、必ひつ死しの形ぎよう相そうでこちらに向かって走ってくるのは一人の男。


　どうやら何かから逃げているようだが──


「大臣さん!?」


　それを見て、驚おどろきの声を上げたのはニセ……って、大臣!?　こいつが!?


　あらためてあたしは視線を送る。


　リュスティーナを誘ゆう拐かいした男、たしか名前はセルゲイなんとか。


　着ている服ふくはそれなりに立りつ派ぱだが、見たところ、二十代の半なかば。スレンダーでわりとハンサム。


　その見た目は、セルゲイという名前や、大臣という役やく職しよくから受うけるイメージとはほど遠い。


　むしろ、若き秘ひ書しよ官かんといった風ふうか。


「待てぇぇぇぇぇぇぇいぃぃぃ」


　逃げるその彼の後ろから聞こえてきたのは、奈な落らくから響ひびくかのごとき追つい跡せき者しやの声。


　──ってこの声はラインツ！


「たす！　たすけ！」


　男──大臣？　は情なさけない声を上げながら、あたしとニセの後ろに身を隠かくす。


　その後ろから現あらわれ、足を止めたのは──やはりその声が示しめす通とおり、剣を片手にぶら下げて、目めん玉たま血ち走ばしらせまくったラインツ！
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　ああああ。見るからに暴ぼう走そうしてるし。


　彼は、ぎろりっ！　とあたしに視線を向けると、


「……くくくくく……そぅか……裏うら切ぎったかぁぁぁ……いぃぃぃや。それとも最初より敵てきの間かん者じやだったかぁ？」


　ぢゅるりっ、と、刃やいばを舌したでなめ上げて、


「まあどちらでもよいわ。いずれにしてもいっそこの手でッ！」


　めっきり悪あく役やくのセリフを言い捨すてるなり、反はん論ろんのいとまさえ置かずに突つっ込んで来る！


　だがその反はん応のうも予よ想そうのうち！


　あたしは唱となえた呪じゆ文もんを解とき放はなつ！


「炎の矢フレア・アローっ！」


　あたしの前に生み出された、十数本の炎ほのおの矢は、ラインツ目がけて降ふりそそぐ！　狭せまい廊ろう下かに逃にげ場ばはない！


　しかし！


　ラインツは慌あわてず騒さわがず足を止め、右手の剣を一いつ閃せんし、続つづいて右の壁かべへと体たい当あたり。


　ごばっ！


　壁が崩くずれてラインツを呑のみ込む！　そのあとを空むなしく貫つらぬく炎ほのお！


　うそっ!?　剣で石いし壁かべを斬きってそっちへ逃げ込んだっ!?


「甘あまいわぁぁぁぁぁっ！」


　隠かくれた穴あなから飛び出し、突つっ込んでくる！


　今から次の呪文を唱えていたのでは間に合わない！


　こんな時！　持っててよかった生きた盾たて！


　あたしは後ろに手を伸のばし、ニセのあたまをひっ摑つかみ、


「だりゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


「にひぃぃぃぃぃぃっ!?」


　悲ひ鳴めいを無む視ししてラインツめがけて投なげつける！


　前のめりに突っ込むニセに、ラインツの剣が閃ひらめき──


　つまずいたニセは運良く剣の軌き跡せきをかわし、ラインツの足もとにタックルをかける形になった。


『わだだだだっ!?』


　もつれからまり倒れる二人。おしっ！　今がチャンスっ！


　あたしは大臣引っぱって、またまたもとの道を駆かけ、角を曲がった、最初の部へ屋やのドアを開け、


「この中でじっとしてて！」


　言われて大臣はあたふたと、部屋の中へと入ってゆく。


　あたしはその扉を、廊ろう下か側がわに大きく開けて、その陰かげに隠れる。


「……え……？」


　いぶかしむような大臣の声。そして──


「──そぉこぉかぁぁぁぁぁ」


　近づいてくるラインツの声と足音。


　足音は部屋の前で立ち止まり、


「見ぃつけたぞぉぉ。セェェルゲェェイ」


「うづはあああああっ!?」


　ラインツと大臣──妄もう執しゆうと恐きよう怖ふの声が響ひびき、そして足音は部屋の中へと。


　おしっ！　今だっ！


　あたしは扉の陰から飛び出し、唱えていた呪文を解き放つ！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


『──？』


　室内の二人は、あたしの放った光こう球きゆうに目をやって──


　そしてあたしは扉を蹴けり閉しめた。





　づドム。





　腹はらまで響く爆ばく発はつ音おん。


　吹ふっ飛とんだ扉のその奥には、ラインツと大臣、二人がきれいにコゲてノビていたのだった。





「私ごと吹っ飛ばしますか!?　普ふ通つう!?」


　意い識しきが戻もどるなり開かい口こう一番。


　大臣があたしに投げかけたのは、なぜか抗こう議ぎの声だった。


　ことばづかいも、名前や役やく職しよくに似に合あわずなぜかていねいだったりする。


　ちなみに大臣をはじめとして、ラインツや、コケて気を失っていたニセ女は、抵てい抗こうできないようぐるぐる巻きに縛しばってある。


　……えーっと……


　大臣のことばに、あたしはしばし考えて、


「……ってゆーか……そもそも味み方かたでもないんだから、なんで吹っ飛ばしちゃ悪いわけ？」


「この中でじっとしてろ、なんて言い方されたら、かくまってもらえると思うでしょうがっ！　普通はっ！」


「この状じよう況きようで、ロード側のあたしにかくまってもらえるなんて考えないでしょ！　ふつーはっ！


　……って、こんな言い合いしてる場ば合あいじゃなかったわね。


　リュスティーナを追いかけないと」


「追いかける？」


　眉まゆをひそめて問とう大臣。


「連つれて逃にげたのよ。もう一人の騎き士し、ユーリィが。


　これがまた……」


「ユーリィ!?」


　彼の名を聞いたそのとたん、大臣の顔色が変わり声が上うわずる。


「騎き士し団だん恒こう例れいコンテスト・今のうちに逮たい捕ほしておきたい男ベストテンで、常つねに上位キープのあのユーリィ!?」


「……どーいう人じん材ざい揃そろえてんのよ……？　ここの騎士団は……？」


「そんなことはどうでもいいんですっ！　ともあれ……このままではリュスティーナ姫が危あぶないっ！」


「わかってるわよ。だから……」


「私も連れて行ってくださいっ！」


　…………………………


「……へ？」


　大臣のことばに一いつ瞬しゆん、あたしの目が点になる。


　……リュスティーナをさらって人ひと質じちにするような奴やつが、自分が敗やぶれてなお、彼女の身を心しん配ぱいするというのは……？


「頼たのみます！　私なら姫の顔も知っていますし、ユーリィの行こう動どうもある程てい度どは予よ想そうできます！」


　とまどうあたしに言いつのる彼。


　むろんのこと──


　彼を連れて行くことには異い存ぞんはない。というか、もともとそのつもりだった。


　リュスティーナの安あん全ぜん確かく保ほも大だい事じだが、こいつをロードにつき出すこともまた重じゆう要よう。


　この屋や敷しきの中には、まだ大臣の部ぶ下かたちも残のこっているだろう。ここに彼を残して行くことは、彼を逃がすのも同じことである。


　なぜ『いっしょに行く』などと言いだしたのかは知らないが、無む理り矢や理り引っぱって行くよりも、自じ主しゆ的てきに来てくれた方が楽らくなことだけは確かく実じつである。


　どういうつもりかは、道すがらにでも聞けばよい。


「わかったわ。じゃあ早さつ速そく出発よ」


「はいっ！」


　ニセやラインツはその場に残し。かくてあたしと大臣は、リュスティーナ救きゆう出しゆつに向かったのだった！





「……けどあんた……ちっとも大臣っぽく見えないわねー」


　二人で山を駆かけ下りながら、あたしは隣となりを走る大臣に声をかけた。


　目め指ざすはふもと──ウィンボウ・シティ。


「……そう……それこそが……私の悩なやみだったのです……」


　彼は苦く渋じゆうの表情を浮うかべて言う。


「私が今回の事じ件けんを起おこしたのは……むろん権けん力りよく欲よく、というのもあったのですが、それとは別に、そのことが大きな原げん因いんになっていたのですよ……


　大臣……


　恰かつ幅ぷく良よかったり瘦やせて眼がん光こう鋭するどかったりヒゲ生はやしてたり。


　そんなイメージがある職しよくにもかかわらず、私は体たい質しつのせいで、太ることも瘦せることもできず、ヒゲも薄うすくてたいして伸のびず……


　おまけに三十も半なかばなのに、いまだ二十代に見られる始し末まつ……」


「へ!?　三十半ば!?」


　思わず声を上げ、あらためて彼を見るが、やはり二十代の半ばくらいにしか見えない。


　彼はなおも涙なみだ声ごえで、


「……はじめて私と出会った人には、『あのひとって、大臣とかセルゲイとかってイメージじゃないよな』とか陰かげ口ぐちを叩たたかれる始し末まつ……そりゃあもう悔くやしくて悔しくて……」


　くやしいのか。それは。


「なんとか大臣らしいことをしなければならない……


　では、大臣らしいこととは何か？


　考えた末すえに出た答えが、姫ひめ様さまさらって下げ克こく上じよう、というこの計けい画かくだったのですっ！」


「大臣のしごとしろぉぉぉぉっ！」


　どがっ！


「げくふぅっ！」


　あたしに背せ中なかを蹴けり飛とばされて、しげみの奥おくへと突つっ込む彼。


「気持ちはよぉぉぉぉぉっくわかるけどっ！　大臣らしく見られたいなら大臣らしいしごとをすればいーだけでしょーがっ！」


「そうか！　その手があったか！」


　彼はなんとか身を起こし、悔かい恨こんの表情を浮うかべて、


「……ふっ……私が……愚おろかだったということですね……もっと早く……あなたのような方に出会っていれば……」


　つぶやいてから、ふと思い出したかのように顔を上げ、


「ところで、あなたのおっしゃる『大臣らしい仕事』というのは、具ぐ体たい的てきにどのような仕事なんです？」


「え？」


　急にそう問われ、あたしはしばし考えて、


「……ええっと……公こう金きん横おう領りようとか、悪あく徳とく商しよう人にんとの癒ゆ着ちやく……？」


「それ、やっぱり立りつ派ぱな犯はん罪ざいなんですが……」


「……え……えぇいっ！　やかましいっ！


　あたしは大臣じゃないから、ンなことわかんなくてもいーのよっ！


　……けどそうすると、なんだって、あたしといっしょに来る気になったの？」


「……それはその……なんというか……」


　彼はかすかに顔を赤らめ、視し線せんをそらし、


「人ひと質じちに取ったとはいえ、私もリュスティーナ姫ひめに害がいを為なそうなどとは思っていませんでした。


　しかしユーリィは違ちがいます。


　ならば、止めるのが当とう然ぜんでしょう」


　──ははぁ。


「さてはあなた、好きなんでしょ。姫様のことが」


「──なッ……！　わっ……私はただっ！」


　あたしの指し摘てきにますます顔を赤らめて、あわててばたばた手を振ふる大臣。


「……それはもちろん……嫌きらいではありませんが……私は何と言うかその……そう！　人として当然のことをしたまでで！」


　……んーむ……とことん素す直なおなリアクションである……


「──まあいいわ！


　とにかくそれなら街まちに急ぐわよっ！」


「……街……？」


　あたしのことばに、しかし大臣は眉まゆをひそめて、


「ち……ちょっと待ってください。まさか街に……ウィンボウ・シティに向かうつもりですか？」


「そーよ。


　……まさか今さら、街に行くと捕つかまるから行きたくない、なんて言い出すつもりなんじゃないでしょーね？」


「そうじゃなくて、ユーリィを追って姫を救すくうのが目もく的てきですよね」


「そーよ。だから……」


「だから街にはいないんです」


「…………」


　きっぱりはっきり言い放はなたれて、あたしは一いつ瞬しゆんことばに詰つまる。


「どーいう意い味みよ。


　……あのねぇ、あたしはユーリィが、『帰りの宿やど屋やで姫様とらぶらぶ』なんてつぶやいてるのをちゃんと聞いたのよ。


　あとあとあたしたちをごま化かすための噓うそ、って感じでもなかったし……」


　言うあたしに、しかし大臣は、びしりっ！　と指をつきつけて、


「甘あまいっ！　それは第二段だん階かいっ！」


「……は……？　第二……？」


　眉まゆをひそめるあたしに、彼は大きくうなずいて、


「そうっ！


　確たしかにユーリィの『宿屋で一いつ緒しよ』妄もう想そうも、男としては至し極ごく自し然ぜんなもの！


　おまけに宿で『今は部へ屋や、一つしか空あいてないんだけど』などと言われればパーフェクツ！」


「……そ……そーゆーもんなの……？　男って……？」


「そういうもんですッ！


　しかぁしッ！　そのあとユーリィは気がついたはずです！　季き節せつは秋、そしてここは山なのだと！　となれば考えられる答えは一つしかありませんっ！」


「……ええっと……


　すいません。わかりません」
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「くはぁぁぁぁぁぁッ！　これだから最近の若い人はッ！


　この季節の山なら、夜になれば冷ひえるのは当たり前まえっ！


　つまりっ！　『寒さむいから一緒に眠ねむって暖あたためあう』ですよっ！　これを外はずしてどうするんですかッ！


　本当なら雪ゆき山やまとかがベストなんですが、今は姫様を救い出し、敵てきから逃とう亡ぼうしている最さ中なかという美お味いしいシチュエーション！


　夜になれば追っ手に見つかるかもしれない以い上じよう、たき火もできないッ！


　不ふ安あんと寒さとでふるえる姫様っ！


『ねえ……他ほかの人たちはどうなったの……』


『おそらくはもう……けれどご安心を。貴女あなたは必かならずこの私が守ってごらんにいれます』


『……そう……』


『震ふるえていらっしゃる……お寒いのですか』


『ええ……すこし……ねえ……そっちに行ってもいい？』」


「お前がお寒いわボケェェェェッ！」





　ごリュっ！





　一人二役の小こ芝しば居いをはじめた大臣の顔がん面めんに、あたしの蹴けりがつき刺ささる。


「……な……何をする!?」


「『何をする』じゃないわよっ！


　いきなりえんえんとくそ恥はずかしい一人芝居なんてはじめてっ！


　結けつ局きよくあんたもユーリィと同どう類るいの妄もう想そう男おとこなわけっ!?」


「し……失しつ礼れいなっ！　男というのはたいていこういうものなのですっ！」


「うそつけぇぇぇぇっ！


　大だい体たい、もしそんな状じよう況きようになったとしても、『寒いからあんたの上うわ着ぎ貸かしなさい』とか言われるのが普ふ通つうよっ！」


「あああああ。そんな、男の夢ゆめと希き望ぼうを踏ふみにじるようなことを……」


「女は男の夢や希望をかなえるために生きてるわけじゃないのよっ！


　それよりもっ！


　早い話がユーリィは、そっちの妄想を実じつ現げんするために動いている、ってことを言いたいわけね？」


「その通り。


　もし私なら必かならずそうします！


　そういったプレリュードがあってから、翌よく日じつの宿屋でイチャイチャへと繫つながる、見み事ごとな連れん係けい技わざっ！　ユーリィは間ま違ちがいなくそれを狙ねらって、いまだこの山さん中ちゆうを、姫様とともにうろついているはずっ！」


　なるほど……男性一いつ般ぱんがみんなこうなのかどうかはさておいて、妄想男を理り解かいできるのは妄想男のみ。


　──とはいえ──山といってもその範はん囲いは広すぎる。


「それで、場所に心当たりは？　山小屋とか洞どう窟くつとかじゃないとだめだ、なんてパターンでもあるの？」


「いや。それは好みによりますが……


　条じよう件けんとしては、追っ手と接せつ触しよくしない場ば所しよ、つまりアジトと町のルートから外れた場所。


　次に、姫様に『自分たちは逃にげている』ということを実じつ感かんさせるため、道はもっぱら下り坂を選えらぶ。


　また、途と中ちゆうで町が見えれば、走っている方ほう向こうが違ちがうことが姫様にわかってしまう。


　それらすべての条件を満みたすルートといえば……こっちです！」


　言って駆かけ出す大臣のあとに続つづいてゆくあたし。


　……こいつ……前に似にたよーな犯はん罪ざいやらかしてるんじゃあ……？


　胸むねの奥でそうつぶやきながら。





　鳥たちが沈ちん黙もくする。風さえその流れを止めたようにすら感じた。


　吹ふきつけるその強きよう烈れつな殺さつ気きに。


「よけてっ！」


　あたしは大臣を蹴けり飛とばし、その反はん動どうで横に跳とぶ！


　ゅんっ！


　銀ぎん光こうの残ざん滓しと空くう裂さく音が、たった今までいたその場所を過すぎたのは、かわすと同時のことだった。


「出て来なさいユーリィ！」


　あたしの呼びかけに一いつ瞬しゆんの沈黙。そしてしげみが小さく揺ゆれて──


「……リナ殿どのですか……


　おや？　なんで大臣もいっしょに？」


　姿すがたを現あらわしたのは、言うまでもなくユーリィだった。


　その右手には抜ぬき身の剣。放つ殺気はオーラとなって大たい気きを揺ゆらす。


　あたしたちの接せつ近きんを知って、迎げい撃げきに現れたのである。


　今ユーリィが投なげたのは、おそらくどこかに持っていた隠かくしナイフか何かだろう。


　彼はゆっくりと歩あゆみ寄より、


「……まあどちらにしても、私とリュスティーナ姫との仲なかを裂さこうというのはいただけませんね。


　ほら、よく言うじゃあありませんか。人の恋こい路じを邪じや魔まする奴やつは、オーガの餌えさになっちまえ、って」


「恋路っていうのは双そう方ほう合ごう意いの上ではじめて成なり立つものなのよ」


　じりっ、とその分退さがりながらも言うあたし。


「姫様が私のことを嫌きらいなわけがないじゃあないですか」


　うあやっぱしダメだし。この男。


　ならば戦い、倒たおすのみ。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　解とき放はなたれた十数本の冷れい気きの矢は、餓うえた獣けものの牙きばのごとく、ユーリィ目がけて虚こ空くうをつき進む！


　だが！


「甘あまい」


　あるいは足を横に半歩ずらし。あるいはわずかに身をひねり。そしてあるいは上体をわずかに傾かたむけて。


　まさに必ひつ要よう最さい小しよう限げんの動きで、ユーリィはそのすべてをかわす！


　……な……何者っ!?


「次はこちらから！」


　ざんっ！


　吠ほえてユーリィが草を蹴ける！　速いっ！


　ぎんっ！


　かろうじて。


　抜ぬき放はなったショート・ソードで、あたしは彼の一いち撃げきを受け止めていた。


「おや、少しはやるんですね。けど……！」


　次々とくり出されるユーリィの斬ざん撃げきを、あたしはなんとか受け、はじき続ける。


　あたしも剣けんは、並なみの戦士以上には使えるのだが、ユーリィの前ではそれもじまんにならない。


　ユーリィは今、わざと手を抜ぬいている。だからこそあたしの腕うででも、かろうじて受けるくらいはできるのだが──もしも彼が本気になれば、正しよう直じきまずい。


　あたしは剣をさばきつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「──リュスティーナ様ぁぁぁぁっ！」


　──ぴたりっ。


　その瞬間。


　大臣の上げた声に、ユーリィの動きが完かん全ぜんに凍こおりついた。


「リュスティーナ様ぁぁっ！　どこにいらっしゃいますかぁぁっ！」


　どこかこの近くにいるはずの、リュスティーナへの呼びかけ。


　──冷れい静せいに考えれば、自分をさらった大臣の呼びかけに、彼女がのこのこ出てくるはずはないのだが──ユーリィにしてみれば、その声は、リュスティーナに真しん実じつを知られる可か能のう性せいのある危き険けんなものだったのだろう。


「──黙だまれぃっ！」


　あたしに背せを向け、大臣に斬きりかからんとするユーリィ。


　だが。


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　ぎんっ！


　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんは後ろから、血ち迷まよったユーリィを氷づけにしたのだった。





　……がさっ……


　戦い済すんで沈ちん黙もく落ちて。


　その沈黙を破やぶったのは、しげみが揺ゆれる小さな音。


　そこからひょっこり出てきたのは、場ば違ちがいにかわいい服を着た三さん歳さいくらいの女の子。


「おおっ！　リュスティーナ姫っ！」


「あー。せるげいー」
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　二人は抱だき合い、頰ほおをすりすり。


　その大臣の頰が紅こう潮ちようしていたりする。


「…………って……ちょっと待てぃ。」


　喜よろこぶ大臣のその肩かたを、あたしの手が、ぎゅむっ、と摑つかむ。


「は？　何か？」


　あたしは、くりくり目玉の女の子に目をやって、


「……リュスティーナ……？　この三歳児じが……？」


「失しつ礼れいな！　姫はつい先日、四つになられたのだぞ！」


　きっぱりはっきり言う大臣。


　……いや……考えてみれば確たしかに……顔を知っている者をつける、と言われただけで、彼女の歳としがいくつか、なんて聞いてなかったけど……


「……ほほぉう……そうすると……」


　あたしは、凍こおったままのユーリィの方に目をやって、


「あいつはこぉんなお子さまランチ相あい手てに鼻はな血ぢ出したり妄もう想そう実じつ現げんしようとしてたわけ？」


　あたしのことばに、大臣は深ふか々ぶかとうなずいて、


「全まつたくもって……とんでもない不ふ埒らち者ものですね」


「お前もだぁぁぁぁっ！」


　ごしっ！


　あたしの蹴りが大臣のどたまにめり込む！


　それでも彼は、なんとかよろよろ身を起こし、


「そ……！　それは違ちがいます！


　私をこのような者と一いつ緒しよにしないでくださいっ！」


「どぉぉぉこが違うってぇのよどこがっ!?」


「私のは、純じゆん然ぜんたる青あお田た買がいというか先さき物もの取とり引ひきですっ！」


「いっしょじゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」





　がみりょっ。





　放はなった渾こん身しんの蹴けりに、大臣は今度こそ完全に沈ちん黙もくした。
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　おびえるリュスティーナの泣き声を、意い識しきのどこか遠くで聞きながら、あたしは空むなしく立ちつくしたのだった……





　ともあれ──事じ件けんは終わった。


　リュスティーナにはそもそも、誘ゆう拐かいされていたという自じ覚かくすらないらしく、むろん大臣一いつ派ぱと──ユーリィにラインツの二人もきっちりお縄なわとなった。


　そう。たしかに事件は終わった。一いち応おう。


　しかし──


　あたしの胸むねの裡うちには、大臣の言ったことばが、飲み込みそこねたナッツのように引っかかっていた。


　──騎き士し団だん恒こう例れいコンテスト・今のうちに逮たい捕ほしておきたい男ベストテンで、常に上位キープのあのユーリィ──


　……他ほかにもいっぱいいるのか……あのタイプの奴やつが……この領りよう地ちには……？


　──ま、がんばれ。リュスティーナ。


　別の町へと向かう旅の空。


　あたしは小さなお姫様に、心の中で無む責せき任にんな応おう援えんを送ったのだった……







（送り狼おおかみたちの午後：おしまい）







　スレイヤーズ外伝



　ゼルガディス朧ろう月げつ草そう紙し








　月が見える。


　ざわめく木々の葉の間はざまに。


　緑のにおいが混まじる夜よ風かぜに頰ほおをなぶられ、彼はふと、我われに返って苦く笑しようを浮うかべた。


　フードに隠かくれた口元に。


　──群むれるのは好きじゃない。
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　しかしそんな彼にも、『仲なか間ま』と呼よんでいい、と思える連れん中ちゆうがいた。


　今は別の道を歩あゆむ身ではあるが、野の宿じゆくなどをしていると、時々気がつく時がある。


　空を見上げて、その『仲間』たちのことを考えている自分に。


　ちょうど今日きようのように。


　そして彼は苦笑を浮かべる。いつも。


『仲間』たちに出で会あった頃ころからだろう。彼が、自分のこの肉体を、かつてほど忌いまわしいものと思わなくなったのは。


　しかしそれでも欲よく望ぼうはある。


　もとの体に──


　普ふ通つうの人間の体に戻もどりたい、という、強きよう烈れつな飢かつえにさえ似にた欲望は。


　かつて──


　彼は、力を欲ほつした。


　──欲ほしいのなら与あたえてあげましょうか？　力を──


　一人の魔ま道どう士しのことばに彼はうなずき──そして力を得えた。


　邪妖魔ブロウデーモンと石人形ストーンゴーレムとを合ごう成せいされ、まともな人間の体を失うことによって。


　そして、戦たたかいがはじまった。


　彼──ゼルガディスの、自分の体をもとに戻す方法を探さがす、あてのない、長い戦いが。


　かつて普ふ通つうの人間だった時の、端たん正せいな容よう姿しは保たもっているものの、風かぜ受うく髪かみは銀ぎんの糸。月の光に照てらされるのは岩の肌はだ。


　日ひ頃ごろは人々の好こう奇きの視し線せんを避さけるため、白いマスクとフードをかぶって顔を隠かくし、夜も宿やどなどとらずに、こうして野の宿じゆくで済すませる日々も多かった。


　木の幹みきに背をあずけたまま、彼はその目を閉とじて──


　ぴくりっ。


　小さく体をふるわせ、彼は目を開く。


　唐とう突とつに、気け配はいが現れたのだ。


　彼に向けられた、強い気配──


　殺さつ気きが。


　その主ぬしは、彼の視線が向かう先にいた。


　月げつ光こう漏もれ入る夜の山。


　下した生ばえのつくる闇やみに紛まぎれて、何かがそこに佇たたずんでいた。


　大きさは、大おお柄がらな男ほどのものだろうか。


　シルエットのみしか見えないが、それは間ま違ちがいなく人間ではなかった。


　異い様ようなまでに長く伸のびた首と手。そして、顔とおぼしきところに灯ともる、二つの赫あかい光。


　──ざっ！


　刹せつ那な。


　大地を蹴けってそれが跳とぶ。


　同時にゼルガディスは、傍かたわらに置いた剣けんを手に取り、地を疾はしる。


　ざんっ！


　草を鳴らして、二つの影かげが交こう錯さくした。


　ゼルの手にした銀の刃やいばは、わずかに相手の体をかすめ、相手の武器は、ゼルの頰をかすめていた。


　ゼルと異い形ぎようとはきびすを返し、ふたたび互たがいに向き合った。


　裂さかれたマスクがはらりと垂たれて、ゼルガディスの素す顔がおが月光に晒さらされる。


　そのとたん。


　異形から、殺気が消えた。


　そのまま大きく後ろに跳び、森の闇へと消えてゆく。


　………………？


　襲おそわれた理由もわからない。相手がいきなり去さった理由も。


　しかし、去った者を追ってまで、それをつき止めようとも思わなかった。


　たまたまのことなら、もはや関係ないことだ。狙ねらわれてのことなら、今追わずとも、いずれ向こうからやって来る。


　とはいえこのまま、ここで野宿をする、というのは、あまりいい気分ではないのも確たしか。


「……変えるか……場所を……」


　剣をおさめて荷にを拾ひろい、そしてゼルガディスは歩き出す。


　異形が消えたのと逆ぎやくの方向へ。





「──止まれっ！」


　横手から声がかけられたのは、それからいくらも行かぬうち──


　山のふもとに、小さな村の灯ともしびが見えてきたあたりのことだった。


　相手の存そん在ざいは、しばらく前から気づいていた。


　こちらから声をかけなかったのは、単に面めん倒どうだったから。


「見つけたぞ！　貴き様さま！


　もう逃にがしゃあしねーぞっ！」


　声を上げたのは一人の青せい年ねん。


　黒い髪かみ、ごつい鎧よろいに、ゼルに向かってつきつけられたロング・ソード。


　風ふう体ていからして、流れの傭よう兵へい、といったところだろうか。


　とはいえ、見た目、歳としの頃ころは二は十た歳ちに手が届とどくかどうか。ごつめの鎧も、いまいちしっくり馴な染じんでおらず、駆かけ出し、という印いん象しようはある。


「……何の話だ……？」


「しらばっくれるな！


　……いいか、抵てい抗こうするんじゃねーぞ！　おとなしく村までついて来てもらおうか！」


「子ガ供キがいきがってると、そのうちケガをするぞ」


「黙だまれっ！　いいから黙って歩けっ！」


　言われてゼルは、こっそり小さくため息ついて歩きだす。


　この場で相手を倒たおすのはたやすい、実じつ際さい、何年か前のゼルならば、迷まよわずそうしていたかもしれない。


　逃にげる、という手もむろんある。


　しかし、そのどちらも面めん倒どうだった。


　それに──


　興きよう味みが湧わいてきたのだ。少し。


　ことのなりゆきに。





「帰ってきたぞ！　マックさんだ！」


「誰だれかいっしょにいるぞ！」


「奴やつか!?」


　村へと足を踏ふみ入れた、ゼルたち二人を迎むかえたのは、村人たちのざわめきだった。


　普ふ通つうなら、皆みな寝ね静しずまっていてもいい時じ刻こくだというのに、村のまわりのあちらこちらには篝かがり火びが焚たかれ、村人たちも、かなりの人数が表おもてに出ている。


「とっ捕つかまえたぜ！　こいつだ！」


　傭兵──マックは、得とく意い満まん面めん、ゼルの方にあごをしゃくった。


　篝火の明りが刹せつ那な、マスクを失ったゼルの顔を照らし出し──


　──おおおおおおおぉぉぉ……


　村人たちのどよめきが起こる。


「……た……たしかに人間じゃねぇ……」


「するとこいつが……！」


「うちの子を……」


「──何があったのか知らんが──」


　ゼルのひとことに、集まった村の連中が、一いつ斉せいに、ひたりっ、と沈ちん黙もくした。


「見けん当とう違ちがいだな。おれは無む関かん係けいだ」


「無関係!?　ふざけるな！」


　声を上げたのはマックだった。


「てめえだ！　てめえがやったに決まってるだろうが！」


「……けどそういえば……なんか違うような気も……」


「何を!?」


　おずおずと言った村人の一人を、マックは睨ねめつけ、沈黙させて、


「俺おれ様さまはあいつを追って山に入った！　そこにこいつがいた！　何の間違いがあるってぇんだ！　これで！」


　……ふぅ……


　ゼルはため息ひとつつき、すいっ、と右手のひとさし指で天を指さす。


「見ろ」


　つられて見上げる村人たち。


　視し線せんの先は皓こう々こうたる月。


　ゼルは、口の中で呪しゆを唱となえ、『力ある言葉』を解とき放はなつ。


「火炎球フアイアー・ボール」


　かざした指のその先から、天に向かって解き放たれたのは、蒼あおく小さな光の球。


　そして──


　ぱちんっ。


　ゼルガディスが、指を鳴らしたその刹せつ那な。





　ごぉうんっ！





　はじけて散った光の球が、夜空に業ごう火かの華はなを咲さかせた。


「──見ての通りだ──」


　爆ばく音おんの余よ韻いんが流れる夜風の中で、ゼルガディスは、声もなく硬こう直ちよくする村人たちに語りかけた。


「おれがその気になれば、月がほんの少し傾かたむくまでに、この村を焼やき払はらうこともできる。


　なぜやらないと思う？


　──答えは簡かん単たんだ。


　やるつもりがないからだ」


「……わ……わかった！　誤ご解かいだってことはよくわかった！」


　ゼルの言葉に、村人の一人が焦あせった声を上げる。


「──おい！」


　不ふ機き嫌げんなマックの呼びかけは無む視しして、


「よくわかったから！　頼たのむ！　火を消してくれ！」


　──火を消す？


　ゼルがふりあおいでみれば、今の一いち撃げきで燃もえ移うつったか、一いつ軒けんの家の屋や根ねが、ぱちぱち小さな炎ほのおを上げている。


　……………………


　もしもこの場に、彼のかつての知り合いがいれば、ゼルの頰ほおにひと筋すじ浮うかんだ汗あせを見み逃のがすことはなかっただろうが……
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「──いいだろう」


　まるでそれすら、最初から計算のうちだったかのような、冷れい静せいな口く調ちようで応こたえると、呪じゆ文もんを唱えて、


「氷結弾フリーズ・ブリツド」


　きぃんっ！


　もともと消しよう火か呪文など、憶おぼえているわけはない。目標を氷こおりづけにする呪文で、燃えている屋根を氷に閉とざす。


「こ、今度は氷かぁぁぁぁっ！」


「騒さわぐな。燃えるよりマシだろ。他人をむやみに疑うたがったツケだと思え」


　つき放はなしたゼルの言葉に、村人は、しぶしぶながら沈ちん黙もくした。


　しかし──マックの方は黙だまっていない。


「……け……けどよ！　だからってあんたが、あいつと無関係とは言えないだろ！　なんかたくらんでて、村に来たのかもしれねーし！」


「……ならば、違うということを証しよう明めいしてもらえばよかろうて」


　言いながら、村人の間から歩あゆみ出たのは、一人の老人だった。


「村長!?」


「……この村はの、最近、正しよう体たい不ふ明めいの怪かい物ぶつに襲おそわれておる。


　見たところ、かなりの腕うでをお持ちの様よう子す。


　どうじゃろう？　ここはひとつ、あんたの疑いを晴はらすという意味でも、そやつを退たい治じするのに、手を貸かしてもらえんか？」


　──なるほど。そういうことか──


　ゼルは内心つぶやいた。


　森の中で、いきなり襲いかかってきたあの異い形ぎよう──あれが、この村を襲しゆう撃げきしているものなのだろう。


　だが──


「……勘かん違ちがいしないでもらおうか。


　おれは別に、疑われていようがいまいが構かまいはせん。


　急ぐ旅というわけでもないが、それほど暇ひまなわけでもないのでな」


「……い……いや……！　そこをなんとか……！　むろん怪物を退治してもらえれば、ちゃんとそれなりの礼れいは出すが……」


「村長！」


　マックの抗こう議ぎはふたたび無む視し。


　……たしかに路ろ銀ぎんは、多少心もとなくなってきてはいたが、自分を疑った連中の力になってやるほど、寛かん大だいな人間のつもりはない。


　──悪いが断ことわる──


　言いかけたゼルの脳のう裏りに、瞬しゆん時じ、既成感デ・ジヤ・ビユが生まれ出た。


　そういえば以前にも──ちょうどこんなことがあった。


　とある魔ま道どう書しよを巡めぐり、邪じや神しんを崇あがめる組そ織しきと対立し──一人の暗殺者アサツシンと、一人の神官プリーストに出会った。


　結けつ局きよく、あの事じ件けんで残ったのは、己おのれ自じ身しんの無む力りよく感かんのみ──


「……まあ……いいだろう」


　気がつくと、村長の言葉に、ゼルはそう答えていた。





「気に入らねぇな。あんた」


　翌日の夜。


　一いつ軒けんしかない宿屋の一階。酒さか場ば兼けん食堂の片かた隅すみで、食事をしていたゼルの向かいに、断りもなしに腰こしを下ろすなり、大声で宣せん言げんしたのはマックだった。


　他の客たちが一瞬静しずまりかえる中──


「だろうな」


　一人ゼルは、相手のことばを受け流し、黙もく々もくと食事を続けた。


　──相手にすらされてない──


　マックの顔に、怒いかりの赤い色がさす。


　むろんマックが、ゼルに反はん感かんを抱いだくのも無理からぬこと。間ま違ちがえてゼルを連れてきて面めん目もく丸つぶれになったあげく、村長からは、『渡わたした前金はそのままでいいが、礼金は、怪物を倒した方に払う』と宣言されたのだ。


　自分で間違え、連れてきたのだから、自じ業ごう自じ得とくといえばたしかにそうなのだが、それでもやはり、面おも白しろかろうはずもない。


「……ったく……ひと様の仕事横よこ取どりしやがってよ……」


「お前がその『怪物』とやらを倒たおせば横取りにはならん」


　なおもからんでくるマックに、やはり視し線せんすら返さず、ゼルは受け流す。


「簡かん単たんに言いやがって！　あいつがどんなやっかいな奴やつかも知らねえくせに！」


「まあ、子供の手におえるシロモノではなさそうだな」


「なんだと!?」


「熱くなるな。買われるのが嫌いやな喧けん嘩かなら、最初から売るな」


「……てめえ……なめやがって……！」


「なめられて当然だな。なにしろ……」


　言いかけて、ゼルは言葉を中ちゆう断だんした。


「……何しろ……何だよ？」


「聞こえなかったか？」


　言って、がたり、と腰こしを浮うかすゼルガディス。その手にはすでに、傍かたわらに立てかけてあった剣けんがにぎられている。


「何が？」


「悲ひ鳴めいだ」


　答えた時にはすでにもう、ゼルは店の戸と口ぐちに向かって駆かけ出していた。


「あ！　こら！」


　あわててあとを追うマック。


　店の外には、闇やみと篝かがり火び──そして遠いざわめきとがあった。


　たしかに、何かあったようである。


　駆け出すゼルに半歩遅おくれで、マックもまた走り出す。


　マックは内ない心しん、舌したを巻まいていた。


　あの酒場のざわめきの中、しかも口ゲンカの最さい中ちゆうに、遠い悲鳴を聞きつけるとは。


　しかしそんなことはおくびにも出さず、


「いいか！　あいつは俺様の獲え物ものだからな！　手ェ出すなよ！」


「なら、おれが手を出すより先に、お前が倒せばいいだけのことだ。それができないのなら、お前もしょせんそこまでの腕うでということだ」


「なにぃっ!?」


　言い返すゼルに息まくマック。


「口くち喧げん嘩かをしている時間はなさそうだぞ──状じよう況きようは!?」


　言葉の後半は、前の方で右う往おう左さ往おうしている村人たちに向かって投げかけられたものだった。


「ティ……ティモシーんとこの子供がやられた！　あいつ、村の北から入り込んで……」


「それで奴は！　どこだ！」


　うろたえていた村人は、ゼルの叱しつ咤たに、多少我われをとり戻もどし、


「……あ……いや……


　わからねぇ。けどそう遠くには行ってないはずだ。自み警は団りの連中も、奴が村を出るのは見てねえ」


「……なるほど……」


　ゆっくりと。ゼルはきびすを返す。


「確かに遠くには行ってないようだ」


　口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「氷の槍アイシクル・ランス！」


　ふり向くと同時に、夜空に向かって呪文を放はなつ！


　虚そ空らに飛びゆく冷れい気きの槍やりは、夜風の中ではじけ散ちる。


　飛ひ来らいした、一いち条じようの炎ほのおの槍に迎むかえ撃うたれて。


「──あれは──！」


　誰だれかが声を上げた。


　とある民家の屋根の上。昇のぼりかかった月を背に、佇たたずむ黒い影かげひとつ。


「奴やつだ！」


　マックが叫さけんだその刹せつ那な。それは屋根を蹴けり、走りだす。


「あんたらはここにいろ！」


　言い捨すててゼルは走りだす。間違いない。昨さく夜や山の中で彼の前に現れた、あれである。


「……こんどこそ俺様がぶち倒してやるぜ！」


　いっしょに駆けてくるマックの方に、ゼルはちらりと目をやって、


「ついて来るなとは言わん。が、ヤバいと思ったら迷まよわず逃げろ。いいな」


「うるせえっ！　かけ出しだからって甘あまく見るなっ！」


「ほう。やっぱり駆け出しか」


「……[image: ]っ……！」


　言われて沈ちん黙もくするマック。


　異い形ぎようはやがて村の端はし、篝火と、自じ警けい団だんたちのいる村のはずれにやって来る。


「手を出すな！　ケガをするぞ！」


　ゼルの呼びかけに応こたえてか、はたまた単におびえただけか、道を開ける自警団たち。


　その間をすり抜ぬけ、異形はあっさり囲かこみを抜けて、明りひとつもない、山の中へと駆けてゆく。


　そのあとを、ゼルとマックの二人が追う。


　草を踏ふみしめ、しげみを抜けて。


　いくらもいかないそのうちに、マックは徐じよ々じよに、異形とゼルから離はなされてゆく。


「……こ……待てこらっ……！」


　むろんそんな呼びかけが、聞きとどけられるわけはない。


「待てって……！　言って……！」


　言ううちにも、距きよ離りはどんどん離はなれてゆき、やがて異形とゼルの姿すがたは、完全にマックの視し界かいから消えた。


「……くそっ……！　なんでだよ……！」


　肩かたで荒あらい息をしながら、毒どくづき、その場に足を止める。


　昨日きのうの夜は、もう少し、あの異形を追つい跡せきできていたのに。


　マックは気づいていない。昨日の夜、異形がマックを、ふり切ろうと思えばふり切れるにもかかわらず、そうしなかったその理由に。


　異形は、マックを誘さそい出して殺すつもりだったのだ。


　ゼルガディスという乱らん入にゆう者しやがいなければ、異形はそれを実行に移うつしていただろう。


「……くそっ！」


　見失ったとはいえ、一人でのこのこ村に帰り、素す直なおにそう言ったのでは、それこそ面めん目もく丸つぶれである。


　仕方なく、マックは木々の間をあてもなく進みはじめた。


　夜風が生みだす葉は擦ずれの音に、虫たちの声が混まじって響ひびく。


　立ち木の間から漏もれ入る朧ろう月げつの光の中で、灌かん木ぼくの茂しげみは黒い影かげとなり、この山のどこかにいるはずの、異形の影を連れん想そうさせる。


　……がさっ……


　びぐっ！


　小さな葉擦れの音に、剣けんに手をかけ、あわててふり向けど、そこに動くものはない。


「……ウサギか何かか……」


　安あん堵どのため息混じりにつぶやき、剣の柄つかから手を離してふり向き……


　──目の前に──異形がいた。


　──!?──


　思し考こうが一いつ瞬しゆん、停てい止しする。


　朧おぼろな月明りの中で、マックははじめて、相手の姿すがたをはっきりと見た。


　それは、人間の顔を持っていた。


　見開かれた、異様に大きな両の瞳ひとみ。


　髪かみも眉まゆもなく、ぶよぶよと生白い頭の下には、異様に長い首が、水死体のようにふくれ、歪ゆがんだ体へと繫つながっていた。


　長い両りよう腕うでの先には、月光をはじき返して輝かがやく──爪つめ。


　刹せつ那な。


　マックは、何も考えぬまま、大きく後ろに跳とんでいた。


　同時に異形が地を蹴けった。


　どんっ！


　衝しよう撃げき。


　体を半はん回かい転てんさせ、バランスを半なかば失いながらも、なんとか倒たおれ込むのだけはまぬがれる。


「くっ！」


　たった今傍かたわらを通り過ぎた異形の方に、あわてて向きなおり──


　ぬるりっ。


　右みぎ脇わき腹ばらの、生なま暖あたたかいぬめりに気がついた。


　──斬きられた!?


　意い識しきしたとたん。


　痛いたみが生まれる。


「……ぐっ……！」


　膝ひざがふるえる。


　脈みやく打うつ傷きず口ぐちから、血が流れ出すのが感じられる。


「うぐ……う……あ……！」
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　そのままマックは、かくり、と膝を折おった。


　異形は目を細め、獣けものが唸うなるような、低い呻うめきを漏もらし、炎ほのおの槍やりを生む。


　マックはもはや動けない。


　──死し──


　その言葉が、マックの脳のう裏りに浮うかび、焼きついた。


　ごぅっ！


　異形の吠ほえ声と同時に、炎の槍はマックを目がけてつき進む！


　ごぶぁっ！


　爆ばく音おんに、びくんっ！　と小さく身をすくませて──


　ひと呼こ吸きゆう置いてから気がついた。


　自分の身に、何も起こっていないことに。


　無意識のうちに閉ざしていた目を、おそるおそる開き──


　そしてはじめて気がついた。


　目の前に佇たたずむ白い影かげに。


「……あ……あんた……」


　マックのつぶやきが聞こえているのかいないのか、ゼルガディスはただじっと、異形と向き合ったまま、佇んでいる。


　その手には、赤い光を刀とう身しんにたくわえた、ひとふりの剣。


　魔ま力りよくを込こめた剣の一いち撃げきで、飛び来る炎の槍を薙なぎ払はらったことなど、むろんマックには理り解かいできない。


「……た……たすけ……俺おれ……たす……」


　もはや地面に横たわり、細ほそい声で言うマックに、しかしゼルは、ちらりと一いつ瞬しゆん目をやっただけで、ふたたび視線を異形の方に戻し、


「言ったはずだ。子ガ供キがいきがっていると怪け我がをする、と」


「……う……」


「それともう一つ。なんで傭よう兵へいなどやっているのか知らんが、男のふりをして肩かた肘ひじ張はってしかやっていけんのなら、この商しよう売ばいは向いていない、ということだ」


「……気づいて……たのか……」


　マック──ミランダ＝マックスターは、細い声でつぶやいた。


「……ほう……女だったか……」


　声は、ゼルのものでも、むろんミランダのものでもなかった。


　──異形──


「……しゃ……しゃべれるのか……!?」


　驚おどろきの声を上げたのはミランダ一人。


「当たり前だ。


　こいつは、おれと同じ、人間なんだからな」


　ゼルの答えに、異形は、ぐっぐっぐっ、と、嚙かみ殺した笑いを浮かべ、


「……そう……オレもお前と同じ、もと人間だった……


　ランガス……


　それがオレの名前だ……


　かつては小さな国で兵士をやっていた……


　ある時、王が国を追われ、オレはそれについて行った……


　その王がオレにしたことがこれだ……オレを化ばけ物ものと組み合わせ……


　──オレは逃にげた。


　逃げてこの山に入り込み──」


「村人を殺して回っているわけか」


「──化け物呼ばわりしやがったんだ！　あの女は！　オレのことをっ！」


　ゼルのつぶやきに、ランガスは声を荒あららげた。


「村の女だ！　何しに来たのかは知らん！


　しかしあいつは……オレの姿すがたを身て、化け物、などと言いやがった！


　だから殺してやったんだ！　他の連中も同じだ！　連中がオレのことを拒きよ否ひするのなら、オレも連中の存こ在とを拒否する！　それだけのことだ！


　あんただってそうだろう！　わかってるよ！　ああ！　わかってるとも！


　昨日きのうの夜、この山であんたと出会った時からわかってるんだ！


　あんたもそうだ！　誰だれかにそんな体にされて！　まわりのくだらないニンゲンどもから化け物呼ばわりされて！


　憎にくいんだろう!?　世の中が！　人間が！


　世界が！


　あんただってわかってるだろ!?　仲間なんだ！　オレたちは！


　化け物呼ばわりしたければするがいい！


　けどオレたちは、ニンゲンなどよりよっぽど強い力を持ってるんだ！


　そうだろう!?


　だからよ──


　復ふく讐しゆうしようぜ！　オレといっしょに！


　世界に！」


　──沈ちん黙もくが落ちた。


　ランガスの、苦く悩のうと喜き悦えつ、そして狂きよう気きの混まじった言葉のあとに。


　ミランダは、ただじっと、ゼルの背中を見つめていた。


　もしもここで、この男が頷うなずけば──


「──それで──？」


　短かったのか、長かったのかよくわからない沈黙の後──


　ゼルガディスは、面おも白しろくもなさそうにそう言った。


「そうだな。まずはそこの女を……」


「勘かん違ちがいするな」


　嬉き々きとしたランガスの言葉を遮さえぎり、ゼルは言う。


「言いたいことはそれだけか？


　そう聞いたんだが」


　今度は一いつ瞬しゆん、ランガスの方が沈黙した。


「……お……おいおい……待てよ。


　何言ってるんだ？


　仲間じゃねえか。オレたちは。


　景けい気きづけに、そこの女をなぶり殺しにしてから、村を……」


「勘違いするな、と言ったはずだが。


　たしかにおれも、かつてはお前と同じように、世界を呪のろった。


　──だが今、おれは、自分の体を、もとの人間の体に戻もどす方法を探さがして旅をしている。


　世の中に八つ当たりをして満足するつもりはない」


　──それは──


　かつての自分自身に対する自じ嘲ちようの言葉でもあった。


　だがむろん、ランガスが、そんなことに気づこうはずもなかった。


「……なん……だと……」


　かすれた声のその中には、間違いなく、怒いかりの色が混じっていた。


「ともに、もとの体に戻る方法を探す、というなら、手を組んでもかまわん。


　いや、むしろ、そうしてくれるのならば助かる。


　しかし、ただ憂うさ晴ばらしをしたいというのなら……」


「ねえんだよ！　そんなもん！」


　ゼルの言葉を遮さえぎり、ランガスが吠ほえた。


「ねえんだよ！　オレたちがもとの人間に戻る方法なんてもんはよ！


　オレも言ったさ！　逃げ出す時に！　オレをこんなにしやがった魔ま道どう士しの一人をひっ捕つかまえて！


　戻せって！


　オレを人間の体に戻せって言ってやった！


　けど無理なんだよ！


　そいつは、オレにビビって、チビりながら言ったんだ！　それは無理だって！


　いっぺん合成したもんを、もとに戻す方法なんぞ、誰だれも知らない！　誰も研けん究きゆうしていない、って！


　わかるか!?


　オレたちはこのままなんだ！


　一生ずっとこのままなんだよ！」


　ランガスの激げつ昂こうに、返すはゼルの静かな言葉。


「何様だ？　その魔道士は」


「……どういう……意味だ？」


「その魔道士が何者かは知らん。知りたいとも思わん。


　しかし、そいつが、元に戻る方法を知らず、それを研究している者の存在も知らなかったからといって、その方法がないと決まったわけでもない。


　確たしかに希き望ぼうはわずかだが──


　そのわずかな希望にあっさり背を向けて、ただ世界を恨うらむだけのような生き方をするつもりはない」


「……なるほど……貴き様さまもか……」


　ぎり、と、ランガスが歯をきしませる。


「オレと同じ化けもののくせして……貴様もオレを拒きよ否ひするのか！


　ならばかまわん！　オレも貴様を拒否するまでだ！」


　言うなりランガスが地を蹴けり疾はしる。


　ゼルが手にした赤しやつ光こうの剣が闇やみを薙なぐ。
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　ざんっ！


　ミランダが耳にしたのは、踏ふみ込みの音か、斬ざん撃げきの音か。


　ゆっくりと──


　ゼルとランガス、二人はきびすを返してふたたび対たい峙じする。


「……なるほど……その肌はだは見かけ倒しのダテじゃない、ってわけか……」


　右みぎ腕うでを浅あさく薙ながれたランガスは、しかし顔から笑みは消さぬまま、ゼルに向かってつぶやくようにそう言った。


　二人が交こう錯さくしたあの一瞬。


　ゼルの剣は、ランガスの腕を浅く捕とらえ、そしてランガスの爪つめもまた、ゼルの二の腕を打っていた。


　しかし、服こそ裂さけたものの、硬かたい手て応ごたえがあっただけで、ゼルが手て傷きずを負おった様よう子すはない。


「ならば──！」


　ランガスは口の中で呪しゆを唱となえ──


「餓竜咬デイス・フアング！」


『力ある言葉』を放はなったその刹せつ那な。


　ゆらりっ。


　闇の中で何かが蠢うごめいた。


　夜の闇より黒い何かが。


　それが身をくねらせた刹せつ那な。


　だんっ！


　ゼルガディスが、手にした剣を自分の目の前──地面の上へつき立てた。


「なにっ!?」


　……をををぉぉぉぉ……


　ランガスの驚きよう愕がくの声に、人の耳には聞こえぬはずの何かの悲ひ鳴めいが重なった。


　餓竜咬デイス・フアング──


　自みずからの影かげの中に、異い界かいより影の竜りゆうを召しよう喚かんし、相手の影を食らわせる術じゆつ──


　食われた影の持ち主は、影と同じ場所を失う。


　あえかな月明りの、朧おぼろな影の中で仕し掛かけたこの術は、しのぐどころか、何が起こったのかすら理解させぬまま、相手を葬ほうむり去さることができる。


　並の使い手が相手ならば。


　ゼルガディスは、魔ま力りよくを込こめた剣──いや、剣が生み出す淡あわい赤光の一いち撃げきで、影の中にのみ存在する竜を斬きって捨てたのだ。


　──馬鹿なっ!?


　驚愕の言葉のかわりに、ランガスは次の呪じゆ文もんを唱となえる。


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　出現した十数本の冷気の矢が、虚こ空くうを疾はしりはじめたその刹那、ゼルは大きく横に跳とび、射しや軸じくの外に着ちやく地ちして、そのままランガスに向かって地を蹴ける！


「待て──！」


　ランガスの言葉が終わるより早く。





　ざどんっ！





　月光に、赤い血しぶきがきらめいた。





　戦いは終わった。


　いともたやすく。


　何がどうなったのか、そのすべてをミランダは理解できたわけではない。


　だが、ゼルガディスの力が圧あつ倒とう的てきなものだということだけはわかった。


　斬ざん撃げきを受け、大地に横たわったランガスには、まだかろうじて息があった。


「──オレは──」


　ランガスは囁ささやく。


　苦しい息の下で。


「──オレはお前だ──お前はオレだ──


　お前は──お前自身を斬きったんだ──」


「ああ──


　お前は確たしかに、昔むかしのおれそのものだ──」


　ランガスの言葉をゼルは認みとめた。


　もし自分が──


　かつての仲間たちと出会っていなければ、このランガスと同じ道を辿たどっていたかもしれない。


　天にかかった朧ろう月げつを見上げ、ゼルはふとそんなことを想おもう。


「──かまわん──さ──


　オレは──ここで死に──この体から解かい放ほうされ──


　お前は──生き続けて──絶ぜつ望ぼうし続けるがいい──」


「おれは生きる。


　しかし、絶望するつもりはない」


　ゼルの言葉が届とどいたかどうか──


　ランガスは、長く、大きな息を吐はき──


　そしてそのまま、二度と動かなくなった。


　あとはただ、降り来る月光の中に、ゼルガディス一人が佇たたずむのみ──





「……お……おい……」


　ミランダは、か細い声で、ゼルに向かって言葉をかけた。


　もはや、動く気力は残っていない。


「……たす……助けて……頼たのむ……」


　ゼルガディスは、小さなため息ひとつつき、剣を収おさめて彼女のそばに歩あゆみ寄よる。


　傲ごう然ぜんと見下ろすその瞳ひとみの中には、侮ぶ蔑べつにも似にた色があった。


「この際さいだ。はっきり言おう」


　その言葉に、さらにミランダの体から力が抜ぬける。


「……助からないんだな……俺……」


「──いいや。


　やはりお前はこの仕事には向いていない。


　はっきり言ってたいした傷きずじゃない。


　大げさに騒さわぎすぎだ」


「………………は？」


　そしてはじめて──


　ミランダは気づく。


　ゼルの瞳に宿ったのは、侮蔑の色などではなく──単に、あきれ返っているだけなのだと──





　あれからはや数年──


　今でも時々、ミランダは、ふと、あのゼルガディスのことを思い出す時がある。


　無事でいるだろうか？


　人間の体に戻る方法を、見つけることはできただろうか？


　そしてもし──


　宿屋の女主人におさまっている、今の自分を見たら、何と言うだろうか？


　ミランダには、いつかひょっこり、あの白い姿すがたが、宿の扉とびらをくぐって入ってくるような気がするのだった。







（ゼルガディス朧ろう月げつ草そう紙し・了）







　スレイヤーズすぺりおぉる



　山林の覇は者しやたち








　囲かこまれた。


　そのことに気づいて、あたしとナーガが足を止めたのは、とある山道を行く、その途と中ちゆうでのことだった。


　……ざわ……


　風に木々の梢こずえが鳴なる。


　潜ひそむ気け配はいの数は、十か。二十か。


　──まずいっ！


　あたしは内心ほぞを嚙かんだ。こちらを囲んでいる連中が一体何者か。そんなことはどーでもいい。


　問題なのはナーガの性格。このままでは彼女は、不ふ意い打うちをかけるつもりで、あたしたち自身も巻き込む、見み境さかい無しの攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶっ放ぱなしかねない。


　──ならば──！


「ナーガあぶないっ！」





　ゴッ！





「ブペ。」


　叫さけんであたしがふり回した、大人おとなの腕うでほどの太さの丸太は、ナーガのどたまを直ちよく撃げきし、二回転半ほど彼女を転がした。


　……ふう……でもってこのスキに──


「何の用？」


　あたしは、あたりを包ほう囲いする、何者たちかに向かって呼びかけた。


　答えは──なし。あるのは凍いてつくような沈ちん黙もくのみ。


「まさか、それで隠かくれたつもり？　気配、って単たん語ご、知ってる？


　……あたしがハッタリかましてる、って思ってるのなら、そのまま隠れてて。すぐに攻撃呪文の一発もぶちかましてあげるから[image: ]」


　再さい度どのあたしの呼びかけに──


「──ひ──人違いだった！」


　返ってきたのは、やや裏返った男の声だった。


「人違い？」


「ああ──きみたちを──別の連中だと勘かん違ちがいしたのだ。


　事じ情じようを説明させてほしい。


　今からそちらに出てゆくから……その……丸太を捨すててもらえないか……？」


「仕し方かたないわね」


　言ってあたしは、右手に抱かかえていた丸太をほうり出す。


　声が続ける。


「あの！　丸太のかわりに石を拾ひろうのもやめてもらえるかな!?」


　むう。なかなか注ちゆう文もんの多い奴やつである。


　仕方なくあたしは、手にしていた、にぎりこぶしほどの大きさの石もほうり捨てる。


「……そちらに行く。


　くれぐれも暴あばれないでくれよ」


　なんだか人聞きの悪いことを言い──やがてしげみをがさがさゆらし、木々の奥おくから現あらわれたのは、二十代後半の男だった。


　短く刈かった茶色の髪かみ。同じ色のあごひげさえなければ、ハンサムと呼んでもいい顔立ち。体つきはやや細ほそ身みだが、やせているのではなく、しなやかに引きしまっている。


　胸に革かわ鎧よろい。背中に弓ゆみ矢や。ごろつき・野や盗とうのたぐいにしては、身なりはこざっぱりとしており、ひげにもちゃんと手入れがしてある。


　見た目は猟りよう師しといったところだが……それにしては、仲間の数が多すぎる。


　彼はなぜか、わずかに顔を引きつらせ、両手を上げたままでやって来ると、あたしから、十歩ほど離はなれた場所で立ち止まり、どこか気取った口ぶりで、


「失礼した。我われ々われは今、この山を荒あらす不ふ届とどき者ものたちを探さがしているのだ。


　声がしたので、てっきりそいつらかと思ったのだが……どうやらこちらの早はや合が点てんだったようだ。


　驚おどろかせてしまってすまない」


「──なら、もう行っていい？」


　問うあたしに、しかし彼は答えぬまま、


「……さきほど……『出てこないなら攻撃呪文』と言っていたが……察さつするに、旅の魔ま道どう士しの方か」


「そうだけど……」


「ならば──虫のいい話だとは承しよう知ちしているのだが……よければ、力を貸かしてもらえないだろうか？　少々やっかいなのを相手にしていてね……


　無む論ろんそれなりの報ほう酬しゆうはご用意させてもらうが」


　……はふ……


　言われてあたしは小さくため息をついた。


　人違いとはいえ、いきなりこっちを包ほう囲いしといて、金は払はらうから手を貸かせ？　たしかに虫のいい頼たのみである。


　──そう口にしようとした、あたしの視し界かいの片かた隅すみで──


　黒い物体が蠢うごめいた。


　そう。あたしが今しがたどつき倒たおしたナーガが、復ふつ活かつしやがったのだ！


　当とう然ぜんこのまま見み過すごせば、あたしに文句を垂たれた上、攻撃呪文の応おう酬しゆう、という、いつもの儀ぎ式しきになだれ込むのだろうが──それはそれでめんどくさい。


　仕方なくあたしは、身を起こしかけたナーガに聞こえる声で、


「つまりは、もうけ話、ってことね」


　黒い塊かたまりが、ぴく、と小さく身をふるわせて──次の瞬しゆん間かんには、残ざん像ぞうすらも残さずに、あたしの隣となりに大きく胸むね張はり、立っていた。


「ふっ！　その話、もう少しくわしく聞かせてもらおうかしら!?」


「うっわ!?」


　いきなりなナーガの動きに、おどろいて半歩身を引く男。


　ふっ。人じん生せい修しゆ行ぎようのたりない奴やつである。


　……いや……まあ……あたしだって好きでこんな人生修行してるわけじゃあないんだけど……


「あ。気にしないで話続けて」


「……は……はあ……」


　あたしに先をうながされ、彼は続ける。


「そういえば、自じ己こ紹しよう介かいもまだだったが……


　私は、ジョッシュ＝リンドバーグ。


　この近くの領主ロードアランタイズに仕え、警備隊レンジヤーの仕事をしている」


『…………………………』


　……ロード・アランタイズにレンジャー……？　なんか最近、どこかで聞いたおぼえがあるよぉな……


　どーやらナーガも同感らしく、あたしのそばで、ビミョーにヤな顔をして立っている。


　レンジャーというのは、国やロードの所しよ有ゆうする山や森やらを、密みつ猟りよう者しやなどから守るしごとの者なのだが……


　ともあれジョッシュはことばを続ける。


「しばらく前。


　私たちと同じ、レンジャーをやっていた一人の男が、その役やく職しよくを剝はく奪だつされた。


　予算を横おう領りようしていることが発覚したせいだ。


　職しよくを失ったその男は、その仕返しのつもりなのだろうな。このあたりの山や森を、親子で荒あらしはじめたのだよ」


『……親子……』


　ハモってうめくあたしとナーガ。


「ああ。しかしこの男……レンジャーとしての腕うでは超ちよう一いち流りゆう。我々の動きをことごとく読まれ、裏をかかれる始し末まつ。


　そこで、我々とは違う発想をしうる方……つまり、あなたがたの力を借りたい、という次し第だいなのだが」


「……あの……ちなみに、その相手と家族の名前は……」


「男はブルード＝クレッシェンド。子供たちの名前はたしか……姉がカミーラ、弟がテリウス、だったと」


『……………………』


　……あ……やっぱし。


　何も口には出さねども、無む言ごんで顔を見合わせるあたしとナーガ。


　しばらく前──


　あたしとナーガは、そのカミーラとテリウス、二人のどちらが親のあとをつぐか、という騒そう動どうに巻き込まれたことがあったのだ。


　もっとも結けつ局きよく、その決着がつく前に、予算横領が発覚したおやぢがレンジャーをクビになり、ことはうやむやに終わったのだが……


　まさかこんなところで、親子そろって山を荒らしていようとは……


「いかがだろう。力を貸してくれないだろうか？」


「ふっ。報ほう酬しゆうの額がくによるわね」


　言ったのはナーガ。


「……ちょっ……!?　受ける気なのナーガ？　こんな依い頼らい」


　声をひそめて問うあたしに、ナーガもやはり声をひそめて、


「他ほかの二人はこの際さいどうでもいいけれど、あのカミーラだけは、あと二、三十回は吹ふっ飛ばしてみたかったのよ」


　なるほど納なつ得とく。


　カミーラというのは、舌した先さき三さん寸ずんのウソで、あたしとナーガをさんざんふり回してくれたねーちゃんである。


　あたしは途と中ちゆうから、弟のテリウスくんの味方につき、一応報酬ももらったのだが、カミーラにだまくらかされたナーガの方は、銅どう貨か一枚たりとて手に入れてはいないだろう。


　あたしとしても、泣いて改かい心しんするか動かなくなるまでカミーラを吹っ飛ばす、という案には賛さん成せいである。


　問題は、彼らを見つけて成せい敗ばいするまで、どれくらいの時間と労力がかかるか。


　そして、それに見合うだけの報酬が出るか否いなか。


　あたしとナーガに視し線せんを向けられ、ジョッシュはしばし考えて、


「……そうだな……成功報酬で……」


　まわりにいまだ潜ひそんだ仲間たちに聞かれるのがイヤなのか、あたしたちの耳もとで、こっそり報酬額をささやいた。


　──ふむ。


　提てい案あんされたのは、悪くない額だった。


　しかしふと、疑問が浮うかぶ。


「……聞くけど……どこから出るの？　そんなお金？」


　あたしもまた、声をひそめて問い返す。


「あなたたちに討とう伐ばつを命じたロードが出してくれるとも思えないし……」


　こういうものの出所は、最初にはっきり確かめておかないと、あとになって、『出してもらえると思っていたがダメだった』などということにもなりかねない。


　問われてジョッシュはあっさりと、


「そんなもの、私のポケットマネーに決まってるじゃあないか」


「そんなに収しゆう入にゆうがあるの？　このあたりのレンジャーって？」


　ナーガも不ふ審しん顔がおで問いかける。


　なにしろあたしもナーガも、前に、カミーラからおいしい条じよう件けんを持ちかけられて、だまされている。警けい戒かいもしたくなろうというもんである。


　しかしジョッシュはにこやかに、


「いや。私にしても無む論ろん、痛い出しゆつ費ぴだ。


　成功報酬、と言っただろう。


　他の仲間が彼らを捕とらえた場合、私が払うのは、ささやかな必ひつ要よう経けい費ひだけ。


　しかしあなたがたが捕らえた場合、そちらは報酬を手に入れ、私は手て柄がらを手に入れる、というわけだ。


　手柄は評ひよう価かに、そして将来の出しゆつ世せにつながる。当然ロードからいただける手当もアップ！　信しん任にんと地位と名声を得えて、同どう僚りようたちから浴あびせられる羨せん望ぼうと嫉しつ妬とのまなざしを想像しただけでもうッ！」


「……あの……」


「あ。いや。失礼」


　ジョッシュは冷静さを取り戻し、


「ということで──どうだろう？　この依い頼らい、受けてもらえるだろうか？」


　彼の性格に若じやつ干かんひっかかるモノを感じはするのだが──ともあれ、カミーラたちが好き放題をやっていると知った以上、聞かなかったフリをするわけにもいかない。


　結局あたしとナーガとは、どちらからともなく、首を縦たてに振ふっていたのだった。





「──このあたりが、一番最近、彼らが目もく撃げきされた現場だ」


　言ってジョッシュが足を止めたのは、道なき山をえんえんと歩き続けたあとのことだった。


「発見したのは同どう僚りようのレンジャー。あそこの斜しや面めんを──」


　と、彼は、ほとんどガケに近い斜面を指し、


「赤毛の女が駆かけ上がってゆくのを見たそうだ。


　たぶん、ブルードの娘むすめ、カミーラだろう。


　声をかけたが、それを無む視しして去って行き、あわてて追ったものの、結局は逃にげられたようだ。


　ここを越こえたとなると──


　……大だい丈じよう夫ぶか？」


　彼はやたらとすずしい声で、肩かたで息をするあたしとナーガに声をかけた。


「……だい……じょうぶじゃ……ないわよ……」


「……ふっ……できれば……道の……ある所を……」


「何を言う。そんなまわり道をしていたら、たどり着くまで何日かかるか」


　対して、息一つ乱みださず言うジョッシュ。


　あたしもナーガも旅する身。山道を歩くことにも慣なれている。


　しかし、山道どころか獣けもの道みちですらない場所を、えんえんと歩き続けるのは、さすがにキツいものがある。


　しかも、レンジャーをやってるジョッシュの歩ほ調ちように合わせて、である。


　途と中ちゆう、浮遊レビテーシヨンなどの飛ひ行こう呪じゆ文もんで、頭上からついてゆこうとしたこともあったのだが、それは彼に止められたのだ。


　──もしもたまたま相手と行き合わせた時、あなたたちが頭上をぷかぷか漂ただよっていていたら、向こうの方が先に気づいて身を隠かくすから──だそうだ。


　ちなみにこの場所にいるのは、あたしとナーガとジョッシュのみ。


　さきほどあたしたちを包ほう囲いした、ジョッシュの仲間のレンジャーたちは、思い思いに散ちって行った。


　たしかに広こう範はん囲いの探たん索さくをするのに、多人数がかたまって動くのはナンセンスである。


　もしも何かがあった時には、ある動物の鳴き声に似にたフエを吹ふくことで、仲間たちがやって来る、という手はずになっているらしい。


「で、何か気づいたことはあるかな？


　ないかそうかわかった。では次の目もく撃げき現げん場ばに移い動どう……」


「待った待った待った」


　言いきらぬうちにきびすを返そうとする彼に、あたしはあわてて待ったをかける。


「どうしたんだ？　急がないと、他ほかの者たちに先を越こされるぞ」


　不満顔で言うジョッシュ。


　……あー。人使いの荒あらい奴やつである。


　あたしは呼こ吸きゆうを整ととのえつつ、


「……そんな……パッと見ただけで……何もかもわかるわけないじゃない……


　それに……少し休ませてよ……あと……歩くペースも落として……」


「おいおい。何を言うんだ」


　ジョッシュは苦笑を浮かべ、


「道なき道をハイペースで進む！　レンジャーをやっているこちらは慣なれているから平気だが、普ふ通つうの者にはかなり辛つらい！


　ふうふうはあはあ言いながら、それでもなんとかついて来て、汗あせだくで『少し休もう』と提てい案あんするのに、涼すずしい顔で応おう答とうする！


　これこそまさに！　自じ己この絶ぜつ対たい的てきな優ゆう越えつを確かく認にんできる至し福ふくの瞬しゆん間かん！


　ゆっくり歩いたりしたら、その優越感が味わえなくなってしまうじゃないか！」


「……味わわんでいい。そんなもん」


　静かな口く調ちようでツッコむあたし。


　だめだ。こんな奴にリードされるままつきあっていたら、ひたすらにムダな体力を浪ろう費ひさせられるだけである。


　とりあえず、なんとか話をして時間をかせぎ、体力の回かい復ふくを待つべし。


　あたしはぐるりとあたりを見み渡わたし、


「……家族ぐるみで山を荒あらしてる、って言ってたけど……ちなみに、どんなふうに山を荒らしてるの？」


「ウサギ狩がりとか」


「……うさ……」


「他ほかに鳥とかも！」


「……ちょ……ちょっと待ちなさい」


　ナーガが横から口をはさむ。


「それじゃあ、連中のやっていることって、動物をちょっと狩る、とかいった程てい度どのことなの!?」


「そうだが」


　さも当たり前のように答えるジョッシュ。


　……はうぅぅぅぅぅぅ……


　あたしとナーガは、肩を落としてため息をつき、


「……いや……なんか、それって……ほったらかしにしておいても、別に問題ないよーな気がするんだけど……」


「何を言う!?」


　あたしのしごくまっとうな意見に、しかしジョッシュは眉まゆをつり上げ、


「問題は、被ひ害がいの規き模ぼではない。


　我々レンジャーの仲間から、公金を横おう領りようするような不ふ届とどき者ものが出た。


　そしてその人物は、家族ぐるみで、このあたりの山々を荒らしている。


　そのことが問題なのだよ！


　ましてや我々が、その不届き者をいつまでも捕とらえられないとなるとっ！


『あそこの領のレンジャーにはロクな奴やつがいない』などという話がひろまったりしようものならば、それは、我々レンジャーのみならず、ロードにとっても恥はじとなる！」


　なるほど。物ぶつ理り的てきな実じつ害がいではなく、メンツの問題、というわけか。


「それにっ！」


　興きようが乗ったかヤケクソか、いきおいづいて彼は続ける。


「超一流と言われた彼らを捕らえることができたならば、私の評価も急きゆう上じよう昇しよう間ま違ちがいなし！　いつもえらそうな顔をしまくっていたブルードをとっ捕つかまえてふん縛じばり、足下に転がして見下ろすことを想像しただけで！　想像しただけでッ！　ああもうっ！」


「……あの……」


「というわけでさくさく行こう」


「だから待てぃっ！」


　言うだけ言ってまたまたきびすを返そうとする彼に、あたしはふたたび待ったをかける。


　こぉぉんな奴にバカ正直につきあっていたら、ひたすら疲つかれるだけである。


　あたしはことばを選びつつ、


「あなたは、自分たちと違う観かん点てんでの意見が聞きたくてあたしたちを雇やとった。よね？」


「そうだが」


「なら、現場を連れ回されて、あなたたちと同じものを見せられて、意見を求められても仕方ないじゃない。


　あたしの意見を言わせてもらうなら、目もく撃げきされた場所をいくら巡めぐっても、あいつらを見つけるのはたぶんムリね。


　もっとこう、大たい局きよく的なものの見方をしないと」


「なるほど……大局的、か」


　こちらの口車に乗ってくるジョッシュ。


　おしっ！


　あたしはドまじめな顔で、


「やみくもに山をうろつき回るだけじゃあだめよ。必要なのは情報の整せい理りによる、正確な状じよう況きようの認にん識しきと分ぶん析せき。


　とりあえず、もよりの町か村に行って地図を手に入れて……」


「地図なら持っているが」


『持っとるんかっ!?』


　思わずハモるあたしとナーガ。


「……つか……それならそーと……」


「……最初から……言ってほしいものね……」


「地図が見たいなら、最初からそう言えばいいのだ」


　言ってジョッシュは、ふところからごそごそと、地図を取り出し、ひろげてみせる。


　地図には、領地を示すものだとおぼしき境きよう界かい線せんが引かれ、これがかれらの目撃地点か、あちこちに×印が……って……


「……あの……もしもしジョッシュさん」


「何か？」


「この地図で見ると……ここいらへんの領地って、めちゃめちゃ広いよーな気がするんですけど……」


「広いが？」


　ジョッシュはさらりとそう答えた。


　この地図がどれほど正確なのかは知らないが──広い。とにもかくにもやたらと広い。


　描かれたのは、連つらなりそびえるいくつもの山々。谷あり川あり湖みずうみあり。今け朝さ発たった村の名や、前日に発った村の名も、その領地内に含ふくまれている。


　でもってそのところどころに、ぽつぽつと×印がついていた。


　ジョッシュは右手で、×印の一つを指し、


「ここが現在地。で──」


　と、指先で、地図のほとんどを含ふくむ大きな輪わを描いて、


「ここが捜そう索さく範はん囲い」


『……………………』


　げっそり絶ぜつ句くするあたしとナーガ。


　ジョッシュたちの仲間が全部で何人いるのかは知らないが、このやたら広い場所から、たった三人を探さがし出すことは、さすがにむずかしいだろう。


　……なんか……つい引き受けたけど、やっぱしかんべんしてほしいよーな気が……


　とはいえそれを口にして、違い約やく金きんを払はらえ、などと言われるのもイヤである。


　……むう……こーなったら、てきとーに手を抜ぬいてだらだらするしか！


「……ふむ……なるほど……」


　あごに手を当て、あたしはつぶやく。


「何かわかったのか!?　リナさん!?」


「地図には載のってない炭すみ焼やき小ご屋やや洞どう窟くつや……」


「もちろん探している」


　あたしのことばを途と中ちゆうで遮さえぎり、言うジョッシュ。しかし。


「でしょうね。


　だから、見つからないんだ、って言ってんのよ」


「……え？」


　あたしのことばに、彼は目を丸くした。


「ここから一番近い、わりと大きい町……っていったら、どれ？」


　問われて彼は、地図の一点を指し、


「それは……たぶんこの、クービックの町になると思うんだが……


　──まさか!?」


「そう」


　言ってあたしは大きくうなずく。


「超一流のレンジャーにとって、森や山は庭同どう然ぜん。


　ならば彼らはその技能を活いかし、そこに隠かくれているはずだ──


　みんなは当然そう思う。


　だからこそ、そうじゃない場所を拠きよ点てんにすればいいのよ。


　……むろん、この町がそうだ、って決まったわけじゃあないけど……


　調べてみる価か値ちはあるんじゃない？」


　真しん剣けんなまなざしで発したあたしの問いかけに、ジョッシュはまんまと首を縦に振ふったのだった。





　クービック。


　山あいにあるその町は、さして大きくないとはいえ、そこそこ大きな街かい道どうに面した、それなりのにぎわいを見せる町だった。


　午後の通りには、まばらではあるが露ろ店てんが並ならび、アベックやら、店みせの果くだ物ものを物ぶつ色しよくするおばちゃんやら、どこかで見たことのある三人組やら、はしゃぎ回る子供たちやらでにぎわっている。


　あたしたちが町に着いたのは、午後の陽ひが──


　…………………………………………って……………………………………


　どこかで見たことのある三人組？


「──ああああああああああああああああああああっ!?」


　思わずあたしは大声上げて、びしむっ！　とそちらを指さした。


　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男に、二は十た歳ちほどの赤毛の女、白黒二色の髪かみとひげを持つ壮そう年ねんの男。


　着ている服は普ふ通つうのもの。革かわ鎧よろいもいなく、弓ゆみ矢やもないが、その顔にははっきりと見おぼえがあった。


　声に驚おどろき、三人は、こちらに目をやり──


「──どうしてここがっ!?」


　声を上げたのは赤毛の女──カミーラ。


　うわいきなり本当にいやがったこいつらッ！


　適てき当とうなりくつをつけて町に行き、聞き込みと称しようして、ジョッシュの金でだらだらのんびり過すごす計画、いきなり挫ざ折せつ！


　てか町の入り口近くでうろついてるんじゃないッ！　おまいらっ！　見つかるにしても、もぉちょっとこっちがゆっくり休んでから！　とか思っていてもジョッシュの手前、口にはできないけどっ！


　気を取りなおし、あたしはマントをひるがえし、


「見つけたわよ！　あたしの読んだ通りだったわねっ！」


「……読み通りのわりには、盛せい大だいに驚いていたような……」


「こんなにいきなりばったり出会うとは思ってなかったのよっ！」


　後ろで何やらつぶやくジョッシュに、あたしはフォローのコメントを送る。


「ジョッシュ！　それにそちらの二人は、いつぞやの！」


　声を上げたのは、白髪しらが混まじりの壮そう年ねん──ブルード＝クレッシェンド。


「……え……？　知り合いなのか？」


　ジョッシュがあたしたちに問いかけるが、くわしく話しているヒマはない。


「説明はあと！　それより──！」


「そ……そうだな！」


　ジョッシュは、ずいっ、と一歩、前に進み出て、


「ブルード＝クレッシェンド！　及およびその子、カミーラとテリウス！」


　三人に向かって、朗ろう々ろうたる声を上げる。


「以上三名！　ロード・アランタイズの領りよう有ゆうする山林内においてうわ逃にげたっ！」


　彼のことば半ばにして、三人は、いきなりきびすを返して駆かけだしたのだ！……ってまあ、のんきに口こう上じようなんぞ述のべてたらふつー逃げるわな。


　しかも同じ方向ではなく、三人それぞれ別の方へと。


「──くっ！」


　一体誰だれを追ったものか。うろたえきょろきょろするジョッシュ。


　えぇいっ！


「ジョッシュはブルードを追って！　ナーガはカミーラ！　残る一人はあたしが！」


「わ……わかった！」


「ふっ！　まかせなさい！」


　言ってそれぞれ駆け出す二人。あたしも残る一人──テリウスの背中を追い、走る。


　……って実は、あたしが一番楽な役を取ってたりするのだが。


　しかしジョッシュは、ブルードに対たい抗こう意い識しきを燃もやしているし、ナーガは以前カミーラに、タダ働きをさせられている。


　これぞ必殺！　インネンのある奴同士をぶち当てて自分は楽する戦せん法ぽうっ！


　あたしは通りを駆け抜けて、テリウスの背を追いかける。


　あたしも足には多少自信はあるのだが、向こうはさすが山野で鍛きたえられているだけあって、その差は少しずつ開いてゆく。


　しかし。


「このままでいいの!?　テリウス!?」


　ジョッシュやナーガと十分離はなれた頃ころを見み計はからい、あたしがかけたその声に、思った通り、彼はためらうように足を止めた。


　あたしも追つい跡せきの歩ほ調ちようをゆるめ、


「お父さんやカミーラが、どういうふうに言ったのかは知らないわ。


　でもわかってるんでしょ？　ロードの山で狩かりをしちゃあいけない、なんてこと。


　……家族が大だい事じだ、っていう気持ちは大切よ。


　けど……いえ、なら、だからこそ。


　身内の人間が間ま違ちがったことをしようとしているなら、それに流されず、止めるのが、本当の家族ってもんじゃあないの？」


「……っ……！」


　ゆっくりと、肩かたをふるわせ、ふり向くテリウス。その表情には悔かい恨こんの色。


　名前に似に合あわず見た目はゴツくてごろつき顔だが、根は正直というか単たん純じゆん。


　早い話が、舌した先さき三さん寸ずんで丸め込みやすい相手、ということである。


　たぶん今回も、姉のカミーラに舌先三寸で言いくるめられて、山やま荒あらしの片かた棒ぼうかつぎをやらされてでもいるのだろうが。


「……ぼ……僕は……」


「今からでも遅おそくないわ。だから……力を貸かして。二人を止めるために」


「……わかりました……」


　あたしのことばに説せつ得とくされて、テリウスは、こっくりとうなずいたのだった。





「せ……説得した!?」


　あたしのことば、ジョッシュは驚おどろきの声を上げていた。


　テリウスとともに、もとの場所へと戻もどってきて、待つことしばし。


　やがてとぼとぼ一人で戻ってきたジョッシュに、あたしは、テリウスを説得し、協力させることに成功した、と説明した。


　その時のリアクションが、これである。


　彼はがくがくと頭を抱かかえ、


「あああああそんなそんな馬ば鹿かなこの私でさえあと一歩、いやあと半歩のところでブルードを取り逃にがしたというのに、こんな女の子が、技ぎ能のう的てきにはブルードには劣おとるとはいえその息子むすこを、捕ほ獲かくどころか説得してあまつさえ協力を約やく束そくさせるとはっ！　これでは私の面めん目もくというのが……いやしかし待てよ、考えてみればリナさんを雇やとって金を払はらうと言っているのは私なんだからリナさんの手て柄がらは私の手柄、つまり今まで同どう僚りようたちが捕つかまえられなかったクレッシェンド一家の一人を懐かい柔じゆうしたのは一ひと重えに私の手柄！


　はっはっは。私を尊そん敬けいしてくれてもかまいませんよリナさん」


「するかい。」


　冷静にツッコミを入れるあたし。


　ま、えんえんと横で落ち込んでつぶやかれるよりは、適てき当とうに自己完結して立ち直ってくれた方がありがたいにはありがたいのだが。


「さてそれでテリウスくん」


　あたしのツッコミをさらりと無む視しし、彼はテリウスに問いかける。


「きみたち一家──いや、ブルードの目的を聞かせてもらえるかな？


　自分をクビにしたロード・アランタイズへの復ふく讐しゆうだ、ということはわかっているが、では一体、具ぐ体たい的に何をするつもりなのか？」


「ち──違います！」


　言われてテリウスは驚いた顔で、


「父さんは──確たしかに不ふ正せいを働いて、職しよくを奪うばわれました。


　けど……父がそんなことをやっていたのも、ゆとりのない生活の中、僕と姉を養やしなっていくため、仕方なかったのだと……父さんはいつも、エルメキア産の革かわ張ばりソファでブランデーをたしなみながら、そう言ってました……」


「あの。それ、たぶんだまされてる」


「実は僕も、少しそんな気がしていたんです」


　少しか。


　彼は続ける。


「……父は罷ひ免めんされたことを恥はじ、無む報ほう酬しゆうでロードの山林をお守まもりすることによって、自らの行おこないの償つぐないをしよう、と言いました。


　お前たちもそれを手伝ってくれ、と。


　だから僕は、協力を約やく束そくしたんです」


「じゃあ、なんで逃にげたりしたのよ」


「父さんに言われたんです。


　償いは、人に誉ほめられ、認みとめてもらうためにやるのではない。人知れずやってこそのもの。


　だから誰だれかに見られたり、声をかけられたりしたら逃げろ。死力を尽つくして逃げ延のびろ。場合によっては目もく撃げき者しやを殺やってもかまわん。はぐれた時はあとでアジトで落ち合おう。


　山を回っていて、自みずからが食べるために獲え物ものを狩かることは、自然の法ほう則そくに適かなったことだし、この償いを続けるためにも必要なことだ。家族のぶんまで採とってくるのはなお良いし、高値でさばける獲物や植しよく物ぶつはかならずゲットしてこい、と。


　……けど、何かが間ま違ちがっているような気もして……」


『何かが』じゃねえこの男わ。


「さっきも、リナさんに『このままでいいのか』って声をかけられて……


　それで僕は……確かめたくなったんです。一体何が正しくて、何が間違っているのかを」


　言ってるセリフはかっこよく聞こえるが、あいもかわらずだまされまくってるし。このひと。


　あたしは小さくため息ついて、


「──ま、とにかく、あなたが聞いてるのはそれだけ、ってことね」


「それだけ……って、まあ、それだけですけど」


　よくわからぬままうなずくテリウス。


　ジョッシュはむずかしい顔で腕うでを組み、


「本当の目的が何なのかはわからずじまい、か。


　まあ、ともあれ今は、あとの二人、ブルードとカミーラの身み柄がらをおさえることが先せん決けつのようだな。


　それでテリウスくん、はぐれた場合、どこに集しゆう合ごうすることになっていたのか、教えてもらえるね」


「ええ。案内させてもらいます。


　こちらに──」


　言って早さつ速そく歩き出そうとする彼を、ジョッシュがしぐさで止めて、


「いや。案内してもらうのは、ナーガさんが戻ってきてから、ということにしよう」


「そうですね。


　……ナーガさんは姉さんを追って行ったんですね。


　前の時みたいに舌先三寸で丸め込まれていたりして。ははははは」





　ぴっし！





　テリウスの飛ばした、ぜんぜんシャレになってない冗じよう談だんに、あたしはその場に凍こおりついた。


　……ありうる……スゲェありうる……


「ははははは。まさか」


　のーてんきに笑い飛ばすジョッシュ。


　しかしあたしの胸の裡うちに、不安はやたらとひろがりまくる。


　……もっとも……今のカミーラには、ナーガを丸め込める材ざい料りようはないはずなのだが……


　………………………………………………いや。


「あったぁっ！」


「ど」


「どうしたんです？　リナさん……」


「テリウス！　今すぐ集合予定場所に案内して！」


「あ……でもナーガさ……」


「いーから早く！　事じ態たいは一いつ刻こくを争うのよっ！


　ジョッシュもいいわねっ！」


「か……かまわないが……」


「ならば早速急いでゴーっ！」


　あたしのいきおいに圧おされ、こくこくうなずき歩きだすテリウス。


　だが──


　あたしたちが着いた時にはすでに遅おそく、集合場所に、ブルードやカミーラの姿すがたはなかったのだった──





　一家の拠きよ点てんだったはずの宿やどの部屋には、ブルードとカミーラ、二人の姿はなく、すでに荷に物もつすら引き払はらわれていた。


「──まずいわね──」


　ドアの奥おく──テリウスの荷物のみが残された、誰もいない部屋を見み渡わたし、あたしは小さくつぶやいた。


「まずい、とは？」


「なんとなく──連中の、本当の狙ねらいがわかったわ」


　ジョッシュの問いに答えるあたし。


「本当の狙い、ですか？」


　と、今度はテリウス。


「ええ」


　と、あたしはジョッシュの方を向き、


「前にあたしは、このテリウスくんと姉のカミーラ、どっちが父親のあとを継つぐか、ってモメた時に知り合ったのよ。


　結けつ局きよくその時は、父親のブルードがレンジャーをクビになって、うやむやになったんだけど──」


　ことばを切って、あたしはあたりをざっと見渡す。


　町の片かた隅すみにある小さな宿。無む人じんの廊ろう下かに、閉とざされたまま並ならぶドア。唯ゆい一いつ目の前に開いたドアの向こうも無人。


　あたりに人の気け配はいがないことを確かめると、あたしは声をひそめて言った。


「……最初……カミーラがあたしを抱だき込もうとしてた時、彼女、あたしにこう言ったのよ。


　オリハルコン鉱こう脈みやくのある場所を教える、って」


「オっ……！」


　あやうく声を上げかけて──すんでのところでそれを押おしとどめるジョッシュ。


　オリハルコン。それは金の数倍の値で取り引きされる稀き少しよう金きん属ぞく。


　となれば誰だって手に入れたがるのは当然だろう。


　あたしは続ける。


「その時は、このテリウスから、それはロードの所しよ有ゆうするオリハルコン鉱脈のことだ、って教えられたんだけど……


　もしも、ブルードとカミーラの狙いがそのオリハルコン鉱脈だとしたら、それを材料にして、ナーガを仲間に引き込んだ可か能のう性せいが高いわ」


「し……しかしそれなら、三人が一人減へって一人増ふえただけのこと……」


「それが、そうじゃないのよ」


　青い顔で言ったジョッシュの意見を、しかしあたしは否ひ定ていする。


「オリハルコンっていうのは、魔ま法ほうの干かん渉しようを受けにくいの。


　で、それがある場所に、魔道士が、地精道ベフイスブリングっていうトンネル掘ほりの術じゆつをかけると……


　あら不ふ思し議ぎ。土や石はぽっかり消え去って、あとにはオリハルコンのかけらだけが残るって寸すん法ぽうよ。


　つまり──


　ナーガを味方につけた以上、彼らはいつでもオリハルコン採さい掘くつ強ごう奪だつ作戦開始オッケー！　ってことなのよ！」


「なにぃぃぃぃっ!?　それはまずいっ！」


　ようやく事じ態たいの重大さを理り解かいして、血けつ相そう変えて叫さけぶジョッシュ。


「まずいわよ！


　というわけでテリウス！　そんなことを防ふせぐためにも、急いでそのオリハルコン鉱脈のところまで案内してくれる!?」


「……いや……僕は知らないんですけど……その場所は……」


「──え？　でも……？」


「父さんは場所を知っていたでしょう。姉さんも調べたかもしれません。けど僕は、領内に鉱脈がある、ということしか……」


「私が知っている！」


　毅き然ぜんとジョッシュが言い放はなつ。


「案内しよう。その場へと！」





　見渡せど、四方に連つらなるのはただなだらかな稜りよう線せんばかり。


　山のまっただ中だということはわかるが、道すらもないこの場所では、ここいらの地理にうといあたしには、もはや自分がどこにいるのかもよくわからない。


　山深いその場所が、ロード・アランタイズの所有する、オリハルコン鉱脈のある場所だった。


　……といっても、採掘現場まで連れて来られたわけではない。何もない──ように見える場所に連れてこられて、山の一つを指さされ、この山だ、と言われたのだ。


「言うまでもなく、本来は、採掘所の場所はむろん、鉱こう山ざんの場所も秘ひ密みつなのだ」


　ジョッシュは言う。


　そりゃそうだろう。オリハルコン鉱脈の場所なんぞというモノをバラしたりすれば──いや、そんなものがあるということがひろまっただけで、野や盗とうやごろつきに目をつけられるだろうし、鉱脈の規き模ぼによっては、別の領主ロードや別の国にケンカをふっかけられることすらあるのだ。


「場合が場合だから、鉱山には案内した。だが、採掘所の場所までは教えられない」


「わかってるわよ。


　ここのことは他た言ごん無む用ようだってことも。依い頼らい料りようは口止め料込み、ってことにしとくわ」


　言ってあたしはウインクひとつ。


「向こうもたぶん、真まっ向こうから採掘所に乗り込むつもりはないでしょうし、ね。


　……ブルードが山を荒あらしはじめた時点で、あなたたちも、彼の狙ねらいがオリハルコンだ、っていう可か能のう性せいは考えたんでしょ？


　当然、採掘所にも、兵士やレンジャーたちを配はい備びしてる。


　そのことは、やっぱりブルードたちも予よ測そくしているはずよ。


　あなたがあたしたちにそのことを話さなかったのは、鉱山の存そん在ざいを知られたくなかったから。


　……まさかあたしたちがとっくに知っていた、とは思わなかっただろうし」


「……その通り」


　肩かたをすくめて言うジョッシュ。


「なら、ブルードが、ナーガを味み方かたに引き入れたとしても、それで強ごう引いんな正しよう面めん突とつ破ぱを狙ねらってくるとは思えないわ。


　たぶん、採掘所の正面──つまり、見張りたちがいる所からは見えない……けど鉱脈からはあまり離はなれすぎていない場所から、鉱脈に向かって掘り進もうとするはずよ。


　そういう場所に心当たり、ない？」


「……とすると……あのあたりか」


「あるのね？　心当たり」


「ああ。ついて来てほしい」


　言って何の説明もなしに歩きだす。むろんあたしもテリウスも、何も聞かぬままについてゆく。


　場所の説明をすると、逆ぎやく算さんすれば、採掘所の場所がわかってしまうおそれがある。それを警けい戒かいしてのことだろう。


　斜しや面めんを登り木々の間を抜ぬけ短い洞どう窟くつを抜けて小川を渡わたり木々の間を抜けてなんだかもぉよくわからなくなってきた頃ころ。


「ここだ」


　言って、ジョッシュはようやく足を止めた。


　目の前に、ツタに覆おおわれたガケがある。高さは人の背より少し高いくらいだろうか。


　その一角に縦たての亀き裂れつが入って、小さな谷というか、細い路ろ地じのようになっていた。


「あの奥が──」


　その谷を指さすジョッシュのことばを遮さえぎって。


　がすっ！


「をごっ!?」


　テリウスがいきなりジョッシュを蹴けり飛ばす！


　不ふ意いをつかれて倒たおれるジョッシュ。それでもなんとか身を起こしつつ、


「お──お前っ……！」


「違ちがう！　ジョッシュ！」


　叫さけんであたしは指をさす。


　つられてそちらに目をやるジョッシュ。


　ガケの上にも下にも木が茂しげっており、見晴らしは決してよくない。


　その、上に茂った木々の間──暗がりになった場所から歩あゆみ出て来たのは、革かわ鎧よろいと弓ゆみ矢やを装そう備びした壮そう年ねんの男。


「──ブルード！」


　声を上げ──ジョッシュはようやく、何が起こったのかを理解した。


　つい先ほどまで自分が立っていた場所に目をやれば──そのやや後ろ、木の幹みきに、深々と刺ささった一本の矢があった。


　そう。あたしにさえも気づかせず、完全に気け配はいを殺し、潜ひそんだブルードの放はなった矢。それにただ一人、テリウスだけが気がついて、狙ねらわれた相手──つまりジョッシュを蹴けってどかしたのである。


「テリウス。どういうことだ」


　高みから見下ろして、ブルードは、深く、重い声で、自分の息子むすこに問いかけた。


「償つぐないは、気づかれぬようにこっそりと。


　そう言ったはずだぞ。


　なのに。何な故ぜ──


　お前はそんな連中とともにそこにいる!?」


　獅し子しの咆ほう吼こうにも似にた一いつ喝かつに、テリウスは、びくんっ！　と身をすくめるが、しかしそれでも顔を上げ、


「……と……父さんに聞きたい！


　この人たちは──」


　と、あたしとジョッシュを身み振ぶりで指して、


「この人たちは、父さんと姉さんが、ここにあるオリハルコンを狙っている、って言っていた！


　本当なのか!?」


「つまらん邪じや推すいに過ぎん」


　ブルードは即そく答とうする。


「たまたま再会したナーガ殿どのが、たまたま山の中でたまたま呪じゆ文もんをかけたら、その跡あとにたまたまオリハルコンが残るので、たまたまそこに居い合あわせた我々が、放ほう置ちしておくのは鉱山の存在を公おおやけにするおそれがあると判はん断だんし、秘ひ密みつ保ほ持じのために回収する予定なのだ。


　ただそれだけのことだ！」


「……なんだ……そういうことだったのか」


『──って納なつ得とくするなぁっ！』





　どがづがっ！





　言って放はなったあたしとジョッシュとの蹴けりが、テリウスの背せ骨ぼねを直ちよく撃げきする。


　あたしは、ガケの上のブルードを、びしいっ！　と指さし、


「ンな『たまたま』があるかぁっ！


　そんなへたくそな言い訳じゃあ、テリウス以外はだませないわよっ！」


「……うむ……実はわしも、我わが息子ながらいかがなものか、と、少し思っていたりするのだが」


「あんたもじゅーぶん『いかがなものか』な親だと思うけど」


「つまりは立りつ派ぱな反はん面めん教きよう師し！」


「いや。いばられても。


　……つか、カミーラがあーいう性格に育った理由がよーくわかったよーな気が……


　とにかく！


　あんたの野や望ぼうもここでおしまいよっ！」


「その通りだ！　観かん念ねんしろ！　ブルード！」


　ジョッシュも、ずいっ、と前に出て、


「おとなしく降こう参さんして、泣いてあやまりながら私の靴くつを舐なめて『ジョッシュ様にはかないません』と言うのなら私は許してやろう！　他ほかの奴やつらが許すかどうかまでは知らないが！」


「……って挑ちよう発はつしてどーすんのよあんたはっ！」


「挑発ではない！　私の願がん望ぼうだ！」


　あたしのツッコミに、即そく座ざに断だん言げんするジョッシュ。


　うわあ。そぉですか。


「聞けんな。そんな話は」


　予よ想そう通どおりのブルードの答え。


「なるほど。ならば！」


　言ってジョッシュは片手をふところにさし込む。合あい図ずのフエを吹ふいて、仲間たちを呼ぶつもりか。


　だが。


「いいのか？　仲間など呼んで」


　ブルードはそれを鼻で笑った。


　もとは同じレンジャー同士。ジョッシュが何をしようとしたのか、即そく座ざに理解したのだろう。


「ジョッシュ。理由はどうあれ、お前は、部ぶ外がい秘ひのはずの鉱山の場所を、関係のないそこの小こ娘むすめに教えた。そのことを仲間に知られることになるのだぞ。


　それでは折せつ角かく手て柄がらを立てても帳ちよう消けし、ではないかな」


「うっ……!?」


　ブルードのことばに、ふところに伸のびたジョッシュの手が止まる。


「逆ぎやくに、仲間に知らせず、わしたちを捕とらえることができたなら、それは間ま違ちがいなくお前だけの手柄。出しゆつ世せにもつながるだろうな」


　……くっ……！　このおっちゃん、なかなかツボを突ついてくる。


　出世して他ひ人とを見下しまくるというヤな夢ゆめに燃もえるジョッシュにとって、そこを突かれるのは痛いはず。


　ジョッシュの動きが止まったのを見てとり、ブルードは、今度はあたしの方を見やって、


「──そちらの、リナ、と言ったな。


　お前はどうだ？　鉱山の場所を知られたからには……と、レンジャーたちに拘こう束そくされ、投とう獄ごくされるか……最悪は口くち封ふうじ、ということになるかもしれんぞ？


　さて。どうする」


　たしかに、彼が指し摘てきしたようなことも、決してありえないわけではない。


　細く、長い息を吐はき、ふところから手を抜き出すジョッシュ。そこには何も握にぎられてはいない。


「……仲間を呼ぶのは最後の手しゆ段だんだな」


「……しかたないわね……あたしたちだけで片づけるっ！」


　彼のことばにうなずくあたし。


「できるものならやってみるがよい！」


　吠ほえると同時にブルードは、弓に矢をつがえ、解とき放はなつ！　流れるような一連の動作にはムダがない。


　狙ねらいはこちら。つまりあたし。


　あたしを倒たおせばどうとでもなると思ったか、それとも一番倒しやすいと思ったか。


　だがいずれにせよ、おとなしく倒されるいわれはない！


　矢が放たれると同時に、あたしは横に駆かけていた。


　一発目はそれで楽にかわせる。


　しかしブルードは間かん髪はつ置おかず、二発目の矢をつがえて放つ！　速い！


　その場に踏ふみとどまったあたしのすぐ横を、風切る音を立て矢が通り過すぎる。


　ようやくジョッシュも矢をつがえ、ブルードに向かって射いるが、あっさり余よ裕ゆうでかわされる。


「やめろ父さぁぁぁぁぁぁんっ！」


　叫さけんでテリウスも矢をつがえ、ブルードに向かって──


　すびょん。


　放たれた矢はあさっての方へと飛んでゆく。


　ああああああ。そーいえばこいつ、本番に弱いとか言ってたし。


　となると結局、あたしががんばるしかないかっ！


　あたしはとりあえず、唱となえた呪じゆ文もんをブルードに向かって解き放つ！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　解き放たれた冷れい気きの矢、その数は十数本にすらおよぶ。ひらけた場所で使えば、距きよ離りにもよるが、並なみの相手ではかわすことはむずかしいだろう。


　だがブルードは、ただ数歩退さがり、木々の間に身を隠かくすだけで、あたしの放った攻こう撃げき呪文をいともあっさりかわしてのける。


　放った冷気は、あたりの草や木を無む意い味みに凍こおりつかせただけ。


「そんなものか？」


　姿すがたを見せぬまま挑ちよう発はつするブルード。


　いーだろう。ならばあたしも、もう一つの芸を見せてやるまで！


「やるじゃないの。娘むすめを思う親心のなせる業わざ、って奴やつ？」


　あたしは声をはり上げる。


「自分がおとりになってあたしたちを引きつけ、その間に、カミーラとナーガがオリハルコンを掘ほり返す……


　娘を信用してないとできない作戦よねー。


　ヤバいと感じたカミーラとナーガが、掘り返したオリハルコンを持って、あなたを残してとんずらすることなんて絶ぜつ対たいにありえない。


　そう信じてないとできない作戦だし」


「……うっ……！」


　しげみの奥おくから小さな呻うめき。


　むろんのこと──カミーラとナーガならやりかねない。


　それはブルードにもわかっているはず。


　相手の心の内に抱かかえる、不安の種たねに火をつけてあおり立てる。必ひつ殺さつ、舌先三寸攻撃！


　そして、ブルードの気け配はいが消えた。


　しばしそのまま待ってみるが、姿を現すことも、何かをしかけてくることもない。ついでに言うなら気配もない。


「……逃にげたか？


　あるいは、そう見せかけて、気配を消して待ち伏ぶせしているか」


　ジョッシュがつぶやく。


「僕にもわかりません」


　とテリウス。


「なら、こちらから行くしかないでしょ」


　あたしが言う。


　こちらの目的は、ブルードたちを止めること。


　じっと相手の出方をうかがう意味はない。


「……あそこを行くのは危険すぎるな……」


　ガケの亀き裂れつに目をやり、ジョッシュが言う。


　二人並ならんで進むのには窮きゆう屈くつすぎる。その程度の幅はばしかない小さな谷間である。正面や、ガケの上から攻撃されれば身動きが取れなくなる。


「けど上は……」


　ガケの上に茂しげる緑に目をやり、今度はテリウスが口を開いた。


「どこに、父さんや姉さんのしかけた罠わながあるかもわかりません」


「いや……そんな細さい工くをする時間はなかっただろう」


　ジョッシュが言う。


　たしかに、彼らがナーガともども姿を消してから、あたしたちがこの場所へ向かった時間の差は小さい。が。


「時間ならあったはずよ。たっぷりと」


　あたしは言う。


「山にちょくちょく出入りしてたんでしょ？


　二人が最初からオリハルコンを狙って、この場所に目をつけてたのなら、山に出入りした時に、あたりに罠を張ってる、ってことはじゅーぶん考えられるわ。


　──そう、ちょうど今みたいな時のために、ね」


「なら……谷を行っても崖がけの上を行っても罠が待つ、ということか」


　苦い表情でつぶやくジョッシュ。


「そーいうこと。


　ただしその罠は、レンジャーの発はつ想そうする状じよう況きようの中での罠。


　魔ま道どう士しの発想は計算に入ってないわ」


「？　どういうことだ？」


「こういうことよ」


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　たむっ！　と地面に手をついて、『力あることば』を解とき放はなつ。


　大地がうねり、盛もり上がり、それは大人おとなの倍ほどある、巨きよ大だいな人の形を取った。


　……ごぉ……ぉぉぉぉぉおおおおおおぉ……


　響ひびいたのは土ど砂しやのきしみか。それとも生まれの雄お叫たけびか。


　逆三角形の上半身。異い様ように大きなその両手。それは大ベ地フのイ精モ霊スの干かん渉しようにより、土砂と石とでつくられた一体の石人形ゴーレムだった。


「これに乗って谷を行くのよ。


　罠も狙いうちも、これが防ふせいでくれるわ。


　……ゴーレム！　しゃがんで！」


　あたしの下した命めい令れいに、返事ともきしみともつかぬ音を立て、ゴーレムはその場に身をかがめる。


　あたしが頭にしがみつき、テリウスが右みぎ肩かた。ジョッシュが左肩に乗る。


　さすがに三人乗りは少々きゅうくつだが、この際さいは仕方ない。


「ゴーレム！」


　あたしは、目の前のガケに刻きざまれた谷を指さして、新たな命令を下す。


「両手をあたしたちの盾たてにしながら、あの谷を奥おくに進んで！」


　呻うめきで応こたえてゴーレムは、あたしたちを両手でカバーし、足音響ひびかせ歩みだす。


　谷は、このゴーレムが、ぎりぎりなんとか通れる程度。歩けばまわりの土がえぐれてぱらぱら落ちる。


　しかしそれで十分である。


　ゴーレムがしばし歩あゆみを進めるそのうちに。


　どんっ！


　音とともに、ガケの左右がいきなり崩くずれ、ゴーレムの腰こし近くまでを土砂が埋うめる。


　ブルードたちのしかけていた対人用の罠わなである。


　谷を行く者がひっかかれば、完全に生き埋うめだろう。


　だがゴーレムは歯し牙がにもかけず、力にモノを言わせ、下半身の土砂を粉ふん砕さいし、変わらぬ歩みを進める。


『おおおおおおおおおおお』


　それを目にして、感かん嘆たんの声を上げるテリウスとジョッシュ。


　ゴーレムは進む。圧あつ倒とう的てきなパワーをもって。


　たしかにブルードやカミーラは、レンジャーとしては一流、あるいは超一流。


　彼らの得とく意い分ぶん野やでまともに戦えば、あたしはたぶん勝てないだろう。


　ならば──彼らの得意分野でまともに戦ったりしなければいい。単にそれだけのことである。


　ゴーレムのその手は、あたしたちを完全に隠かくすほど大きく、その体は人間用の罠を無む意い味みなものと成なす。


　どれほど天才的な射しや手しゆであろうとも、普ふ通つうの矢でゴーレムを完全破は壊かいすることは不ふ可か能のうである。


　つまり今、このゴーレムを止めることができるのは、相手の中ではただ一人。


　……さて。ではそろそろ。


　あたしはテリウスとジョッシュ、そしてゴーレムに指し示じを下した。





「振動弾ダム・ブラスっ！」





　ぐばんっ！





　飛ひ来らいした攻こう撃げき呪じゆ文もんは、ゴーレムの胸むな板いたを直撃し、その上半身をもののみごとに粉ふん砕さいしていた。


「ほーっほっほっほっほっほっほっほ！」


　爆ばく音おんの余よ韻いんを貫つらぬき、響くはナーガのバカ笑い！


「ゴーレムを使って罠と弓矢を防ふせいだつもりでしょうけど、このわたし、白蛇サーペントのナーガの存在を忘れるとはツメが甘あまいわね！　リナ＝インバース！」


　……ご……ぅん……


　残るゴーレムの下半身が崩ほう壊かいする。


　その瞬しゆん間かん。


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　こきかかかききこかきぃぃぃん！


「えび。」


　あたしの放はなった冷気の矢が、砂さ塵じんを裂さいて飛んでゆき──ナーガの奇き妙みような呻うめきが、攻撃の結果を知らせてくれた。


　ナーガがいるとわかってて、あたしたちがいつまでも、ゴーレムの頭に乗っかっているわけはない。


　手でゴーレムにカバーさせたのは、あたしたちを弓矢から守るためと、もう一つ。


　こちらの姿すがたを、向こうから見えなくするための意い味みがあった。


　ゴーレムを目にした向こうが、ナーガを出して来るのは読めていた。


　だからあたしたち三人は、ゴーレムの手はそのままにさせておき、途と中ちゆうで降りて、少し離はなれた後ろをついて歩いていったのだ。


　もしも罠があったとしても、ゴーレムが踏ふんで無む効こう化かしてくれる。


　わざわざ一回、本当に頭の上に乗ったのは、あの時点では、ブルードがまだこちらの様子を見ている可能性があったから。


　でもって、出てきたナーガは、手で隠された部分にあたしたちがいるものと思い込み、ただ歩いているだけのゴーレムに攻撃呪文を叩たたき込んだ。


　むろん、離れて後ろを歩くあたしたちは無ぶ事じ。そしてナーガが勝ちほこっている瞬しゆん間かんを狙ねらい、あたしが冷気の呪文を解とき放った、というわけである。


　砂塵の消えたそのあとには、予想通り、土砂に還かえったゴーレムの向こうで、きれいに氷づけになったナーガの姿があった。


　そしてさらにその向こうに見えたのは、駆かけ逃にげてゆく、ブルードとカミーラ、二人の背中。


「逃がすかっ！」


　吠ほえてジョッシュが矢を放つ！　さして広くもないこの谷間で、身をかわすことはまず無む理り！


　しかし矢が届とどくその寸すん前ぜん！　ブルードとカミーラ、二人の姿がかき消えた！


「なにっ!?」


　驚おどろきの声を上げるジョッシュ。


　あわてて一同、そちらに駆け寄ってみれば──


　そこにはガケの壁へき面めんに、ぽっかりと口を開けた横よこ穴あながあった。


　ナーガが術じゆつを使って掘った、オリハルコン採掘用の穴だろう。


　開いたその口は黒く、どこまで続いているのかもよくわからない。


　ここに駆け込んだ二人の姿も、闇やみにまぎれて、もはや見えなかった。


　と、中を覗のぞき込んだその瞬間。


　あたしたちは、のけぞるように身を引いた。


　ひゅんっ！


　同時に風切る音を立て、一本の矢が、あたしたちの眼前を裂さいて虚こ空くうを横切った。


『来るなら来ればいいわ』


　奥から聞こえる、反はん響きようしてくぐもったカミーラの声。


『狙ねらい撃うちにするだけだから』


　たしかに、実質上一本道のこんな穴の中に、のこのこ入っていったなら、まず狙い撃ちにされるだろう。


　……のこのこ入って行けば、の話だが。


　あたしはテリウスとジョッシュに向かって、わざと大きな声で言う。


「じゃ、埋めよっか。この穴」


『ちょっ！　ちょっと待った！　それナシ！』


『おおお臆おくしたか小こ娘むすめ!?　よほど卑ひ怯きよう者もののそしりを受けたいようだなっ!?』


　穴の中から聞こえてくる、カミーラとブルードのあわてた声。それにさらりと答えるあたし。


「ヒキョーでいいです。」


『待ったちょっと待った！』


　カミーラの声が響ひびき──ブルードと相談でもしているのだろう。しばしの沈ちん黙もくがそのあとに続き──


　やがて響くはブルードの声。


『ふ。小娘、今回はこちらの負けを認みとめよう。我々はこの地を去ることにする』


「いや。埋めたいし」


『わかったわかった！　おとなしく投とう降こうすればいいのだろう!?』


　最初からそう言っておけばいいものを。


「……じゃあ、今からテリウスくんに、そっちにロープ投げさせるから。


　まずそれに弓をくくりつけること。


　それをこっちが回かい収しゆうしたら、次に──」


　言いかけて──


　あたしの全身が硬こう直ちよくした。


　忘れていたのだ。あたしは。


　あれの復ふつ活かつ速そく度どのことを。


　あわててあたしはふり向いて──


　だがその瞬間。





　づっどんぐ。





　怒いかり狂くるったナーガの放つ攻撃呪文は、山の形すら変えた。





「つーかそもそもあれは、あんたがあっさりカミーラの口車に乗ったのが悪いんでしょーがっ！」


「仕方ないじゃない！　これはロードのオリハルコン採さい掘くつ所じよとは別の場所だ、って言われれば、誰だれだって信じるわよ！」


「信じるなぁぁぁぁぁぁっ！」


　山道をひたすら歩あゆみながら。あたしとナーガは声を上げる。


　──結けつ局きよく──


　あのあと、レンジャーたちがわらわらあの場にやって来て、あたしとナーガはダッシュで逃げた。


　あのあとみんながどうなったのかは知らない。まあおそらく、ブルードとカミーラは捕つかまって、テリウスは多少大おお目めに見てもらえる、といったところなのだろうが、さすがに戻もどってそれを確かめる気にはなれない。


　なにしろオリハルコン鉱こう山ざんの、山の形をちょっぴり変えてしまったのだ。戻ればまず間ま違ちがいなく捕つかまるだろう。むろんこの状じよう況きようで、ジョッシュが依い頼らい料りようを払はらってくれるわけもない以上、戻ることには百ひやく害がいあって一いち利りなし。


　つまりは結局タダ働き、ということである。ああもぉ。


「……とにかくナーガ、さっさとここの領りよう地ちを出て──」


　言いかけて。


　あたしとナーガは足を止めた。


　囲まれた。


　……ざわ……


　風に木々の梢こずえが鳴る。


　潜ひそむ気け配はいの数は、十か。二十か。


　まさかもう、レンジャーたちの追っ手がかかったか!?


　あるいはただの野や盗とうたちか？


　……………………ま、なんでもいいや。


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」


「風波礫圧破デイミルアーウイン！」


　づばどばぼぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！


　あたしとナーガ、二人の放った攻撃呪文は、相手の悲ひ鳴めいすらかき消して、誰ともわからぬそのみなさんを吹っ飛ばした。


「……じゃ、ナーガ、これからしばらくは、誰かに囲まれたら、とりあえず攻撃呪文で吹っ飛ばしてみる方向で」


「ふっ。そうね」


　言ってあたしたちは、足早に山道をゆくのだった──







（山林の覇は者しやたち：おしまい）







　　あとがき






神坂一＋Ｌ









作：おひさしぶりです皆みな々みなさんっ！


　　そういうわけで今ここに、スレイヤーズすぺしゃる十八巻


　　『跡あと継つぎ騒そう動どう　森林レンジャー』をお送りしますっ！


Ｌ：あー。はいはい。


作：冷たッ！


　　いやあのここはできればもうちょっと盛もり上がってくれた方がいいんだが。


　　ほら、せっかく映画とかもまたやるわけだし。


Ｌ：なぁぁぁに言ってんのよっ!?　そもそもあんたが、別の新シリーズはじめたり、ゼルガディスの外伝収しゆう録ろくしてたりするくせに、いつまでたってもあたしの話とか書いてくれないからでしょーがっ！


　　たとえば、前のあとがきであたしが予告した『対決！　Ｌ対ホウライエソ』なんて、タイトル聞いただけで血沸わき肉踊おどりそーなのにっ！


作：いやあの……そのタイトルって、お前がホウライエソのボトルキャップ欲しさにペットボトルドリンク買い続けるんだが、飲んでも飲んでもホウライエソが出ない……ってストーリーしか思いつかんのだが。


Ｌ：書くな。そんな話。


　　けど作者あんた、最近やけに、ミニフィギュアみたいなのにハマってない？


　　某ぼう妖よう怪かい根ね付つけなんて、ブリーダーができるくらい狗いぬ神がみ（＊注１）とかがあふれてるし。


作：ダブリの話はすんなっ！　俺は昔っからクジ運悪かったんだっ！


　　……まあなんつーか、最近のあのテのものって、えらいデキがよかったりするし。


　　でもって最近は妖怪とかそういった面めん妖ようなのも増えてたりするしっ！


Ｌ：あー。作者あんた弱いからねー。そーいうのに。


　　作者あんたがこーいうジャンルの小説おはなし書いてるんだって『化け物とか好きだから──！』って理由だし。


作：いやあのそれはちょっとでも否ひ定ていできないってゆーか。


　　この前も友人といっしょにおもちゃ屋さんの前で『ほら、ダイモン（＊注２）って生活に必ひつ要ようなものだし』とか言って引かれたし。


　　あなたのお部屋をファッショナブルに演出するための小こ粋いきなアイテム、水すい晶しようドクロ。（＊注３）モスマン（＊注４）でも可か。という私のセンスは、やはりどこか間ま違ちがっているのでしょーか。


Ｌ：いや、『どこか』指し摘てきしろって言われると困るんだけど、とりあえず原稿を書いてるそのディスプレイの上で、泥田坊（＊注５）がＶ字編へん隊たいを組んでる、っていう現げん状じようはなんとかした方がいいと思うけど。人として。


　　とゆーかさっきから、面妖な名前連れん発ぱつで、知らないひとを置いてけぼりのような気がするんだけど。


作：むう。仕し方かたあるまい。ならば注ちゆう釈しやくでもつけるか。







　　注釈　正確に説明すると長くなるのでニュアンス説明に留とどめます。


　　　　　尚、すべてトレーディング・フィギュアです。つか実じつ物ぶつのわけないです。









　　　　　＊注１　狗神：面妖わんちゃん。


　　　　　＊注２　ダイモン：素す敵てきダンディ。血を吸すう。


　　　　　＊注３　水晶ドクロ：面妖アイテム。名前の通りのもの。


　　　　　＊注４　モスマン：アメリカン怪かい人じん。かわうい。


　　　　　＊注５　泥田坊：とても口には。（赤面）









Ｌ：……ええっと……まあ……致ち命めい的てきに間違ってるってわけじゃあないけど。


　　まあつまりなんてゆーか、これはこれでハーレムってこと？


作：いや、この状じよう態たいをハーレム呼ばわりされるのは、さすがに私としても遠えん慮りよ申もうし上げたいのですが。


　　誤ご解かいのないように言っておくと、ちゃんとまともなトレーディング・フィギュアにも手を出してるんだが。チョコラザウルスとか。


Ｌ：……そこで、まともな例として、チョコエッグとかが出てこないところが、なんか語るに落ちてるような気もするけど……


　　トレーディング・フィギュアっていえば、リナとナーガも入ってる、ドラゴンヒロインセレクション、とかっていうのも出てるそうじゃない。


作：うむ。先日見本が届とどいた。開けたとたん『ナーガ変へん装そう×５』って文字が飛び込んできて五分ほどブルーになった。


Ｌ：変装？


作：うむっ！　『リナ』『ナーガ』それぞれのカラーとクリアーバージョンの他に、そのナーガにマントとマスクとくらげをつけることのできる、『スペシャルオプション』というのが存そん在ざいするのだっ！


Ｌ：……それって……中に入ってるのはマントとくらげとマスクだけ、ってこと……？


作：むう。見てみたら、マントにショルダーガードに長ちよう剣けん、くらげと顔とマスク、だな。


　　ノリは、むかしのガンダムプラモの武ぶ器きセット？


Ｌ：うわ。いらねー。


作：ああっ！　きっぱり言いやがったなこいつ！


Ｌ：だって。たとえば友達何人かで、


　　『そう言やーさー、ドラゴンヒロインセレクションとかっての出たらしいぜ。ミレルに涼りよう子こにマティエにフリウ、リナとナーガとシークレットだってよ』


　　『へー。フリウとか欲しいかも』


　　『ミレル萌もえ～』


　　とかさんざん盛もり上がって、試ためしに買って開けてみたらマントとくらげ。


　　爆ばく笑しよう。


　　うみゅっ！　やっぱしあたし的にはオッケーっ！


作：爆笑すんな。そっとしといてやれ。それは。


　　仕方ないので、読者プレゼントにしてみようかと思ってます。


Ｌ：仕方ないので、って言い草もじゅーぶんアレだと思うけど。


　　とすると抽ちゆう選せんで三名様にナーガオプション、とか？


作：読者サービスになってねえし。それ。


　　えーっと、作者のところに届とどいたのはスレイヤーズのモノのみなので、


　　リナ（カラー）リナ（クリア）ナーガ（カラー）ナーガ（クリア）ナーガオプション


　　以上の五個セットを抽ちゆう選せんで一名様に。


　　宛あて先さきは、本の奥おく付づけ住じゆう所しよの


　　ファンタジア文庫編集部気付　神坂一　まで。


　　応おう募ぼは必ず官かん製せいハガキで。年ねん賀が状じようも可。


　　締しめ切りは二〇〇二年一月末日編集部必ひつ着ちやく。


　　ハガキの裏うらには、目立つように『フィギュア欲し』と記入のこと。


　　なお発表は発送をもってかえさせてもらいます。


Ｌ：あ。なんかふつーの読者サービスっぽい。


　　欲しいひとは年賀状の余あまりとか使ってどしどし応おう募ぼするよーに。


作：でも『死ヌほどハガキ買って出しちまったけれど、冷れい静せいに考えたら、使ったハガキ代があれば、ホビーショップでバラ買いできるじゃん（涙）』などという不幸な出で来き事ごとが地球上からなくなることを、私たちは心から祈いのっています。


　　ではではみなさん、そーゆーことで。


Ｌ：次のあとがきでまたお会いしましょー。









（あとがき：おわり）





　　初　出





跡あと継つぎ騒そう動どう　森林レンジャー［前編］　月刊ドラゴンマガジン２０００年９月号


跡継騒動　森林レンジャー［後編］　月刊ドラゴンマガジン２０００年10月号


送り狼おおかみたちの午後［前編］　　　　　月刊ドラゴンマガジン２０００年11月号


送り狼たちの午後［後編］　　　　　月刊ドラゴンマガジン２０００年12月号


スレイヤーズ外伝


ゼルガディス朧ろう月げつ草そう紙し　　　　　　　月刊ドラゴンマガジン１９９８年８月号


スレイヤーズすぺりおぉる


山林の覇は者しやたち　　　　　　　　　　書き下ろし





スレイヤーズすぺしゃる[image: ]


跡あと継つぎ騒そう動どう 森しん林りんレンジャー





神かん坂ざか　一はじめ
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